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　踏ふみ慣れた台所の床ゆかが消え、見慣れた風景が信じられないほど美しい、色とりどりの光になった。混乱のままぐるぐる回る思考と一いつ緒しよに視線を回せば、それだけでは全景を摑つかめないほど縦にも横にも広い部屋が見える。そして、私をぽかんと見上げる大勢の人達。その中で一ひと際きわ輝かがやいて見える人の瞳ひとみも限界まで見開かれている。角度によって色を変える不思議な瞳が、ゆっくりと動いて私を追う。

　たくさんの視線に見上げられても、全すべてが突とつ然ぜんすぎて何だか麻ま痺ひしてしまった思考は羞しゆう恥ちも焦あせりも感じない。ゆっくりと天てん井じように視線を戻もどす。窓はないのに暗くないのは、天井がステンドグラスみたいになっているからだ。みたい、というのは、恐おそらくあれはステンドグラスではないからだ。

　雪とも花ともつかぬ幾き何か学模様が描えがかれた鮮あざやかなガラスは、光が走る度たびに色を変えている。今だって、さっきまで燃えるような赤だったのに、たった一回の瞬まばたきの間に涼すずしげな青になった。なんてファンタジー。天井の模様が近くに見えるのは、私の身体からだが宙にあるからだ。これまたファンタジー。壁かべ際ぎわでくるくる回っている石も……石だよね？　強化プラスチックじゃないよね？　な石も、やっぱりとってもファンタジー。でも、見える物全てがファンタジーであってもなんら不思議ではない。

　だってここは魔ま法ほうの国なのだから。

　一いつ瞬しゆんが何倍にも長く感じられた後、浮ふ遊ゆう感かんは一気に霧む散さんし、落下特有の怖おぞ気けが背筋を抜ぬける。だけど、そんなものに構っている暇ひまはなかった。

　私が視線を向けた先、私の下にいる人物と目が合う。彼はおもむろに両手を広げた。ぽかんとしたまま、それでも確かに腕うでは私を収納するために用意されている。

「月つき子こ」

　呆ぼう然ぜんとしてなお、他ほかの何とも聞き違ちがえようのない美しい声が私を呼んだ。
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　私は現在、人生の岐き路ろに立っている。正確にいえば座っているけれど、そこは大した問題ではないだろう。

　学校から帰ったばかりの制服姿で私が座っているのは、魔法が使える嬉うれし楽し異世界の国、レミアム国の王様のベッドの上。それだけならまだしも、目の前には異世界の王様。

　帰宅して何か飲もうと台所に向かうや否いなや、まさかの異世界の王様の玉座の上に落下してしまった私を抱かかえた異世界の王様は、即そつ行こう自室に撤てつ退たいした。そして、今この謎なぞの状じよう況きようが出来上がったのである。

　ちなみに、私がベッドに放ほうり出されたのは靴くつを履はいていないからだ。この部屋本当に他に家具が無い。椅い子すくらいあってもいいのに、恐らくランプ的な役割を果たすのであろう石がくるくる回っている置物を載のせた台しかなかった。

　白銀色の長ちよう髪はつに緑がかった水色の瞳、青味がかった素材がよく分からない王おう冠かんのみならず全体的に寒色系の豪ごう華か衣い装しようの王様は、私の前にどっかり座りこみ、片手で顔を覆おおったまま微び動どうだにしない。私は靴履いてないからいいけれど、彼は土足のままだ。いいんだろうか。いいんだろうな。自分のベッドだし。

「…………なあ、月子」

「何ですか」

「俺達、親友だよな」

「そうですね」

「家族だよな」

「……そっすね」

「……何か雑じゃないか？」

「そっすか？」

　諸事情あって最後のほうだけちょっと含ふくみある応答になってしまったけど、しれっと答える。そんな私を指の隙すき間まからじっとり見ていた異世界の王様は、肺の中が空っぽになるくらい長い長い溜ため息いきを吐はき切ると、しゃきっと背筋を伸のばした。

「よし月子、結けつ婚こんしよう」

「………………喜んで？」

　どうしたの？　血迷ったの？　結婚する？

　ぶっ飛んだことを言ってのけて私も血迷わせた、それはそれは美しい青年の名前は、ルスラン・ヴォ……なんちゃらかんちゃら二十二歳。

　異世界の王様であり、魔ま術じゆつ士であり、更さらに私、春はる野の月子の幼おさな馴な染じみ兼けん遠とお縁えんであり。

　もっというなら私の初はつ恋こいの相手であり、止とどめに絶賛片かた想おもい中の相手なのだから、世界とは存外狭せまいものである。
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　満月の夜に生まれたから月子、なーんて大変安直に名づけられた私の名前は春野月子。父はいい名づけが出来たとご満まん悦えつだが、母からは祝日の満月の夜に生まれたものだから夜間祝日料金を取られた、絶対満月料金も取られたと嘆なげかれたため、次生まれてくる機会があれば平日の昼間に生まれてこようと思ってはいる。

　学力運動神経顔面偏へん差さ値ち。頑がん張ばってはいても、どれをとっても特にこれといって特筆すべき点のない私だけど、普ふ通つうの高校一年生ですとは言い切れない。何な故ぜなら、私には幼馴染がいるのだ。いや別に、幼馴染がいることが普通の枠わくから外れた異次元であると言いたいわけではない。

　問題なのは、幼馴染が異世界の人であることである。

　事の始まりは私の曾ひいお婆ばあちゃんが異世界の人であることだ。春野リュスティナという、名前も外見も外国人そのものだった曾お婆ちゃんは、異国の人どころか異世界の人だったのである。

　異世界からこっちの世界に来た曾お婆ちゃんは、曾お爺じいちゃんに熱ねつ烈れつに惚ほれ込んでそのままお嫁よめさんになってしまった。めちゃくちゃ美人だった上に髪かみと瞳の色合いはルスランそっくりだった為ため、雪女だの化け狐ぎつねだのもののけだの散々なことを言われたらしい。髪や瞳の色に対して今よりももっと理解のない時代だったからとても大変だっただろうに、曾お爺ちゃんにめろめろだった曾お婆ちゃんはどこ吹ふく風で飄ひよう々ひようとしていたと聞く。凄すごいバイタリティだ。是ぜ非ひとも見習いたい。

　私が曾お婆ちゃんが異世界の人だと知ったのは、彼女が老ろう衰すいで亡なくなった後だった──……。

　私が知ったのがそのタイミングだっただけで、祖父母も両親も普通に知ってた。悲しい──……。




　そんな曾お婆ちゃんが私にくれた鏡台は、曾お婆ちゃんが故郷に置いてきたもう一個の鏡台と繫つながっていたらしい。曾お婆ちゃんが亡くなるまで全然知らなかったけど。

　曾お婆ちゃんのお葬そう式しきの夜に泣きながら開いた鏡に、ぼぉっと美少女が映った私は絶ぜつ叫きようした。しかし、愛まな娘むすめの恐きよう怖ふに引き攣つった絶叫を聞いて駆かけ込んできた両親は、鏡に映った美少女を前に『曾お婆ちゃんの御ご親しん戚せき？』とほけほけのたまって、事もあろうに余った粗そ供く養よう品を突つっ込んだのである。小さな鏡に無理やり粗供養品を押し込んでいく両親に私は恐れ戦おののき、ルスランは盛大に脅おびえ、自分の両親を呼びに走っていった。今思えば、あそこで魔法をぶっ放さなかったルスランはえらい。

　これが、私とルスランの出会いである。ろくな出会いではなかった自信と自覚しかない。悲鳴と混乱と粗供養品が飛び交かった後にようやく、美少女が美少年だと知ったわけだけど、もうその頃ころにはそんなのどうでもよくなっていた。ついでに、曾お婆ちゃんがルスランの曾お爺ちゃんのお姉さんだったらしく、私とルスランは親戚であると判明したけどそれもわりとどうでもよくて流してしまい、後になってどうでもよくなかったのではないかと気づいたけど、疲つかれてたので普通に寝ねた。ぐっすりだった。




　私とルスランが出会って、もう十年以上経たっている。十年の間に色んなことが変わり続けた。

　ルスランの両親が亡くなった。ルスランが王様になった。私とルスランの身長が伸びた。お母さんがおせちを全品作れるようになった。お父さんがメタボ予備軍になった。ルスランが成人した。私が高校生になった。私が、ルスランを好きになった。

　だけど変わらないものもある。私とルスランは大きくなっても変わらず大事な友達で、家族だ。私がつつがなく初恋と片想いの過程をルスランで履り修しゆうしたにもかかわらずルスランから私に向けられる感情は全く変わらず家族である。悲しい。

　そんな変わったものと変わらないものがある時の中で、私達の間には変わらず鏡という境界線がある。ルスランもいろいろ調べてくれたけど、結局世界を渡わたる方法は分からずじまいだった。私は私で魔術のことは何にも分からなかった上に、悲しいことに魔術に関する才能が根本的になかったらしく、何の役にも立たなかったのだ。

　だから私達は、ずっと鏡という境界を挟はさんで時を重ねてきた。喧けん嘩かをしても仲直りしても、どうでもいいことを話してもどうでもよくないことを話しても、私達の間には鏡があったし、鏡があっても私達の関係は変わらなかった。

　今日、この日までは。




　十年以上、小さな鏡を挟んでしか話せなかった人が、私と同じ地面の上にいる。しかも目の前に。思っていたより背が高くて、思っていたより身体からだが大きい。小さな枠の中でしか見たことがなかったから、成人男性だと頭では分かっていたのに、実際こうやって目まの当たりにすると受ける印象は変わる。そうして、改めて実感できた。ああ、私はいま、ルスランと一いつ緒しよにいるのだ。感動だ。

　ちなみに、長い付き合いだけど初めて同じ地面で対面を果たした感動の相手はというと、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしてぐったり頭を抱かかえていた。まあつまり、感動台無しである。

　私はずっとルスランと同じ地面に立ってみたかったから嬉うれしいんだけど、どうやらそれは言えない雰ふん囲い気きだ。今度にしよう。

「……何でお前そんな簡単に承しよう諾だくしちゃうんだよ」

「……何でＯＫしたらそんなぐったりしちゃうの」

　ルスランはぐったりした顔のまま、高そうな装そう飾しよくが施ほどこされた大きな本を台にして、その上に置いた紙に何かを書きつけていく。ただ文字を書いているだけなのに、長い指を駆く使ししているとそれだけで見み応ごたえがある。細く長い指を見た後、私はじっと自分の手を見た。うむ、短い。

「えーと……それで、どうして私こっちの世界来ちゃったの？」

「……お前、三日前にリュスティナ様がチラシの裏に書いた謎なぞのメモくれただろ」

「ああ、あのブロッコリーごり押しチラシの。いつもみたいに引き出し取り出して掃そう除じしてたら、なんかこう、ひらりと出てきたんだよね。おっかしいなー。結構ちゃんと掃除したり手入れしてたんだけどなー。どっか張り付いてたのかな」

　明らかに日本語じゃなかったし、英語でもなさそうだったしで、真っ先に思いついたのはルスランの国の言葉だった。だからルスランに渡したのだけど。

「……リュスティナ様の類たぐいまれなる悪筆で読めなくて、解読は保留にしただろ？」

「うん」

　曾お婆ちゃんの字は、大変独特で特異で、要はど下手だったのだ。雪女にも例えられるほど絶世の美女だった曾お婆ちゃんは、確かに豪ごう快かいな所がある人だったけど、字まで豪快である必要はなかったのではないだろうか。

　いつか解読できたらいいなくらいのノリでそのメモのことは保留になったのに、それがどうしたのだろう。今一ルスランが言いたいことが摑つかめなくて首を傾かしげる。

「あれな……リュスティナ様がそっちの世界に渡った魔ま術じゆつだ」

「え!?　あれだけ探しても方法分かんなかったのに!?」

「で、だ」

　急に真顔になったルスランに、ごくりと唾つばを飲み込む。

「さっきの議会の最中、解読できなかった最後の一文字について考えてたわけだ」

「王様、議会に集中して」

「その時喋しやべってた大臣の額の染しみを見てたらこう、ぴんときてだな」

「王様、一いつ所しよ懸けん命めい喋ってる大臣に謝って」

「頭の中であの文字列を反はん芻すうしてみたら、まさかのメモ自体に魔力注入されていたらしく発動して、お前が降ってきた」

「王様、なんで」

「俺が聞きたいっ！」

　わっと顔を覆おおったルスランがあまりに嘆なげき悲しんでいたので、思わず肩かたを叩たたいて慰なぐさめる。実は、たとえ事故であったとしても、こっちの世界に来られてめちゃくちゃ嬉しいですとはますます言えない雰囲気になってきた。

　確かに昔は、お互たがいの世界を行き来する方法を二人で熱心に探していたけど、ルスランのご両親が亡くなりルスランが王様になってからは忙いそがしくなり、ルスランサイドから探すことはなあなあになっていた。寂さびしくなかったといえば噓うそになるけど、ルスランが大変だったのも忙しかったのも知っているから仕方がないことだと自分を納なつ得とくさせた。

　だから本当は、こっちの世界に来られて嬉しいというのは私の一方的な喜びかもしれない。なので一人でこっそり喜んでおこう。

　心の中で万ばん歳ざい三唱していた私に気づいたわけではないだろうけど、ちょうど「ばんざーい」のタイミングでルスランに呼ばれてびくっとなってしまった。

「……月子さん」

「……何でしょう、ルスランさん」

　ルスランって意外と大きいなと、改めて思う。長い付き合いだけど、子どもでも持ち運びできる大きさの鏡台の範はん囲い内でしかルスランを見たことがないのだ。鏡の範囲内なら物のやり取りは出来るし、手だって繫げるけど、私達は同じ地面に立ったことも並んだことも今の今までなかった。
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　しかもこの部屋本当に物がないから、大きさを比ひ較かくできなかったのだ。そりゃルスランも成人しているし、元々私より六つも年上なのだからそれなりに大きいのは予想していたけれど、いざ目の前にしてみると思っていたより大きい。

「そりゃな？　いきなり王おう妃ひバイトやらないかと申し出た俺が言うのもなんだけどな？」

「はいはい」

「バイトの詳しよう細さい聞く前にあっさり承諾したお前が、俺はとても心配です」

「ほっといてください」

　そんなこと言われても、私には惚ほれた弱みというものがあるのだ。今まで、この関係を壊こわすのは怖こわいなという恋こいする乙女おとめの真っ当な懸け念ねんと、同じ地面に立てないという事実が故ゆえに告白も行動もできずにいた好きな人から結けつ婚こんしようと言われたのだ。即そく答とうするだろう。誰だれだって。

　だけど、私のそんな葛かつ藤とうなど知りもしない幼おさな馴な染じみは、心底心配げな顔で私を見ている。

「月子、俺はお前が社会に出て騙だまされて泣きやしないかと心配でならない。いいか、重大な決断は必ず誰かに相談しろよ。契けい約やく書は細部までよく読むんだぞ。いくら親しい知人でも金は貸すな借りるな。もしどうしようもない場合は、どっちの場合でも必ず借用書を専門職に頼たのんで作れ。用心して生きろ。それでも騙されたり酷ひどい目にあった場合は俺に言え。ちゃんと相手を呪のろってやる。細さい胞ぼう一つ一つ丁てい寧ねいに」

「因果応報マックスレベル！」

　異世界の王様が呪いを放つと最終兵器みたいだから、どうか考え直してほしい。




　異世界の王様のベッドの上に日本人が正座しているのは変だろうし、ありかなしかで問われるとなし寄りではあるけれど、まあ、そんなこともあるだろう。けど、寝しん室しつの扉とびらがばんばん叩かれまくり、開かい錠じようを訴うつたえる声が響ひびき渡わたっているのは物もの凄すごくどうかと思う。

　そして、それらを丸ごと無視しているルスランは本当に凄い。私は長い付き合いだとはいえ、この部屋、寝室にいるルスランしか知らないので他ほかの誰かといて王様やってるルスランは初めて見る。あの……扉壊れそうだけど本当に丸ごと無視してて大だい丈じよう夫ぶ？

　ちらちら扉を確かく認にんしている私の前で、ルスランは一いつ切さい気にせず説明を開始した。

「この世界で魔術は、珍めずらしいものじゃない。日常生活に必要な範囲であれば、得手不得手はあれど誰でも使える。仕事にできるほど魔術を使える奴やつは魔術士と呼ばれる。この辺りは前に説明したと思うけど、覚えてるか？」

「うん」

「ただし、全すべての魔術は黄き水ずい晶しようがなければ成り立たない。よって、魔術士にとって黄水晶は命に等しい。魔術士以外の人間にとっても、生活の、ライフライン……そっちの世界で言えばガスや電気と同じで、無ければ暮らしが立ち行かなくなる非常に大切なものだ」

　魔術のお話は、昔ちょっと聞いただけだけどちゃんと覚えている。ルスラン曰いわく、曾ひいお婆ばあちゃんはとても優すぐれた魔術士だったそうだ。その昔、お前もちょっとやってみろと言われ『これはもしかして私にも魔法が使える!?』と盛大に期待して挑いどんだ結果『全くこれっぽっちも欠片かけらも才能がないなぁ』で締しめられた悲しみをそうそう忘れたりするものか。

　ちらりと流されたルスランの視線が、寝室の扉に向く。最初は拳こぶしで叩かれていたと思われる扉からは、明らかにそれ以外の物でぶん殴なぐられている音が聞こえ始めていた。

「あれ絶対無礼だよな」

「王様が得体の知れない女子高生抱かかえて部屋に閉じこもったら誰でもそうすると思う」

「前例がないとあいつらすぐ焦あせるんだ」

「こんな前例あったらやだよ」

「ほんとだよ」

　しかし、私達がここで同意しあっていても話は進まないし、扉はきっとその内壊れる。そう判断したのはルスランも同じのようで、さっさと話を続けた。もうちょっと気にしてあげてもいいんじゃないだろうかと思ってしまうくらいあっさり意識から外された扉が悲しい。

「でも俺、リュスティナ様と同じで黄水晶が無くても魔術が使える特異体質なんだ。今まで俺とリュスティナ様くらいしか観測されてない個体でな……こう、いろいろ面めん倒どうなんだ」

「へぇー」

「他人ひと事ごとみたいに言ってるけどお前もだぞ」

「へ？」

『全くこれっぽっちも欠片も才能がないなぁ』な私に、一体何のご用でしょうか。それとも、あれは何かのミスで、多大なる魔ま力りよくや、せめてこれっぽっちくらいは魔力がある可能性が!?

　期待が湧わき上がってわくわくが止まらない。誰だって一度は魔法に憧あこがれると思うのだ。それも、本当に魔法が使える世界があって、しかも自分はそこにいた人の血を引いている。やっぱり、どうしても期待する。厨ちゆう二に病びよう万歳！　魔法！　魔法！

　ときめきとわくわくが止まらない私に、ルスランは何な故ぜかとても可哀かわい相そうな者を見る目を向けてきた。頂き物の美味おいしいプリンの私の分が、お客様に出されて無くなってしまったときと同じ顔だ。憐あわれみと、同情と、どうしようもないから諦あきらめろの顔である。

「この世界のどこにも所属していない、いうなれば旅りよ客かくであるお前は、この世界での立ち位置がはっきりしておらず、後ろ盾だてもない危あやうい状態だ。そしてこの世界では、黄水晶を使わずとも魔術が使える存在は喉のどから手が出るほど欲しい逸いつ品ぴんだ。その逸品であるリュスティナ様の曾ひ孫まごであり俺とも血けつ縁えんであるという事実だけで……というより、その事実のみに、お前は世界中から群がられるだろう。その事実があるにもかかわらず魔術の才能が皆かい無むという、ある意味奇き跡せき的なお前でも群がられる。お前でも」

「もうちょっと私個人の魅み力りよくに群がってほしい！」

「……お前の魅力…………えーと、まあ、何だ、あれだ、いい奴だぞ」

「もうちょっと私個人の魅力を感じてほしい！」

「あー……可愛かわいい可愛い。多分」

「もうちょっと私の魅力に確信を持ってほしい！」

　語られる私の魅力が適当過ぎる上に、群がられる理由が酷過ぎる。私、全然関係ない。私じゃなくても全く問題ない事情だけを欲ほつして群がられるのは全然嬉うれしくない。そんなモテ方嬉しくないし、モテてるとすらいえない。厨二病ノーセンキュー！

　悲しみに涙なみだする私を前に、ルスランは深い深い溜ため息いきを吐ついた。

「だからお前をこの世界に連れてきたくなかったんだよ。存在自体を知られていなければ群がられる心配はないからな。だが、こうなった以上仕方がない。お前はレミアム王である俺が囲う。血筋を考えても俺が後ろ盾になることは一番正当だし、婚こん姻いん部分を空けとくとそこに群がられるから、手出しされる箇か所しよは全部潰つぶしておきたいんだ。というわけで、結婚するぞ。ちゃんとバイト代出すから安心しろ」

「……私は別にいいけどさぁ、ルスランはまずいんじゃないの？」

　こっちでの手続きは日本に一切影えい響きようがないので私の日常生活は何一つ変わらないし、恋する乙女としてはたとえ仮かり初そめでもお嫁よめさんになれるなんて夢のようだ。あと、はじめての異世界に好こう奇き心しん丸出しのわくわく感もある。だけど、私はそうでもルスランはまったく事情が違ちがう。

「それに、いい加減鬱うつ陶とうしいんだよ。結婚しろ結婚しろ、跡あと継つぎ残せって」

「そりゃあそうでしょうね」

「だからもう、纏まとめて一石二鳥だ。お前はこの世界での立ち位置を確立できるし、俺は結婚しろ攻こう撃げきから逃のがれられる。ご協力ありがとうございます、月子さん」

「えぇー……」

　私にとっては異世界だけど、ルスランにとっては自分の世界で、故郷で、国だ。一いつ般ぱん人でもどうかと思う仮初め結婚を、仮にも王様がやらかして大丈夫なのだろうか。

「俺はその内養子でも取るか誰かに王位を渡すつもりだったから、別にいいさ。リュスティナ様はその特異体質での煩わずらわしさにレミアムを出しゆつ奔ぽんしたし、父上と母上は身み罷まかった。王族が俺だけになった時点で、レミアムには覚かく悟ごしてもらうさ」

「それは、どうなの」

「お前と、お父さんとお母さんがいるから、家族はもう要いらないよ」

　王様がそれって、いいのだろうか。私に国家経営は分からないし、最高責任者である王様本人がいいと言うならいいのかもしれない。小市民の一般的感覚としては、全然よくない気がするけれど。

「ゲッコウセキというものがあってだな」

「激げつ昂こう咳せき」

「いまお前が思い浮うかべている物とは絶対違うという確信がある。古来魔術士は月に影響を受ける。満月の晩には力が増し、新月の晩には落ちる。それにちなんで、魔術士にとって最上級の名である月の名をつけられた石。つまり、月の光で月光石だ。黄水晶は使用に上限があるが月光石にはなく、無制限無条件に力を使い続けられると言われてたな。いわゆる課金アイテムか、二周目以降ゲットできるタイプの奴だな」

「すっかり日本に染まりきっちゃった説明だね……言われてた？」

　すっかり過去形な話しぶりに首を傾かしげる。ルスランは書き物の手を止めて、最初から見直した。ぱたぱたと紙を揺ゆらしてインクを乾かわかす。あ、そこは魔法じゃないんだ。

「過去に一つだけあったとかなかったとか言われてる、伝説の石だからな」

「え、すっごい適当」

　私に渡してきた紙を受け取って、高そうな本を私よりに寄せる。ペンも借りたけど、万年筆っぽいので少し不安だ。こんなの使ったことない。そろーりと先っぽをつけて、ルスランが言ったことを、ルスランが書いた文字の下に日本語で書いていく。

「一人の魔術士が所持していたらしいけど、何百年も昔のことだし、それ一回きりだから実物を見た者は誰だれもいない。眉まゆ唾つば物ものだが、それが本当なら喉から手が出るほど欲しい逸品だ。だから、他にもないかと長年探されてきたんだが、レミアムにあるんじゃないかって言われていてな。それもお前が群がられる理由の一つになる可能性がある」

「なんでレミアムにあるって思われて……滲にじみそうで怖こわい」

「魔術で消せない特とく殊しゆインクだから、滲むのはいいが書き損じるなよ」

「脅おどさないでよ！」

　失敗できない一いち撃げき必殺のインクだなんて。ボールペンでさえ消せる世代にはなかなか厳しいものがある。考えると、私の周りには失敗できる物がいっぱいだった。消せる〇〇シリーズ、復活するデータ、消えない冒ぼう険けんの書。歴史の恩おん恵けいにしみじみ感謝する。

「黄き水ずい晶しようを必要としない特異体質の魔術士がレミアムからしか輩はい出しゆつされてないからだ。そんなわけあるか、月光石を持ってるんだろとうるさくてな。リュスティナ様も、そう言われ続けるのが煩わしくてお前の世界に行ったんだよ。無い物を無いと証明するのは有ると証明するより難しくてな」

　そりゃそうだ。

　ルスランが書いた文字の下に日本語で同じ意味の文章を書いた紙を持ち上げて、さっきルスランがしていたみたいにぺらぺら振ふって乾かす。

　私から紙を受け取ったルスランは、それを最初から読み直してもう一度ペンを取る。ここからが本題だ。私も心持ち背筋を正した、が、ここはベッドの上なので、正座し直したら沈しずんでしまって若じやつ干かん傾かたむいてしまった。傾けい斜しやができている私を、ルスランは、鳴り続ける扉とびらと同じくスルーした。

「よし、王おう妃ひバイトの条件詰つめるぞ！」

　くるりと回されたペンが見事で、思わず見み惚とれる。もう一回やってほしい。

「菓か子しのみならず飲食物全ぜん般ぱん食べ放題飲み放題」

「やったね！」

「俺が自由にできる財産はお前も好きに扱あつかっていい」

「え、いやそんな大がかりなの要ら」

「政治の権限は渡わたせないんだから、そこは持ってもらわないと俺の甲か斐い性しようが疑われる」

「……お小こ遣づかいは月五千でお願いします。いやでも新人バイトだし試用期間で月三千でも可」

「小遣いとバイト代一いつ緒しよにするな。どんなバイトでも月三千なんてふざけた額、労働基準法違い反はんで即そつ行こう通報しろ。勤務時間はお前の学校がない時間限定だ。平日は夕方から夜にかけて。休日は出来れば朝から出勤してくれたら有り難がたい。土日なら泊とまりは大だい丈じよう夫ぶかお父さんとお母さんに確かく認にんしてくれ。それ以外は遅おそくても九時までには帰す。それ以降は夜間賃金と残業代として割増で払はらう」

　扉の断だん末まつ魔まを聞きながら繰くり広げられているのは、勤務形態の確認だ。普ふ段だん一緒にゲームしてる時のポジションは阿あ吽うんとなあなあで決めるのに、ルスランはこういうことにはちゃんと大人だった。王妃をバイトで雇やとう所は全然まともじゃないけど。

「王妃としての能力なんてお前には求めてないけど、折せつ角かくだからついでに妃きさきを取れと煩うるさかった奴やつらを黙だまらせたいから、とにかく俺と相思相愛に見えるよう頑がん張ばってくれ。無理でも、少女漫まん画がだのなんだのを参考にして頑張ってくれ」

「ルスランは何を参考にするの？」

「俺？　ゾン男お」

　さらりと出てきたのは、お正月に買った恋れん愛あいゲームのキャラだ。一応恋こいする乙女おとめとしては女の子向けのゲームもしてみようかなと思って買ってみた。その名も、腐良学園ゾンビッビ。口説いてくるゾンビの口こう撃げきを受け入れて自分もゾンビになるもよし、全すべての口撃を躱かわして卒業まで人間を貫つらぬくもよし。名前を見てもあらすじを読んでも恋愛……ゲーム……？　となる大変謎なぞなゲームだ。なんでそんな物買ったんだと問われたら、福ふく袋ぶくろ、この一言でご理解頂きたい。ちなみに、何が恐おそろしいってまだ福袋の中には腐良学園ゾンビッビ２、３、３、４、５が眠ねむっているのである。３はかぶった。ちゃんと、女の子向け（ハート）、と書かれた福袋を買ったのに、腐良学園ゾンビッビセットだった私の気持ちを誰か分かってほしい。

「いやぁああ！　浮うわ気きされるぅうう！　じゃあ私ゾン子こ」

「待て、それ確か七人くらいゾンビッビ持ってる女だろ!?」

「ゾン男に対たい抗こうするならそれくらいじゃないと駄だ目めかなと……じゃあゴリ美みさん」

「学園長はちょっと……いや、そりゃ人間は顔じゃないけど……人間じゃないし……年の差もお互たがいがよければいいんだろうけど、まず年ねん齢れいも不ふ詳しようだし……あの、月子さん。俺、時計塔とうの外がい壁へきをよじ登って素す手でで鐘かねを打ち鳴らした後にドラミングする女性とはちょっとお付き合いできません……」

　私もできません。まずお友達になれるかも怪あやしい。しかし、考えれば考えるほどよく分からないゲームだ、腐良学園ゾンビッビ。まあ、彼ピッピならぬゾンビッビのことは今は措おいておこう。実はいま一番重要な問題はそこではないのだ。

　詰めた内容をルスランが異世界語で書類に書きこみ、その下に日本語で同じ言葉を書きながら、私はそっとルスランを呼んだ。

「あのね、ルスラン……」

「何か変へん更こうしたいか？　どこだ？」

「違ちがう……えっと、あのね……」

　深刻な表情の私に、ルスランは書類を見ていた視線を私に向けた。私は、角度によって色を変える不思議な水色の瞳ひとみを見つめ返し、そっと告白する。

「私……ルスランの名前全部言えない……」

「は!?」

　かっと見開かれた目から、自分の顔をさっと逸そらす。やらかした自覚……現在進行形でやらかし続けてきた自覚があるだけに直視できない。大変申し訳ない。私にも言い分はあるけれど、本っ当に申し訳ない！

「おまっ……！　俺がお前の友達の名前から始まって友達の家族の名前、友達のペットの名前、果ては移り変わる友達の彼氏の名前まで覚えてた間、ずっと!?」

「ずっと！」

「十年以上!?」

「十年以上！」

　相手が好きな人だったら覚えられるだろとか言わないでほしい。好きな人補正があっても、なかなかに難しい問題がここにはあるのだ。

「何で言わない!?」

「言いそびれてずるずると……その内どんどん、今いま更さら聞けない雰ふん囲い気きに……」

「……俺は王妃のお前に多くは望まない。けど、俺の名前は覚えてもらうからな！」

「それが一番難しい！」

「王妃としてじゃなくても、親友として、家族として覚えろ！」

「努力義務ですか!?」

「罰ばつ則そくありの法的措そ置ちが入る方だ！」

「噓うそぉ!?」

　全体的に寒色系なのに熱血な勢いで怒ど鳴なったルスランは、走り書きで特記事じ項こうに付け足した言葉を私に復唱させた。酷ひどい、こんなことを契けい約やく書に盛り込むなんて！　鬼おに！　鬼き畜ちく！

「未いまだ名前覚えてないお前の方が鬼畜だろ!?」

「ごもっともです」

　いやほんとすみません。

　へこへこ頭を下げながら、ルスランの名前の下に自分の名前を書きこむ。

　半眼になったルスランは、私の手首をがしりと摑つかむと無理やり親指同士を合わせた。じわりと熱が伝わってきて首を傾かしげながら動向を見守る。

「名前の横に押せ」

「ていっ」

「そんな勢いいらない」

　ルスランの真ま似ねをして親指を紙に押しつければ、青色の指し紋もんが紙にうつる。インクがつけられたのかと親指をひっくり返して確認したけれど、私の指は白いままだった。もう一回紙を見る。そこには確かに私とルスランの親指の指紋が押されているのに、お互いの指は真っ白のままだ。何だろ、これ。不思議インクかな。

「何これ？」

「指紋認証つき拇ぼ印いん。テレビで出てくるたびに、指紋認証っていいなと思ってたんだよ。お前はまだ判子持ってないし、俺も玉ぎよく璽じしか持ってないからちょうどいいかと。まだ試作段階の魔ま術じゆつだけど、いつか運用できたらいいなと思って前から考えてたんだ」

「ふぅん……指汚よごれなくていいね！」

「………………まあ、その程度の認識でいいさ」

　ちょっと拗すねてしまった様子から察するに、結構凄すごいシステムのようだ。でも、私は魔法使えないし、身近なものでもないので、何が凄いのか凄くないのかがよく分からないのだ。魔法が使えるだけで「すっごい！」状態である。

　それが分かっているからか、ルスランは拗ねただけで何も言わなかった。

　紙を持ち上げて、ぱんっと両手で挟はさむと紙は二枚になった。ポケットを叩たたくと契約書が二つ。もう一回叩くと契約書が四つ？　そんなにいらない。

「指紋で認証できる奴じゃないと複製できないようにしておいた。まあ、そもそも複製の魔術使える奴はかなり少ないけどな」

「ふぅん」

「…………別に、いいけどな」

　二枚になった紙の片方を受け取って、やり場に困る。仕方がないので四つ折りにしてポケットに突つっ込んだ。ルスランが半眼になってこっちを見ているけれど、仕方がないじゃないか。ここが自室であるルスランは、ファイルみたいな物に挟んで壁かべに埋うめ込まれている隠かくし金庫みたいなのに仕し舞まってしまえるけど、私はそういう訳には……え、何その隠し金庫。凄い、恰かつ好こいい。そういうの好き！

　私が隠し金庫にわくわくしている間に、ルスランはさっさと隠し金庫を閉めて隠してしまった。上から絵を掛かけられると隠し金庫があったなんて分からない。すっかり隠されてしまった金庫に不満が溢あふれるけれど、そもそも隠し金庫なんだから隠れるのが当然だ。仕方ない、大人しく諦あきらめて、今度じっくり見せてもらおう。

　だって、扉とびらは今もばんばん鳴ってるし、集まってきている人の数もどんどん増えている気がする。頑がん張ばって無視していたけどそろそろ限界だ。

　扉を開ける前にお互い定位置を調整する。ルスランは靴くつを履はいているからベッドから下りても大だい丈じよう夫ぶだけど、私は靴を履いてないからベッドにいるしかない。結局、横座りした私の横にルスランが座るという形に落ち着いた。

「いいか、月子。お前に王おう妃ひとして最善の形なんて望まない。基本的にいつも通りのお前でいい」

「ういっす」

「だが、お前と俺は愛し合ってる。復唱」

「私はルスランを愛してる」

「そこだけは何があろうと守れ、いいな！　笑うなよ!?　俺が王様してても絶対に笑うなよ!?」

　阿あ吽うんの呼こ吸きゆうで、馬ば鹿かをやったり、お互いしか分からないネタで笑い合ってきた私達は、お互いが家族以外の他人に会っている姿を見たことがない。

　ルスランは、ここに至るまでにぐしゃぐしゃにしてしまった自分の髪かみを適当に手て櫛ぐしで直しながら、大きく溜ため息いきを吐ついた。

「気が抜ぬけきった素すしか知らないお前に、王様してる姿を見られるの地味に恥はずかしいんだからな!?」

「ルスランこそ、私がしなだれかかっても噴ふき出すのなしだからね!?」

「……それが一番難しい」

「この野や郎ろう」

　私達は今いま更さら取り繕つくろえないほど、恥はじも、失敗も、大泣きも、苛いら立だちも、八つ当たりも、大だい爆ばく笑しようも、見せ合った仲だ。もう何やらかしても、呆あきれられることはあっても見捨てられることはないなと思う程ほど散々やらかし合った。だが、他人相手に取り澄すましている姿だけは見たことがないのだ。

　お前誰だれだ精神がにょきりと顔を出してしまわないよう、気合いを入れなければならない。

　いよいよ叩き割られそうな勢いで軋きしむ扉を見て、二人で呼吸を合わせる。

　学校から帰ってきてからの、突とつ撃げき幼おさな馴な染じみの実家訪問してしまった怒ど濤とうの展開に、正直全くついていけない。いけないのだけど、お互たがいに勝手知ったる幼馴染兼けん親友兼家族兼、私だけそこに片かた想おもいをプラスした相手がいるのだから、どうとでもなる気がする。一いつ緒しよにいる相手って本当大事だ。こんな怒濤の展開でも軽口の応おう酬しゆうをして、いつも通りでいられるのだから。

　ルスランは、ゆっくりと片手を持ち上げた。とても硬かたい生き地じなのか、裾すそは全くたわまない。刺し繡しゆうも相まって、ぱっと見にはカーテンの生地みたいだ。そんなどうでもいいことを思いながら眺ながめていると、その手が空中でくるりと捻ひねられる。

　同時に、凄すさまじい音を立てて扉が開いた。部屋のドアは魔術で閉とざされていたのだと今更知った。自動ドアだけど手動という、地味に矛む盾じゆんした光景に驚おどろいている暇ひまはない。

　寝しん室しつの中に雪な崩だれ込んできたのは、さっき私が落ちた部屋にいた人の一部だ、と思う。確信はないけれど、なんとなく見覚えがあるようなないような。

　老いも若きも、若いといっても私より年上だろうけれど、ほとんど男性だ。しかし、揃そろいも揃って顔がいいとはどういうことだ。顔面格差社会反対。

　その先頭にいたのは、ルスランと同じくらいか少し年上だと思われる青年だった。恐おそらく普ふ段だんはきちんとしているであろう服も髪も乱し、椅い子すを振ふり上げている体勢だ。なかなかインパクトある姿だけど、イケメンだった。顔面格差社会、断固反対。

「何だ、お前達。随ずい分ぶん乱暴なことだ。我が伴はん侶りよが脅おびえてしまうだろう」

「陛下っ……説明を、して頂きます」

　椅子を下ろし、唸うなるような声を出したイケメンに、ルスランは不敵な笑えみを浮うかべて私の肩かたを抱だく。私はルスランの肩にふわりと頭を預け、るなんてことはできなかった。がっと傾かたむき、がつんと頰ほお骨ぼねが肩かた飾かざりに当たる。非常に、痛い。ほっぺ抓つねり合いはしょっちゅうだけど、しなだれかかるとか、かからせるとか、甘いしっとりした雰ふん囲い気きをだしたことがない奴やつらはこれだから！　鏡台越ごしでは物理的にも無理だったけど！

　ルスランは力を入れ過ぎて、私はしなやかさが皆かい無むだったが故ゆえに起こった悲しい事故だ。ルスランと一緒に、心の中で要練習項こう目もくにチェックを入れた。

「月子、あれは俺の一の騎き士し、マクシム・ゴルトロフだ。あの中では誰よりお前と関かかわる機会が多くなるだろう」

「うん」

　お互いぎこちなさを表に出さないよう、必死に笑顔で取り繕う。

「ちょうどいい。お前達に紹しよう介かいしよう」

　いつもより抑よく揚ようが七割減、音量が二割減、音程が一割低となった声こわ音ねに、お前誰だ感が溢れだすけど、それを表に出してはならない。ルスランもちょっとやりづらそうな空気を醸かもし出さないよう頑張っているのだから、私だってすまし顔をしなければ。

　必死になんでもない風を装よそおって微笑ほほえむ私の肩を握にぎる力が強くなる。

「彼女は春野月子。かのリュスティナ様の曾ひ孫まごだ。そして」

　どよめきが起こった。だが、私の肩を握る力はさらに増していく。あ、ちょ、痛い。

「この私、ルスラン・ヴォルドノ・トルプーギヴァ・アッターク・クスノナ・エルアリ・ルエマ・クアンロ・ハインワンドの旧知の友であり、ルスラン・ヴォルドノ・トルプーギヴァ・アッターク・クスノナ・エルアリ・ルエマ・クアンロ・ハインワンドの妃きさきとなる娘むすめだ。以後、見知りおけ」

「……陛下、何な故ぜ二回も名乗ったのですか」

「一身上の都合だ」

　肩をみしみしと摑つかむ手が怖こわい。そして痛い。そんなルスランに伝えたい言葉がある。あのね？

　名前長いよっ！
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　何が何だか分からない内に始まり、何が何だか分からない内にひとまずは怒濤の異世界体験を終えた私は、一人で自分の部屋に立っていた。いろいろありすぎて処理できなかった情報と感情でいっぱいいっぱいになったまま、呆ぼう然ぜんと部屋を出て一階に下りていく。

「あら、月子帰ってたの？」

「うん……」

　階段を下りれば、買い物から帰ってきたお母さんが冷蔵庫に荷物を入れている所だった。豆とう腐ふを持ったままこっちを振り向いたお母さんは、ぎょっとした顔をした。

「月子!?　あなた、どうしたの!?　顔真っ赤よ!?　熱でもあるの!?」

「ねえ、お母さん！　私、ルスランと結けつ婚こんしていい!?」

「はあ!?」

「家の手伝いもちゃんとするし、テストも頑張るし、学校だってサボったりしないし、途と中ちゆうで投げ出してお母さんにやってもらったりしないし、絶対ちゃんと全部するから！　ねえ、いいでしょ!?　私やっていい!?　高校生になったらバイトしていいって言ったよね!?　ねえ、成績落とさなかったらいいって言ったよね!?　だからいいでしょ!?　ルスランと結婚していい!?」

　ちゃんと最後まで面めん倒どう見るから！

　自分の！

「お、お父さんと相談して、お父さんがいいって言ったらね！」

「やったぁ！　あ、これ契けい約やく書！　見て見て、契約書！」

「結婚するのバイトするのどっちなの!?」

「どっちも！」

　ポケットに突つっ込んだ紙をお母さんに渡わたしたら、お母さんは全部読む前にきゅっと眉み間けんに皺しわを寄せた。

「月子、字はもう少し綺き麗れいに書きなさい」

「はーい……」

　頑張ったつもりだったけど、如何いかんせん内面が雑なせいで字に滲にじみでていたか。

　内容の把は握あくより先に入ったお小言に少し冷静になった。とりあえず洗せん濯たく物ものを取り込んでくると慌あわただしくベランダに向かったお母さんの足音を聞きながら、改めて契約書を見る。私とルスランの青色の指し紋もんはなんだかきらきらして、凄すごく綺麗だ。

　視線を契約書に向けたまま身体からだ中の力が抜けて、すとんっと座りこむ。頭の中がいっぱいいっぱいで中身はうまく処理できないけど、二つ並んだ名前を見たら、もう堪たまらなくなった。契約書を両手で握りしめて、額をつける。

　どうしよう、どうしよう、どうしよう。叶かなってしまった。夢が、叶ってしまった。

　ルスランと同じ地面に立って、同じ空気を吸って、同じ空の下にいるって夢が、思いもかけず叶ってしまった。その上、仮かり初そめとはいえ、結婚できるのだ。

　私、頑がん張ばってもいいかな。ルスランにそういう意味で好きになってもらえるよう、頑張ってもいいのかな。言葉にする勇気を搔かき集めることも、実際に口に出すことも、できるのかな。

「嬉うれしい……」

　真っ赤な顔で抱だきしめた契約書はぐしゃりと潰つぶれてしまったけれど、私はしばらく離はなすことができなかった。
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雇こ用よう形態　正社員以外


就業時間　月～金曜：学校終しゆう了りよう時～21時内、土日祝日：朝食～22時内で応相談




休日　自由に取得可　特とく殊しゆイベント発生時のみ応相談

賃金　※提示内容に異義が唱えられた為ため、現在交こう渉しよう中






※円換かん算さんは雇用主に任せるものとする

雇用主提示：雇用主所有財産の七割

労働者要求：時給９００円　試用期間８５０円（家族割り適用）

決定までの臨時賃金：時給１８００円　試用期間１５００円





まかない　食べ放題飲み放題　※酒類、煙草たばこ厳禁

事業内容　国家経営




職種　国家公務員

制服　規程なし　特殊イベント時のみ正装（装そう飾しよく品含ふくめ全支給）




就業場所　王城　王族居住区　場合によっては城外任務あり

就業内容　雇用主のサポート（縁談よけのいちゃつき含む）

特記事じ項こう　空き時間に要学校の宿題　※雇用主のフルネーム記き憶おく義務あり！




雇用期間　定めあり
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　起立、礼、さようなら。規則正しい挨あい拶さつは、解放の挨拶だ。心なしか、朝のおはようございますと皆みんなの元気度合いが違ちがう。

　一気にざわついた声と椅い子すの引かれる音を聞きながら、鞄かばんを背負って席を立つ。

「月子ー、今日クレープ半額の日だけど、いかない？」

「ごめーん！　私、今日用事ある！　っていうか、バイト始めたからこれから毎日忙いそがしいんだ」

「えー、初耳ー。どこでー？」

　異世界！　とは流石さすがに言えないけど、噓うそもできる限りつきたくない。

「親しん戚せきのとこでお手伝いー」

「そっか。頑張れー」

「うん、ばいばーい」

「ばーいばい」

　ひらひらと手を振ふってくれた友達に手を振り返して、急いで家まで帰る。




　私の部屋にある、唯ゆい一いつアンティークな雰囲気を漂ただよわせている小さな鏡台。

　角が丸みを帯びて、側面を握られた山形食パンみたいな鏡の下には、浅い引き出しが二つ付いている。取っ手は黄色い石で、鏡の形も相まって林りん檎ごジャムの中の固形林檎に見えて、いつもお腹なかが空すく。全体も焼きがちょうどいい色合いなのがいけない。いつ見ても美味おいしそう。

　小さな子どもでも両手で抱かかえて持てる卓たく上じよう鏡台の、小さな引き出しがある台の上に設置されている鏡はもっと小さい。扉とびらを開けた鏡は、私の顔がぎりぎり全部映る大きさしかない。

　そして四角く切り取られた見慣れた景色の中に、見慣れた麗うるわしいご尊顔が一つ。

「月子、ちょっとどいてろ」

「はいはい」

　鏡台の前を譲ゆずれば、その場所に麗しいご尊顔＋本体が一つ。というか、一人。

　私の部屋に現れた人は、まだ経験が浅いこともあり、一応一通り不備が無いか自分の状態を確かく認にんしている。それが終わり、片手でマントを払はらって私のほうを向く。

「じゃあ行くか」

「はーい」

　そうして今日も私は、異世界の王様に手を取られて異世界に出勤する。曾ひいお婆ばあちゃんのメモに書かれていた呪じゆ文もんによってこうして行き来することが可能になったけど、この鏡台が無ければルスランの国に行けないのは相変わらずだ。ルスラン曰いわく、あの何でもないようなメモにとんでもなく複雑な術式と魔ま力りよくが籠こめられていたらしい。曾お婆ちゃんは、近所のスーパーのチラシに大役を押し付けすぎだと思う。
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　怒ど濤とうの勢いで始まった異世界王妃バイトは、今日もつつがなく行われていた。

「おお……浮ういてる……」

　空中庭園は知ってるけど、本当に空中にある庭園は生まれて初めて見た。

　私の眼前には、どこにも柱が無い巨きよ大だいな半球に一本だけ繫つながっている階段があった。ビー玉を半分に割ったみたいな巨大な半球を目指して階段を上る。足元は絶対見ない。ただひたすら前だけを見て突き進む。これ、上りはいいけど下りは絶対下見なきゃいけないんだけど、どうしよう。一回意識したら一歩も動けなくなる予感しかしないけど、それを今考えたら上ることすらままならなくなりそうで、全部後回しにする。

　未来の自分に後始末を全部押し付けて上り切った先には、高級なホテルみたいな庭があった。凄い、これ、庭だけで入場料取れるやつだ。宙に浮く半球の上とは思えない。木に、花に、野原に、小川に噴ふん水すいに東あずま屋やに……滝たきまである。ちょっと、ありすぎだ。更さらに、木も花も野原で靡なびく草も、全部知らない品種だ。こんな氷の結けつ晶しようみたいな花見たことがないし、青い木も初めて見る。知らない色、知らない形をした存在で形作られた庭園は、夢のように美しかった。

　本当に宙に浮かんでいる庭園は、びっくりするくらい綺麗で、呆ぼう然ぜんと視線を回す。空中庭園は、こんなところまで高そうだ……という感かん嘆たんの溜ため息いきが漏もれて触さわるのを躊躇ためらう豪ごう華かな柵さくで、ぐるりと囲まれている。

　万が一壊こわして弁べん償しようと言われたら怖こわいし、こんな状じよう況きようで柵が壊れても怖いしで、柵に触らないよう隙すき間まから恐おそる恐る下を覗のぞき込む。遥はるか遠い場所にある地面にくらりとなって、慌てて視線の位置を変える。高所恐きよう怖ふ症しようではなかったはずなんだけど、地面自体が浮いている状況に不慣れなせいか、どうにも恐怖が先に立つ。

　真下を見たら怖いけど、遠くを見たらあんまり怖くないだろうと思い、遠くに見える町並みを眺ながめる。三角、四角、五角形、八角形、平、シャボン玉形などの屋根が見えた。しかも色とりどりだ。目に楽しい、心に楽しい、異世界の町並み。ルスランが生まれて、生きて、治めて、守っている町だ。

　絵本のように幻げん想そう的な町並みに、異世界だなぁと、美しさも詩的な成分もない素す直なおなだけの感想が浮かぶ。

「空中庭園つったじゃん」

　私の隣となりからひょいっと下を覗き込んだ金きん髪ぱつの少年は、呆あきれた声で言った。

「本当に浮いてるなんて思わないじゃん……」

「浮いてないのに空中ってつかないだろ」

「それがつくんだよ、私の世界じゃ」

「詐さ欺ぎじゃん」

　そりゃそうだ。

　大変納なつ得とくのいく会話を交かわした相手は、青あお髪がみの美女になっている。ぱちりと瞬まばたきすれば、そばかすを散らした赤毛の少女になった。

「ロベリア、落ち着かないから姿統一してください」

「おー、悪い悪い。なんか最近調子いいし、変化速度と精度上げる練習したくてさ」

　歌うようにくるりと声こわ音ねを回したロベリアは、茶ちや髪ぱつの大人しめの顔をした女の子になった。私と同じくらいの年の頃ころのこの女の子が、一番見慣れた姿だ。

　だが彼は男である。

　ようやく姿を統一してくれた相手を見ながら柵から離はなれ、東屋に場所を移動した。ドレスを着せてもらえて嬉うれしいけど、ドレスってしゃらしゃらなイメージを裏切って結構わさわさで動きにくい。もっさもっさとスカートを抱だき寄せ、出来るだけ皺しわにならないよう自分なりに気をつけて座った私の横に、豪ごう快かいにスカートを潰つぶしたロベリアが豪快にどしんと座った。

　ルスランが私の護衛としてつけてくれたロベリアは、姿を変える魔術が得意らしく、瞬きの間に男になったり女になったりマッチョになったりムッチョになることができる。一応王妃のお世話係＆護衛としてどっちでも通用するように、普ふ段だんはこの茶髪の女の子の姿をしているけど、本当は男の子らしい。本当の姿は見たことないから知らないけど、ルスランからは年の頃も似たようなもので、堅かた苦くるしい騎き士しよりこっちのほうが絶対お前に合うとのお墨すみ付つきだ。

　実力もお墨付きらしく、年は若いが体術も魔術もトップクラスだとルスランが言っていた。その言葉通り、トップクラスの魔術でさっきからくるくる変わる姿形に目が回りそうだ。顔も体型も声質まで変わるから、さっきから何十人もの人と初めましてをした気分だ。

「私、魔術自体慣れてないんだから、加減してよ」

「ぶっはっ！」

「なんですっごい笑ったの!?」

　その護衛のロベリア君は、せっかく大人しい女の子の外見なのに、大おお股また開きで膝ひざを叩たたいて大笑いしている。ただのおっさんである。同じ年の頃とか絶対噓だ。

「だってさぁっ……も、申し訳ございません王おう妃ひ様……わたくし、王妃様になんてご無礼をっ、ああどうしましょう」

　突とつ然ぜん顔をハンカチで隠かくしてよよっと崩くずれ落ちたロベリアを冷めた目で見つめる。

「流石にもう騙だまされない」

「やっぱ一週間近くやれば慣れるか」

　あっさり表情を入れ替かえたロベリアは、また大股開いてからからと笑う。そして、さっき小こ芝しば居いに使ったハンカチを意外と丁てい寧ねいに折り畳たたんで懐ふところに仕し舞まい直した。雑で豪快に見えて、実はこのスカートも立ちあがったとき変な皺がついていない座り方をしているのだから凄すごい。

「結けつ婚こん式のときの魔術量お披ひ露ろ目めの儀ぎ！」

　笑い方を、からから、から、げらげらへ移行したロベリアは、腹を抱えて笑っている。

「王妃様と会ったのは結婚式の次の日だけどさ、俺、結婚式見てたんだよ。王様から直々に王妃様の護衛命じられたし、先に見とこうかなって。そしたらさ！　王様が測定器壊さないよう最大値でぴたりと止めたのに、王妃様のは初しよっ端ぱなの位置でぴたりと静止したまま！　多過ぎて測定不能の王様と、全くなくて測定不能の王妃様。あれは笑った笑った。魔力０の人間とか初めて見たぜ。だって、動物はもちろん植物でさえ大なり小なり魔力持ってるもんなのに、０！　俺あのとき、王妃様実はあの瞬しゆん間かんに暗殺されて死んでんじゃねぇかと思ったもん」

「生きてるよ！　怖いこと言わないで!?」

「生きてるのに０はもっと怖いわー」

　すっぱりきっぱり言い切られて、今度は私が崩れ落ちる。生きとし生けるものが必ず持っているはずの魔力が０と言われた悲しみはそう簡単には癒いえない。ルスラン測定だけじゃなくて正式な魔力測定器で測定された上で０であり、しかもその瞬間をレミアム国の国民及および賓ひん客かくの皆みな々みな様さまの前で披ひ露ろうされたのだから、私の傷は深い。

　私はわっと顔を覆った。

「ただでさえ日帰り王妃って呼ばれてんのに！」

「そうそれ！　それもめちゃくちゃ笑った！」
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　指さしてげらげら笑う私の護衛、めちゃくちゃ無礼！　確かに初日に同じくらいの年らしいし、敬語とかいらないよとは言ったけど、誰だれが指さして笑っていいと言った!?　指さすのは別にいいけど！　その代わり私も指すからね!?

「パーティーもそろそろお開きで、王妃様はお支し度たくがございますのでこちらにって呼びに来た侍じ女じよ達に『あ、帰りはルスランに送ってもらうんで大だい丈じよう夫ぶです。ありがとうございます。ドレスとかネックレスとかもルスランに渡わたしておきます。それじゃ私明日あした学校あるのでそろそろこのへんで。明日は居残りなかったら夕方に来ます。それでは皆様、本日はお集まり頂きありがとうございました。お疲つかれ様です、お先に失礼します！』って言い切った王妃様に、俺は伝説の誕生に立ち会った気分だった」

「それ私の声真ま似ね!?　凄いうまいね!?　でもさ、月曜日に結婚式やるルスランもどうかと思わない!?　週の初めだよ!?　終わりでも、せめて半ばですらなく、初め！　月曜日！　まだ火水木金と残ってる初っ端の日に、全体力と気力を使い果たした私を褒ほめてよ！」

　魔ま力りよくは使い果たす前から０だけども！　踏ふんだり蹴けったりとはこのことである。

　おかしい、好きな人との結婚式って、たとえ仮かり初そめでも、もうちょっと夢や希望やときめきがあるものではないのだろうか。

　最初こそ全身ばっちり正装礼装のルスランにときめいて心臓が痛いくらいだったけど、花はな嫁よめ衣い装しようは重いわ、わさわさだわ、我ながら馬ま子ごにも衣装だったわ、総額いくらか分かんないわ、ヒール痛いわ、偉えらい人の話は長いわ、魔力は０だわ、ご馳ち走そうが目の前にあるのにルスランと私はろくに食べられないわ、ルスランは基本的に終始無表情だわ、偶たまに喋しやべっても知っている声音より何段階も低くてお前誰だ状態だわ。それを押して頑がん張ばって最後まで乗り切ったのに、最後の最後で日帰り王妃のあだ名をつけられるわ。

　散々である。

　ロベリアから私にあだ名がつけられてるって聞いたときは『え!?　結婚式の次の日にあだ名つけてくれるなんて、異世界の皆様フレンドリー！』ってめちゃくちゃ喜んだのに、蓋ふたを開けてみれば日帰り王妃。事実なだけに悲しすぎる。

「でもさー、王妃様紹しよう介かいした五日後に結婚式捻ねじ込んでごり押しした王様もすげぇと思うけど」

　そうなのである。ルスランは、あの事故召しよう喚かんの五日後に本当に結婚式を用意してしまったのである。そんなことが可能なのかとびっくりしたけど、可能だったから結婚式を挙げたのだ。

「ほんとびっくりだよ。国と結婚したって半ば本気で信じられてたあの方が、まさか存在を秘ひ匿とくしてた幼おさな馴な染じみ連れてきて恋れん愛あい結婚します、五日後にって言われた俺らの気持ち分かるか？　あんたが降ってきたってあのくそまじめな一の騎士マクシム様が証言しなきゃ、王様の錯さく乱らんを疑ったぞ、本気で」

「私もルスラン血迷ったかと思った」

「えぇー……」

　まあルスランからすれば、即そく答とうして王妃バイトを引き受けた私はさぞかし血迷ったように見えたことだろう。更さらに『へぇー、ルスランのところでバイトするのか。じゃあ安心だねー』とご機き嫌げんで承しよう諾だくしてくれたお父さんも、かなり血迷ったように見えていたらしい。でもルスラン、お父さんのあれは血迷ったんじゃなくて、飲み会帰りで酒に酔よってただけです。

　こっちに来ればまず着き替がえる、いつの間にか用意されていたサイズぴったりのドレスの裾すそを引っ張って、ぱっと離はなす。この行動に、特に意味はない。王妃バイトを始めてから毎日のように着ているのに、未いまだに全然慣れないドレスに肩かたが凝こる。最初こそわくわくしていたけど、ドレスって動くたびにわしゃわしゃ鳴るし、思っていたより自分の範はん囲いを広く取って動かなければならないのでなかなか億おつ劫くうだ。自分の身体からだのサイズ分だけ気をつけて避よけても、裾が物や人に引っかかってしまうのだ。だから、動き一つ一つが大おお仰ぎようになる。

　凄くいいお品であろうことは想像に難かたくないのだけど、それでも何も着ていないようだとか羽のようだなどと形容する域に達するのは難しい。やっぱり普ふ段だん着ている洋服が一番楽だ。ちょっとよれた服とか最高だ。

　ロベリアは足を組み、その膝の上に肘ひじを置き、手の上に顎あごを載のせる。何でもない動作だけど、スカートも手首の袖も一いつ切さい引っかけず、最小限の動きに抑おさえているのか衣きぬ擦ずれの音もほとんどしない。元は男の子だというロベリアは、私のものより装そう飾しよくが控ひかえめではあるけれど同じようにドレスを着ているのに全く苦にしているようには見えないので、何かコツがあるのだろうか。

「でもさ、横よこ槍やり入れられる前に無理を押してでも最短で既き成せい事じ実じつ作ったのを見ると、王おう妃ひ様相当愛されてると思うぜ？」

「でっしょー？　知ってるー」

「うっわ、腹立つ！　あの方、自分のことでは絶対ごり押し政策しなかったのに！」

　満面の笑えみで両手の人差し指を銃じゆうみたいに構えてロベリアに向けたら、べしべしべしと高速で指先をはたかれた。それでも私の指はロベリアに向き続けていたから、相当力加減がされているのだろう。しかし、高速ビンタが続いている所を見ると、相当腹が立っているようだけど。

「うへへー。長い付き合いだもーん」

「俺だってもう五年以上の付き合いだよ！」

「私はルスランが子どもの頃ころからの付き合いだから、十年以上だもーん」

　付き合いが長すぎて、恋愛対象として全く見てもらえないのだけど！

　だけど、ずっと鏡台越ごしにしか会えなかった頃とは違ちがい、今はちょっと場所を移動すればルスランに会えるのだ。同じ空の下にいるんだなって事あるごとに思い、その度たび幸せになれるって、本当に恵めぐまれている。

　私は、未だべしべしはたかれている指を回収し、ぎゅっと握にぎりしめて拳こぶしを作った。

「だけど、暇ひま！　日帰り王妃ってほんと仕事ない！」

　勢い余って立ち上がってしまったけど、それくらい気合いは有り余っていた。結婚式では、着慣れない服、見慣れない景色に光景に人々に儀ぎ式しきにで、私自身が気張ってやるべきことはほとんどなかったものの、慣れないことのオンパレードで大変疲れたものだ。その経験があったので、これから始まる王妃バイトはさぞかし過か酷こくかと思いきや、放課後に出勤、日向ひなたぼっこ、日が暮れたら室内でロベリアと喋りながらボードゲームやカードゲーム。退勤してきたルスランと夕飯。その後ルスランに時間があればルスランと、なければロベリアと適当に時間を潰つぶして、21時前になれば、お疲れ様ですお先に失礼します、だ。割のいいバイト過ぎる。こんな仕事内容で高額なお給料もらったら、罪悪感でレミアム国民の皆みな様さま向けて反射的に土下座してしまいそうだ。かといって、何をすればいいか分からないし、余計なことをしでかして皆様のお仕事を増やしてしまったら本ほん末まつ転てん倒とうである。

　結果、気合いだけが宙ぶらりんになってしまった。一日中きょろきょろそわそわしていた最初に比べたら、少しは気の抜ぬき方が分かってきたけど。

　スカートをわさわささせながら、とぼとぼと東あずま屋やを出た私の後を、ひょいっと立ち上がったロベリアがついてくる。見た目は地味めで大人しい女の子なのに、動きは妙みように身軽でそのギャップが結構好きだ。これがギャップ萌もえというやつなのだろうか。

　特に当てもなく庭園内をぐるりと歩く。見たこともない植物に囲まれていると、本当に夢の中にいるみたいでふわふわする。私は抜けかけた気合いを適度に入れ直す。旅は恥はじのかき捨てと言われるけど、私の恥ならまだしもルスランが恥をかくようなことになっては切腹ものだ。

　バイトの許可を出してくれた時に両親からもらった『相手様に失礼のないようにね』の言葉を胸に、背筋を伸のばす。

「日帰りじゃなくても、新参王妃様はしばらく仕事ないと思うぞ。いま城中ばたばたしてるし」

「そうなんだよねー。だって結けつ婚こん式とか抜きにしても、それ以前からルスラン忙いそがしかったんだよねー」

「よく知ってるなー」

「でっしょー？」

「うっわ腹立つ！」

　人を両手で指さしているのは失礼の権ごん化げだけど、ロベリアも初対面で『あ、日帰り王妃』って指さしてくれたことだし、お互たがい様ということで……。

「なんで忙しいのかは知らないけど」

「あー、だろうなー。あの方あんまり仕事のことは喋らなそうだ。というか、雑談してる光景が思い浮かばねぇ……」

「えー？　普段は基本どうでもいいこと話してるよ？　赤はたぬきだったかきつねだったか、とか」

　目的もなく歩いていたら、自然と来た道を選んでいたみたいで、空中庭園に繫つながる唯ゆい一いつの道である階段の前に来ていた。端はじっこまで来ても受ける風はそれほどじゃないから、もしかしたら庭園一帯に魔ま法ほうがかかっているのかもしれない。魔力０の私には一生確かめようがないけども！

　これ、下りるのか……と、そぉーっと下を見る。あ、やっぱり無理。遥はるか遠くで小指の先ほどの大きさになっている人を眺ながめ、もう一度階段に視線を戻もどして心が折れる。どうしてこの階段透とう明めいなの？　そりゃ宝石みたいにきらきらして綺き麗れいだけど、美しさと儚はかなさが同居し、透明度まで加わり、完かん璧ぺきだ。この階段絶対『この上通りたくないで賞』今期の優勝作品だ。

　下手をすると一生ここで過ごさなければならない可能性が出てきた。日帰り王妃改め、空中庭園住み王妃ですこんにちは。

　階段が繫がった先を視線で辿たどり、お城の外がい壁へきを眺める。そろそろ夕焼けになろうとしている空を反射して赤く染まったお城はとても綺麗だけど、なんだか燃えているようだ。だけど、燃えているわけがない。だって外壁には、パイプもないのに円柱の形をした水の柱が数え切れないほど走っているのだ。レミアムは世界でもトップクラスの浄じよう水すい機能を誇ほこるらしく、水の大国とも氷の大国とも風の大国とも炎ほのおの大国とも呼ばれているらしい。……二つ名、多くない？

　お城は、透明な部分もあれば煉れん瓦がみたいな部分もあるし、え、それ紙……？　みたいに見える部分もあって、もう素材が何だかよく分からない。ガラスなのか水なのか氷なのか、もしかしたら炎なのかもしれないよく分からない透すき通ったお城の廊ろう下かを歩いている集団を見ていたら、突とつ然ぜんモーゼの如ごとく割れた。

「あ、ルスランだ」

　その先を辿ったら、白銀色の長ちよう髪はつが先頭を歩く集団がいた。頭の端はしがちらちらと見えるだけで、しかも後ろ姿なのに、親しい人だと何な故ぜかそれだけの情報で誰だれか分かってしまうから不思議なものだ。

「おー、すげぇ。よく分かったな。王妃様視力いい？」

「んーん、普ふ通つう。でもルスランは遠目でも分かるよ。長い付き合いの……好きな人だし」

　誰かに向けてちゃんと言葉にしたのは初めての音に、言ってから無む性しように恥はずかしくなってきた。いやでも、ルスランとの関係を進展させたいのなら、しかもバイトとはいえ王妃なのだから、この程度で照れている場合ではない。ないのだけど、おいおい慣れていかなければと思うもやっぱり無性に、それこそ叫さけびだしたいほど恥ずかしい。

「いやぁ、まさかあの方が恋れん愛あい結婚するとは。世界中の誰も思ってなかったと思うぜ。というか、誰かを好きになれたんだなぁ。そしてまさか王妃様みたいな相手を選ぶとは……」

「どういう意味でしょう」

　なんとか外そと面づらを取り繕つくろって、頑がん張ばって受け答えする。そうでなきゃ、じわじわ熱を持っていく頰ほおが爆ばく発はつしてしまう。

「あの方と王妃様、全然性質違って見えるし、敵の多いあの方の元にわざわざ世界越えてまでよく嫁とつぐ気になったなぁって。あ、これ俺が言ってたって知られたら首飛ばされるから内ない緒しよな」

「私は何があっても一生ルスランの味方だよ。友達だし、家族だし……好きだし」

　あ、無理。やっぱり恥ずかしい！

　内面から噴ふん火かした恥ずかしさに耐たえられなくなり、せめて身体からだから出してしまおうとすぅっと息を吸い込む。胸が膨ふくれ、意識の隅すみ々ずみまで行き渡わたった空気を、一気に吐はき出した。

「ルっスラ──ン！」

「噓うそだろ王妃様!?」

　突然全力でルスランを呼んだ私に、目玉が飛び出さんばかりに驚おどろいたロベリアは、凄すごい勢いで私の口を塞ふさいだ。でも、既すでに放たれてしまった私の声は、夕方の慌あわただしさをもってしても抑おさえられなかったらしく、お城中をエコーが駆かけ回っている。らーんらーんらーん……とご機き嫌げんな私のエコーは既に回収不能だ。

　ぎょっと目を剝むいたのはロベリアだけではなく、ルスランの周りにいる人やルスランの為ために道を空けた人も身を強こわ張ばらせたのが遠目にも見て取れた。当のルスランはというと、きょろりと視線を回し、私のいる場所でぴたりと動きを止めた。

「やっほー」

　この音量では聞こえないと分かっているけれど、手を振ふっているとなんとなく無言は避さけてしまう。ひらひらと手を振る私に、ルスランも軽く片手を上げた。

　さっきのモーゼなんて比じゃないくらい、ルスランの周りから人がいなくなる。凄い、跳はねのいたおじさんまでいる。

「すげぇ……あの方が笑ったぞ……」

　信じられないものを見たといわんばかりにルスランに釘くぎ付づけになったロベリアが思わず零こぼした言葉に、私はなんともいえない気持ちになった。

　あの人、『この面どこからでも切れます』をどこからも切れなかった私を見て爆ばく笑しようしてたよ。しかも自分も開けられず、渾こん身しんの力で引っ張った袋ふくろを破は裂れつさせて芋いもけんぴぶちまけたよ。

　しかし、そんな過去はそっと私の胸にしまう。いくらなんでも自分達の王様の笑いの沸ふつ点てんが、どこからでも切れませんだと知ったら驚く通り越こして何だか切なくなってしまうと思ったからだ。だから私は無言を貫つらぬき、未いまだ驚きよう愕がくしているロベリアを生暖かい微び笑しようで見守った。

　私は、正直いま初めて、王おう妃ひとしての務めを果たした気がしている。

「あ、それと多分、ルスランここに来るよ」

「は!?」

　ん、と、指さした先では、ルスランがくるりと方向転てん換かんして元来た道を歩いている。モーゼのごとく割れていた人達がほっと元の状態に戻っていたのに、モーゼ再び。阿あ鼻び叫きよう喚かんである。

　モーゼの再来により再び割れて頭を下げている人達の慌てふためく様が、ここからだとよく見えた。ルスランが戻ってきたことでびよんとばねのように飛び上がっている人を見る度たびに、罪悪感が湧わいてくる。

「……これさ、私のせいかな？」

「……日帰り王妃様さっさと日帰ってくれ、くらいは言われてそうだな。っていうか、どうしちゃったんだよ王様ぁ……」

　しおしおと萎しおれていくロベリアは、大人しめの少女の外見と相まって大層悲ひ愴そう感かんが溢あふれだしている。え？　これも私のせい？　とりあえず何の足しにもならない慰なぐさめでその背を擦さすっていたら、階段に見慣れた姿が現れた。

「ロベリアぁー、ルスラン来たよー」

「……お前達は何をやってるんだ？」

　一番上までぴったり閉まった襟えり元もとを片手で少し開けたルスランは、呆あきれた目で地面にしゃがみこんだ私とロベリアを見ている。私を出で迎むかえてくれた時と服が違ちがう。一日何回着き替がえるのだろうか。好きな人のいろんな恰かつ好こうを見られるのは大変役得だけど、あいにく私は庶しよ民みんなので洗せん濯たく大変だろうなぁと思ってしまう自分も捨てられない。

「何もしてはいないんだけど、強しいて言うならその階段が怖こわくて帰れなくなってる」

「王妃様下りられなくなってたの!?　言えよぉ……」

　正直に答えたら、しゃがみこんでいたロベリアが飛び起きた。いやはや面めん目ぼくない。




　好きな人と向かい合って両手を繫つなげたら、それはきっと、とても幸せな時間となるだろう。

　そう思っていた時期が、私にもありました。

「無理無理無理無理無理！　高い！　怖い！　あと暗くなってきた！」

「だから暗くなり切る前に早く城に戻るぞ！　ほら、もう三分の一来たから！　馬ば鹿かっ、下は見るな！　前を見てろ、前！」

「この角度だと前見たら自然と下見えるじゃん！」

「俺の顔を見てろ！」

「うわぁ！　イッケメーン！」

「そうだろ!?　あとお前俺の妃きさきだからな!?　他ほかの男にそれ言ったら浮うわ気き判定するぞ俺は！」

「うわぁ、イケメンドウクサイ」

「ヤマトナデシコノヤロウ」

　結局、ルスランに両手を引いてもらい、へっぴり腰ごしで空中庭園から脱だつ出しゆつすることになった。階段でぎゃあぎゃあ騒さわぐ私を必死に引っ張るルスランに、ロベリアは死んだ目をしていたし、お城は再び阿鼻叫喚の嵐あらしだったようだけど、空中庭園住み王妃からの脱だつ却きやくを図はかっている私はそれどころではなかったのである。




「この海老えびみたいなの美味おいしい！」

「海老みたいじゃなくて海老だな」

「この鶏とり肉にくみたいなの美味しい！」

「鶏肉みたいじゃなくて鶏肉だな」

「このじゃがいも美味しい」

「それは水すい晶しようの泉と呼ばれるほど澄すんだ美しい水でしか作れないことから、金の種と名付けられた野菜だ」

「なんでじゃがいもだけ異世界感溢れてるの……？」

　一部納なつ得とくいかない芋もあったけれど、異世界の王様の食事は毎日大変美味しく、また楽しく頂いている。ご馳ち走そう様さまでした。いや、ほんとご馳走でした。お高いお食事フルコースって感じでした。食べた場所はルスランの寝しん室しつだけど。

　異世界の王様の豪ごう華か一直線な夕食を、豪華一直線な寝室のベッドの上で胡坐あぐらかいて頂く背徳感は半はん端ぱない。けどルスラン曰いわく「床ゆかで食べるよりましだろ？」とのことなので、お行ぎよう儀ぎ悪くベッドの上で食べ終わった後のお皿を適当に重ねながら、部屋の中を見回す。

「ルスラン、自由にできる部屋少なすぎない？」

「ここ以外だと、誰かしらが世話焼きにくるんだよ。マクシムとかマクシムとかマクシムとか」

「誰だれかしらがほぼ一択たく！　ルスランなにしたの、信用ないね」

「……食べるの面めん倒どうで昼抜ぬいて寝ねてただけだ」

「…………お母さんに言いつけてやる」

「待ってください月子さん！　お母さん怒おこるとピーマンオンリー料理出してくるだろ!?　お前もピーマン苦手だから諸もろ刃はの剣つるぎだぞ！」

「ルスランのネギまだけネギネにしてやる」

「あ、それはそれで」

　焼き鳥改め焼きネギだけでも美味しく頂けるルスランは、あながち満まん更ざらでもない顔をした。私はネギもちょっと苦手。食べるけど。

　デザートの甘い炭酸水みたいなのを飲みながら、見慣れた部屋の中をぐるりと見回す。今は紫むらさき色いろでしゅわしゅわ泡あわ立だっているこれは、光る上にたまに色が変わるから最初はおしゃれな照明かと思ったものだ。何の躊躇ためらいもなく飲んだルスランに、彼の錯さく乱らんを確信して、正直に告げたら怒られた事件でもある。だってそれ、初めて見たら飲み物って思えないよ。

「ほんっとこの部屋、昔からなんにも無いね。豪華だけど」

「豪華でも電波入らないんだよなぁ……」

　一国の王様が、電波を探して三千里。鏡台とコントローラー持ったまま、寝室をうろうろしている光景は大変シュールでした。

　鏡台の鏡を通れる大きさという制限はあるものの、物のやり取りは出来るので、春野家のサンタクロースは、必ず異世界の王様の分も渡わたしてくれる。だから携けい帯たいゲーム機もちゃんと二人分あるのだ。ただ異世界に電波が無く、それはどうにも、それこそ魔ま法ほうを使ってもどうにもならなかったのである。ルスランはその日その日で電波が入りやすい場所を探してうろうろ彷徨さまよっていたから、私もこの部屋の内情には大変詳くわしい。この部屋しか知らなかったけど。

　ルスランが手に持っている飲み物は緑色になって、しゅわりと音を立てた。

「月子さん月子さん」

「なんですかルスランさん」

「王妃バイト、何日かやってみて如何いかがですか？」

「んー……」

　水色になった自分の飲み物に口をつけながら、ちょっと考える。ルスランはそんな私を身み動じろぎもせずじぃっと見ていた。下から飲み物の緑の光が当たっている。髪かみの毛の内側が緑を反射して、とても綺き麗れいだ。角度によって色を変える瞳ひとみは下半分だけが緑で、ゆらゆらと揺ゆれる光が泳ぐ。異世界だなぁ。綺麗だなぁ。嬉うれしいなぁ。

「好きだなぁ」

　間違えたなぁ。

「た、楽しいです」

「何で言い直した？」

「一身上の都合です」

　誤ご魔ま化かすために一気飲みした飲み物は、当然ながら今の一いつ瞬しゆんでしゅわしゅわ音を立てていた炭酸が抜けきるはずもなく。そんなものを一気飲みしたらどうなるか、火を見るより明らかだ。

　盛大に咽むせこんだ私に慌あわてたルスランが背中を擦ってくれる。私のドジでさっきの話題が流れてくれて万ばん々ばん歳ざいだ。やったね。鼻水も流れたけど、万事ＯＫだ。鼻の奥、すっごい痛い。

「やっぱり机と椅い子すはいるか……寝しん台だいの上で食べると危ないな。なあ月子、お前椅子は背せ凭もたれある物がいいか？　それともお前の部屋にある椅子みたいに回る物がいいか？」

　私の背を擦りながら真しん剣けんに寝室の食堂化を計画している私の好きな人、ほんと見当違い。鈍にぶくてよかった好きな人。まあ、私が恋れん愛あい対象として全く対象に入れてもらえてないということだけども！　ベッドの上でピクニック宜よろしく豪華フルコース並べちゃえるところから分かってたけども！

「……回る方がいいです。でも、あんまり重くないほうがいい。あんまり重いと動かすの大変」

「そうか。じゃあ浮ういてる物にするか」

「浮くの!?」

「浮くぞ？」

　当たり前に返されて、全然当たり前じゃない私は浮く椅子を必死に想像した。しかし、想像力が貧困すぎて、普ふ通つうの四つ脚あしの椅子が地味に浮いている姿しか想像できない。

　自分の想像力の無さに泣けてきた私は、ついでにもう一つ皆かい無むで泣けたことを思い出した。

「王おう妃ひバイト、楽しいは楽しいんだけど、魔力０に厳しい世界に心折れそう」

「あー……」

　神しん妙みような顔で嘆なげく私に、ルスランは曖あい昧まいな声を返事に代えた。

「指先一つでお手軽簡単レベルの押しボタンみたいな手軽さで魔力要求しないでくれる!?」

「実際そのレベルなんだよ……。みんな持ってるから」

「水の上に魔力で出さないと足場のない通路とか、現れない階段とか、開かないドアとか、つかないライトとか、鳴らないベルとか、一ミリたりとも動かない椅子とか！」

　バリアフリーを要求します。据すわった目で挙手した私に、レミアム王はふいっと視線を逸そらした。

「……バリアは自由に張っていいぞ」

「多分この世界の人には通じないネタだよ、それ！」

「……通じない。普通は障しよう壁へきって言うし、そもそもバリアフリーの概がい念ねんが無い。魔力で補えるから」

「分かってて言ってるのが腹立つんですが！」

　散々、道という道、設備という設備で締しめ出しをくらった恨うらみ許すまじ。まじ許すまじ。

「月子は律りち儀ぎに反応してくれるから好きだぞ」

　はい許した。好きな人が私のことを好きと言ってくれたこの事実で世界は平和だ穏おだやかだ。全すべての諍いさかいも争いごとも許し許され、世界はオールハッピー！

「あ、そういえば明日あした土曜日だから朝からくるだろ？　宿題持って来いよ。金曜五限の数学の先生、いつも結構な量の宿題出すだろ。時間があれば見てやるから持ってこい」

「へーい……」

　全ての諍いも争いごとも許し許され、世界には宿題が残った。
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　王妃バイトは今日も順調だ。

　私は多少慣れてきたバイトの時間に、悩なやみ事まで出来るようになっていた。

　ルスランは私のことをそういう意味で全く意識してない上に鈍いのであれば、もういっそどさくさに紛まぎれて好き好き言いまくり勝手に練習して慣れてしまえばいいのでは？

　水中庭園の中で、私は閃ひらめいた。

　いやでもこれ、私が言い慣れると同時にルスランも聞き慣れて、真剣に告白しても聞き流されるようになるだけでは？

　水中庭園の中で、私は萎しおれた。

　ちなみに水中庭園とは、文字通り水の中にある庭園である。空中庭園の失敗を経へて、本日ロベリアが案内してくれた水中庭園は、遠目から見たときはお饅まん頭じゆうみたいだなと思った。地面の上にででーんと鎮ちん座ざする水饅頭。ファンタ、ジー？

　四方八方を水に覆おおわれた光景は水族館に似ている。ただし、壁かべまですべて水の水族館だ。この水は形を持って庭園を覆っていても、決して固形になっているわけじゃない。なんでも、この水饅頭もとい水中庭園は、形を変えられる特性を生かしてたくさんの人が入っても個室のように区切ることができるそうだ。声も響ひびかないからちょっとした話し合いの場にも使えるそうだけど、如何いかんせん壁が水だから誰が誰と話しているか見ようと思えば見れてしまうこともあり、密談には向いていないという。

　だから気をつけろよとロベリアは忠告してくれたけれど、今のところ密談を行う予定もなければ、ここが魔力が無いと使用できない施し設せつである限り私が使える未来もない。

　水がぐにょんとたわんだ様子を見るに、また誰か使用者が入ってきたのだろうけど、水が避よけてくれるのは魔力で寄せているからだ。私が使用しようとしたら、ぶにぶにの壁に押し戻もどされるだけである。早急なバリアフリー化を求む。バリアはフリーらしいけど。

　壁も天てん井じようも水に覆われ、蓮はすみたいな葉っぱも花も水の中を流れていて、いつまで見ていても飽あきない。あ、魚もいる……蛍けい光こうペンみたいな色した魚、初めて見た。きらきら光って星みたいだ。魚達はくるりと一回転する度たびに色を変え、形を変え、大きさを変え、自由気ままに泳ぎ回っていた。……君達本当に魚？　ＬＥＤ仕込まれた折り紙とかじゃなくて？

　指で壁をぶにぶにとつっついてみる。指の力で中に押し込まれていくけど、破れたりしないし、指も濡ぬれていない。天井部分は薄うすくなっているのかロベリアが薄くしているのかは知らないけど、壁部分より水の量が少なくて光源が遮さえぎられずそれなりに明るい。でも、文字を読んだりするには少々薄うす暗ぐらい、というのを理由に、宿題はそっと仕し舞まわれたままだ。やっぱりほら、目は大事にしないといけないと思うのである。目も心も蝕むしばむ数学の宿題は、明るい光の下で穏やかな気持ちで行われるべきなのだ。

　ポケットに単語帳だけ突つっ込んで、思いっきり伸のびをする。そう、今の服にはポケットがあるのだ。何な故ぜなら、今日の私は制服だからである。放課後からの数時間だけならともかく、朝から晩までドレスでは、気も張るし肩かたも凝こると最初の週末で懲こりたのだ。基本的に服装規程はないし、ルスランからも許可は取ってあるが、足と胸むな元もとが出る服は駄だ目めだということでまず制服であるセーラー服が却きやつ下かされた。学校の制服がアウト判定をくらったら困る。だって制服は、全ての礼装として使える学生特権の正装なのだ。協議の結果、足はタイツをはくこと、上はカーディガンをはおることで決着がついた。この恰かつ好こう、絶対夏は暑いので、また協議する必要がありそうだ。

「膝ひざ下したスカートも駄目って、判定厳しいよね……」

「王妃様が開かなかった柵さくを乗り越こえようとしてたって噂うわさを耳にしたんじゃね？　事実だけど」

「うっ……魔力が無いと開かない柵にも問題があると思いませんか？」

　しまった自じ業ごう自得だった。膝下のスカートも駄目となると持っているスカートのほとんどがアウトだったので後でごねてみる気だったけれど、自分のせいとなると話は変わってくる。ルスランからスカートＯＫが出る優等生になる方が先らしい。

「王妃様業なんにもしてないのに、課題が増えていく……」

「それな」

　重じゆう厚こうな声の似合う重々しい雰ふん囲い気きのおじさんが、軽い言葉を返してくる。いつの間に姿を変えていたのかとぎょっと瞬まばたきしたら、指をしゃぶっていてもおかしくないくらい小さな女の子が大きな瞳ひとみできょとんと私を見上げていた。どうしよう、異世界にはちょっと慣れてきたと思っていたけど、一番身近なはずの護衛に慣れない。

「おうひさまはさ、どんなおうひになりてぇの？」

　舌っ足らずな様子まで見事に再現されていて、目の前にいる女の子は本当に小さな小さな子どもではないかと錯さつ覚かくしてしまう。まあ、瞬きの間にむきむきむっちょまんになっていたので、本当に錯覚だったのだけど。

「どういう意味？」

「いやさぁ、何て言うのかなぁ」

　今度は見上げなければならなくなった相手の為ために顎あごを上げる。上げたり下げたり、存外疲つかれるものだ。でも顔を上げたところでまた姿が変わり、見慣れた大人しい茶ちや髪ぱつの女の子になっていて、大体同じ目線にほっとした。

「レミアムはさ、世界で唯ゆい一いつの独立国家だから、王様すっげぇ忙いそがしい方だし、その分敵も多い。この辺り聞いてる？」

「ん、あんまり」

　忙しいのは知ってる。見ていれば分かるから。だけど、どうして忙しいかは知らない。ルスランは教えてくれないから。聞いても、私には教えてくれないから。

　私は絶対にルスランの味方だと分かってるくせに。

　そういうところは、ちょっとずるい人なのだ。

「そっか。──聞く？」

「うん」

　もちろん。

　躊躇ためらわず頷うなずいた私を見て、ロベリアはちょっと目を細めた。




　魔ま術じゆつを使うには必ず黄き水ずい晶しようが必要となる。それはルスランと曾ひいお婆ばあちゃん以外のどんな人間にも共通のことだ。だけどというべきか、だからというべきか、その黄水晶を巡めぐっての争いは絶えなかったという。

「力のある国が黄水晶を独どく占せんし、黄水晶が足りない小さな国や弱い国は生活にすら事欠くようになった。大量の餓が死し者の後に流行はやった疫えき病びようで滅めつ亡ぼうした国すらあった。その現状を憂うれえた人々が、黄水晶を平等に配分しようと声を上げ、出来上がったのが協会だ。協会は世界中の黄水晶を一いつ旦たん保管し、それぞれの国へ必要数を配分していく方法を取った。もちろん、黄水晶を抱かかえ込んでいた国や黄水晶産出国は猛もう反はん対たいした。それこそ天地をひっくり返すような戦争が起こった。その影えい響きようで沈しずんだ国もあったくらいで、あの時代は国が出来たり無くなったり、しょっちゅうだった。だけど段々民衆の思想も協会寄りになっていって、最終的には協会の主張が認められ、世界中の黄水晶は協会が管理するようになったんだ」

　初めて聞くこの世界の成り立ちだ。あったこと、起こったこと、授業ではテストに出るかどうかくらいしか気にせず聞き流してしまう、歴史と呼ばれる話。自国の物は教科としてしか学ぼうとしていない、必死になって知らなくても生きていけてしまうこと。でもきっと、知っていた方がいいことで、本当なら知っていなければならないこと。

　けれど、自国の歴史すらそんな有様の私だけど、他所よその世界の『協会』という単語は知っていた。それがどういった組織で、どういった役割を果たしているかは知らない。聞いたのは一度きりだ。でも、絶対に忘れない約束と一いつ緒しよに、私はその単語を覚えている。

「だけど、それから何百年か経たった今は、協会が黄水晶を独占してる。気に入った国へは大量に流し、要求を吞のまなかった国へは最少数しか渡わたさない。戦争すら管理して、勝敗は協会の思うがままだ。だって、協会のお気に入り国とそうでない国とでは黄水晶の質と数が違ちがうからな。魔術士の優ゆう劣れつは魔術の質や威い力りよくで決まらない。協会のお気に入りになるか否いなかで実力が決まっちまうんだ。おかしいよな」

「うん」

「でもさ、そうなってからが長すぎて、もうこれが当たり前になっちまったんだ。各国は協会に気に入られようと必死で、娘むすめを嫁とつがせて少しでも繫つながりを濃こくしようとか、そんなことばかりに力を注ぐ。今や世界は、協会の属国だ」

　いつの間にか天井の水すい壁へきが厚くなり、日が遮られていた。薄暗くなった水中庭園内を、色とりどりの光を纏まとった魚がくるりくるりと泳ぐ。

「だけど、レミアムだけは違う。ルスラン様が独立させたからだ。レミアムは世界で唯一、協会に隷れい属ぞくしていない。だから、ルスラン様には敵が多いんだ。外にも、内にもな」

「外には、分かるけど、内にも？」

「そりゃあな。協会には、冷れい遇ぐうされれば生きるにも事欠くが優ゆう遇ぐうされれば一生安あん泰たいだ。何したって許される。村を焼こうが女襲おそおうが、王族を殺そうが、全すべての罪は不問に付される。協会お抱えの魔術士の罪を問えば、自分達の国が不利益を被こうむるからな。だから協会直属の魔術士はほぼ無法だと思ったほうがいいぜ。というか、近づかないほうが無難だ」

　ロベリアの瞳は、私を通り越して後ろの魚を見ている。その瞳の中を、魚の光がくるりくるりと回っていた。今は影かげが差して黒っぽい色だけど、本当の瞳は何色なんだろうとふと思う。

「ま、そんなことだから、協会の甘い汁しるを吸いたい奴やつ、または今まで吸ってた奴は、そのお膝ひざ元もとに戻もどりたいんだよ。レミアムが協会から独立できたのは、ここが世界でも最大規模の黄水晶産出国だった事と、ルスラン様が黄水晶を必要としないのに世界五大魔術士に名を連ねるほどの力を持ってた事が大きい。そのルスラン様はずっと独り身で、レミアムは他ほかに王族を持たない。その不安定さから、早い内に協会に許されてその傘さん下かに戻りたいって連中も多い。自分から戻ってくるのと、戻らざるを得なくなるんじゃ、協会からの扱あつかいはだいぶ違うだろうからな。で、それを踏ふまえて王おう妃ひ様だ」

　くるりと瞳の中を泳いだ光のように、ロベリアの声こわ音ねと掌てのひらがひっくり返る。私がやったみたいにこっちに向いた両手の人差し指を見て、思わず瞬きした。

「私？」

「そ。独立以降そっぽ向かれてた貿易も、最近はやっと再開され始めて、いろいろ軌き道どうに乗り始めた。でも、相変わらず厄やつ介かい事は溢あふれてるし、敵も多いままだ。そんな状態であの方がごり押しで迎むかえ入れた王妃様にみんな注目してたわけだ。レミアム王の懐ふところ刀がたなとなるか、まさか月光石と成り得る存在か、みたいにな」

「そしてまさかの魔力０！」

「そう！　爆ばく笑しようした」

　私も同じポーズを取り、両手の指先をロベリアの指につける。二刀流異文化交流である。光りはしなかったけど、体温はじわりと移ってきたし、きっと私の体温もロベリアに移っただろう。特に意味もなく押し合い圧へし合いしながら、ロベリアは話を続けた。

「王妃様つっても、いろんな人いるじゃん。ぐいぐい表に出てくる人、政策に口出さなきゃ気が済まない人、表には出たくない人、地位だけあればいい人、自分の実家が守れればいい人、王様に愛されればいい人、子どもだけいればいい人。王妃様はどれかなぁって見てたけど、いまいち分かんねぇんだよなぁ。楽しそうで何よりだって感想しか出てこねぇんだけど」

「ひたすら楽しいです、すみません」

　ぐいぐい押してたら、ロベリア側の力が抜ぬけて指先がずれた。そのままお互たがい力を抜いて腕うでを身体からだの横にぷらりと落とす。ロベリアの目にはもう光が泳いでいないから、今は私を見ているのだろう。光る魚は今どこを泳いでいるのかなと思ったら、頭上だったようで、いろんな色がきらきらと降り注いでくる。

　まるで星が降ってくるみたいだ。世界にちりばめられた地上の星を、私は見たことがあった。

「んー……たぶんこれ言っちゃうとレミアムの人とか、特に王妃になりたかった人にぶん殴なぐられると思うんだけど……内ない緒しよにしてくれる？」

「おー。っていうか、俺がこういう話を王妃様にしてるってばれたら、ぶん殴られるどころかあの方に首飛ばされるから、王妃様こそ内緒にしてくれよ」

「えー？　ぽろっと言っちゃったら困るから、そういうことは最初に言ってよ。そういう心構えで聞くから！」

　くるくる光を回して色や形を変えていく魚達の中で、一いつ匹ぴきあんまり動かない子がいて、なんとなく目で追っていく。他の子みたいに鮮あざやかな色をしてないな、珍めずらしい、なんて思ってちょっと笑ってしまう。だって、珍しいと思ったその子は私がよく知っている魚の色だったから。

「私はたぶん、王妃とかはあんま関係なくて……ただ、ルスランの味方なんだよ」

「好きだから？」

「そう、だけど、たぶんそうじゃなくて……好きとかそういうのの前から、私はずっとルスランの味方でいようって決めてるんだ。好きになったのはその後だから、なんかこう……違う気がするんだよなぁ」

　一匹だけ光らない黒っぽい魚に手を伸のばす。なんだか、きらびやかで夢のような世界に交ざりこんだ私みたいだ。やあ、君も魔力０？　私も魔力０だけど夢が叶かなったから、君も諦あきらめないほうがいいよ。十年後くらいにぽんっと叶うかもしれないから。夢の先では、初めての世界でも、初めての景色でも、初めて向けられる類たぐいの視線でも、あんまり怖こわくなかったよ。

　なんだかちょっと親近感が湧わく君にも、特別に教えてあげる。

「私の夢はね、ルスランが一人で泣かなくていいように、手の届く場所にいることだったんだよ。目の前にいるのに届かないのも、自分じゃどんなに頑がん張ばっても近寄れないのも、本当に悔くやしかったから」

　チラシの裏に書かれた、なんてことのない曾お婆ばあちゃんのメモで私の夢は叶ってしまった。だから他の望みは自分の力で叶えなければ。

　問題は……好きってどうやって言えばいいの？

　そして、全く反応が無いロベリアをどうすればいいのだろう。話題の切り替かえに困って視線を彷徨さまよわせた私は、もっと困ることになった。下に向けた掌を前後に振ふって、全く動かないロベリアを呼ぶ。

「ごめん、話変わるんだけど、あの人気分悪いのかな？　それとも寝ねてるだけかな」

「んあ？」

　間の抜けた声を上げたロベリアは、私が見ている先を覗のぞき込んだ。揺ゆれる水によってたわむ景色の向こうに目を凝こらせば、がくりと頭を垂れて俯うつむいている人が見えた。燃え尽つきちまった感じだけど、具合が悪いんだったらほっといたらまずいんじゃないだろうか。でも疲つかれて寝てるだけだったら起こされるほうが迷めい惑わくだろうし。

「んー……誰だれだー……？」

　瞳ひとみの上に手をかざし、目を窄すぼめて水壁の奥を覗き込むロベリアは、ふっと肩かたの力を抜いた。

「見えねぇ。ちょっと近づくか」

　ここから判断することは諦めたらしい。

　ロベリアが掌で水壁に触ふれると、水壁はぐにゃりと動いてその場所を譲ゆずった。私のときはぶにぶに反発してきたというのに。反はん抗こう期ですか。思春期ですか。私だって青春思春期だけど、ぶにぶにいじけたりはしないもんね。

　この世界、ほんと魔力０に厳しい。ぶにぶにいじけながら、ロベリアの後についていく。

「あ」

「あ？」

　途と中ちゆうで気づいて慌あわてて元の場所に戻ろうとして、既すでに閉じていた水壁に遮さえぎられた。ぼよんと跳はね返って尻しり餅もちをついた私に、ロベリアは呆あきれた顔をした。打ったお尻とぶつけた顔をそれぞれ手で押さえて呻うめく。ロベリアさん、大変残念なことに、空中庭園に続いて水中庭園も私には向いていないようです。

「宿題忘れた……」

「わざと忘れてたのかと思ってた」

「えー……」

　あいたたたと打ったところを押さえたまま、そろそろと立ち上がる。痣あざになってそう。

「私はこれでも平均よりは上位寄りの成績保ってるんだよ。めちゃくちゃ頑張ってその程度だけど。真ま面じ目めなんですよ、これでも」

　ロベリアの手によってあっさり道を作った水壁を恨うらめしく見つめながら、数学の宿題を取りに走る。そのときにさっきの黒い魚を探してみたけど、光っていない魚は薄うす暗ぐらい水壁の中に紛まぎれてしまったのか、姿を見つけることは出来なかった。




　項うな垂だれているのは金きん髪ぱつの青年だということが分かる距きよ離りまで来てようやく、ロベリアは「んー……」と上げていた曖あい昧まいな唸うなり声を「あー……」と確信を持った唸り声へと変えた。

「どっかで見たな……ローウン家の者かな。結けつ婚こん式の後に居残りさせられてる面子メンツの一人だな」

「二週間って居残り長くない!?」

　一体何日がかりの居残り業務なのだ。ごり押し結婚式で方々へ迷惑がかかっていることは何となく予想していたけれど、こんなに何日も居残り業務した果てに燃え尽きちまったぜ的な状態になるほどだったとは。それなのに、元げん凶きようの王妃は日帰ってる。

　あれ？　私暗殺されて然しかるべきでは？

「結婚式前からルスラン様忙いそがしかっただろ？　あれさ、レミアムの黄き水ずい晶しようが他所よそに、っていうか協会に横流しされてた事件を追ってたからなんだけど、式でこれ幸いと関係者全部呼び寄せて話聞いてるってわけだ」

「何も幸いじゃない気がするんだけど」

　一応めでたい日に何してくれてるんだあの人は。

「でもそいつら結構な数が帰されてるから、残されてる面子は薄々疑われてるのを感じてるんだろうな。日に日に疲ひ弊へいしてってるみたいだし」

「何も幸いじゃない気がするどころか何も幸いじゃないね」

　結婚式に何を捻ねじ込んでくれてるんだあの人は。ごり押し結婚式に容疑者捻じ込みに事後承しよう諾だく。ルスランが立派に王様業やれてるか急激に心配になってきた。気がついたときには失業王になってたらどうしよう。失業王と日帰り王おう妃ひ。あ、私達すっごくお似合い！　まるで前世からうまくいくことが約束されていたかのようだ。ただし、レミアムの国民の皆みな様さまには今すぐ絶望して頂くしかない。私が国民でも嫌いやだよ、そんな王様と王妃。

「あのさ、私の故郷には報連相って言葉があってね。これ、三つの単語を略してて、部下にも上司にも重要なことって言われてるんだけど」

「三つの単語……報復、煉れん獄ごく、爽そう快かい？　憎にくき相手を地獄に叩たたき落として気分すっきり？」

「部下と上司のくだり聞いた上でその単語チョイスする!?　……あの、ロベリアさん。ルスランは気難しい所もあるかもしれないけど、私の大事な家族なんで、報復だけは何なに卒とぞご勘かん弁べんを」

「あ、いま初めて王妃様のこと王妃様って思ったかも」

　私の王妃様業、主にロベリアに対して発揮されてる上に私の思ってた王妃様業と全然違ちがう。

　ロベリアが言うにはあっちでぐったりしている人はただ疲れているだけだろうということだけど、それでも意識が飛ぶほどだったらやっぱり見て見ぬ振りはまずい。結局そのまま歩を進めることにした。

　ぐにょんと動いた水すい壁へきが青年がいる部屋と繫つながると、スープの上に浮ういた油みたいに二つの空間がくっついた。お腹なか空すいてきた。ラーメン食べたい。

「あ、あの、もし……そこの方……ど、どこかお身体からだの具合が……？」

　戸と惑まどいがちで控ひかえめなロベリアの声に、誰だお前とぎょっとなる。変身だけでもまだ慣れてないのに、そこに演技まで加わったらいつまで経たってもぎょっとし続ける気がする。

「もし……もし……」

　ロベリアはそっと羽のように青年の肩に触れるけれど、青年はぴくりとも動かないし呻きもしない。ロベリアが面めん倒どうくさそうな顔をしたのを私は見み逃のがさなかった。声こわ音ねも手先も控えめな少女の躊躇ためらいがよく出ているのに、青年が見てないと思ってそんな顔するんじゃありません！

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？　気分悪いんですか？　動けないようでしたら誰か呼んできますが、起きられますか？」

　このままでは埒らちが明かない。私は椅い子すに座って項垂れている青年の横に膝ひざをついて、顔を覗き込む。二の腕うでを摑つかんで軽く揺すりながら、覚かく醒せいを促うながす。寝ているだけなのか意識がないのか分からないけど、ここまでやって起きないならどちらにしても誰か呼んできたほうがいいかもしれない。私やロベリアでは、私達より大きなこの人を運べないのだ。でもその場合、どっちが呼びに行けばいいのだろう。ちゃんとお城の地図を把は握あくできてない私より、ロベリアが呼びに行ってくれたほうがいいのは分かるけど、問題はここが水中庭園の中だということだ。ロベリアがいなくなってしまった場合、意識のないこの青年と魔ま力りよく０の私で、この空間を支えることができるのだろうか。水中庭園の仕組みがよく分からなくてロベリアに聞こうとしたとき、青年が僅わずかに動いた。

「いっ……」

「大丈夫ですか？　どこか痛みますか？」

「うっ……」

　呻きながら身み動じろいだ青年の身体がぐらりと揺れ、私のほうに倒たおれ込んできた。慌てて腰こしに力を入れて支える。上半身だけとはいえ、成人男性の身体は重い。潰つぶされそうになりながらファイト一発で一いつ緒しよに倒れ込むのは防いだ。ロベリアが慌てて青年を引き剝はがしにかかる。

「な、なりません、お願いでございます、ど、どうぞ、その方をお離はなしになってくださいまし」

　そぉっと触れている、ように見えてわりとしっかり青年の腕を摑んでいるけれど、青年は身体を起こせないでいる。

「ロベリア、私は大丈夫だからお水持ってきてあげて。それと、誰か呼んできて。大丈夫、大丈夫ですよ、もし気持ち悪いなら吐はいちゃっても大丈夫ですからね」

　背中をさすりながら声をかければ、青年は私の肩に顔を置いたままちょっとだけ身動ぎした。けれど眩暈めまいでもするのか、すぐに呻き声を上げる。縋すがるように私の背に回している腕の力が強くなった。

「大丈夫、大丈夫、大丈夫ですよー」

　具合が悪くなった人を相手にするとき、介かい抱ほうをする人は絶対に焦あせってはいけないと外部講師の先生が言っていたのを思い出しながら、出来る限り声を落ち着かせて青年の背中をさする。ただ、申し訳ないけれど何が大丈夫かは分からないし、この大丈夫には何の根こん拠きよもない。ないのだけど、介抱する人の不安は具合が悪い人に伝染するから余計に具合が悪くなってしまうらしいのだ。

「な、なりません、王妃様」

　ロベリアがこそっと耳打ちしてくる。耳打ちといってもロベリアの反対側に青年の頭があるので聞こえているかもしれないけど、青年はそれどころじゃないのか全く反応しない。本当に大丈夫だろうか。

「僭せん越えつながら、わ、わたくしが代わります故ゆえ、どうか……」

　どもりながらそう言って、そっと青年の背中に掌てのひらを這はわせてそっと鷲わし摑づかみにしたロベリアは、そっと青年を引き剝がしにかかり、青年の背中にはロベリアの鷲摑みによりそっと盛大な皺しわが出来た。……そっととつけてみればいけるかなと思ったけど、どうしよう、全然そっとに感じない。友達プライス色眼鏡でどう好意的に見ても、ふんぬぅ！　って感じで力が入っているようにしか見えない。それでも青年は抜ぬけません。

「ロベリア、いいよ。私でも支えられるし、ずっとは無理だけど。とりあえずお水持ってきて。それと誰だれか男の人呼んできて。この人を運べそうな人」

「え、ええと……水……」

　おどおどとした演技でちらりと向けられた視線が水壁を見た。

「それは流石さすがにどうだろう！」

「ちっ……」

　何か聞こえたような気がしないでもないけど、すぐにおどおどとした少女の仮面をかぶったロベリアは、具合の悪い人に水中庭園の水を差しだすのは諦あきらめてくれた。だけど人を呼びに行く気もないらしく、おどおどと青年の背中を引っ摑んで引き剝がそうとする動作を再開しただけだ。ロベリアは私の護衛だから、私の傍そばを離はなれちゃいけないのかもしれない。そうなると、水を持ってきてもらうのも人を呼んできてもらうのも、私ごと移動しなければならないということだ。つまり……私がこの人おぶって移動すればいいということか！　無理だな！

「あ、詰つんだ」

　気づいてしまった事実に絶望した私の耳元で、青年が呻うめきながら身動いだ。

「申し訳、ありません……ご迷めい惑わく、を」

「大丈夫ですよ。具合が悪いなら無理しないでください。大丈夫です、具合が悪いときはお互たがい様です。大丈夫、大丈夫」

　どうやら意識はちゃんとあるようだけど、どう見ても具合がいいようには見えないし、そんなにすぐ復活するものでもないだろう。しばらくこのままの体勢でいたほうがいいかと思ったけれど、私ははたと気づいた。いま彼は地面に膝をついている私に伸のし掛かかっている状態だけど、絶対普ふ通つうに椅子に座っている状態のほうが楽なはずだ。

「あの、椅子に戻もどったほうが楽だと思うんで、元の体勢に戻りましょうか」

　足腰に力を入れて、伸し掛かっている青年を押し戻そうとしたら、ふっと重さがなくなった。青年が自力で身体を起こしたのだ。

「大丈夫、です。……本当に、ありがとう、ござい、ます」

　まだ苦しいのだろう。途と切ぎれ途切れにそう言いながらゆっくりと頭を上げた青年は、大変美青年だった。顔面格差社会はんたーい。頭の中で、鉢はち巻まきをした自分が横断幕を持って声高々に叫さけんだ。




　手入れが行き届いた金色の髪かみに、橙だいだい色いろの瞳ひとみ。お日様みたいな色の人だ。ルスランはお月様って感じだから、何だか真逆の印象である。惚ほれた弱みと友人と家族の欲目でルスランのほうが美人だと思うけど、この人も絶世の美人だ。私は普通の異世界人です、どうぞよろしく。

　絶世の美人は、今にも泣きだしそうな顔で私に謝るから、何も悪いことはしていないはずなのに罪悪感が湧わいてきた。

「本当に、何とお詫わびすればいいのか……」

「大丈夫です、ほんと、全然。それより具合が悪いんですか？」

　青年の顔色は酷ひどく青あお褪ざめているし、目の下には隈くまがべったりだ。それなのにレディーファーストを貫つらぬこうとするのか椅子を譲ゆずろうとするので、慌あわてて立ち上がり、渾こん身しんの力で肩かたを押さえて座らせた。幾いくらなんでも今さっきまで苦しんでいたリバース一歩手前の人から椅子を奪うばい取るほど、私は非人道的な人間ではない、と思いたい。あと体調が悪いなら仕方がないけど、きらめきリバースシャワーイベントは出来るなら回かい避ひしたいのも本音なので、どうか私の為ためにもあまり無む茶ちやはしないでほしい。

　私が頑がんとして譲らなかったからか、青年は椅子を譲る行こう為いを諦めて座り直してくれてほっとする。私はほっとしたけど、青年は酷く絶望的な顔で私を見上げた。

「も、もう駄だ目めです……」

「え？」

「もう僕は終わりです……」

「え」

「ローウン家もお終しまいです……」

　しくしくと儚はかなげに泣き始めた青年に、凄すごく、居い心ごこ地ちが悪い。私の手にはさっきとは別の意味で負えなくなってきました。助けを求めてちらりとロベリアを見たら、おどおどと目を逸そらし、水すい壁へきまでしずしずと下がっていく。控ひかえめな護衛が主の意を汲くみ、静かに下がっていったように見せかけて、面めん倒どう事から逃にげただけだと私は知っている。だって目を逸らした、この野や郎ろう！

「えーと……ドウシタンデスカ？」

　どうしよう。なんだか凄く関かかわりたくないな！　そう思ってもこの状じよう況きようで見捨てていくこともできなくて、仕方なくさっきみたいに青年の足元に膝ひざをつく。制服でよかった。総額おいくら百万円のドレスじゃこんなことできない。

　青年は、下から覗のぞき込む私と目が合うと、その橙色の瞳からはらはらと涙なみだをこぼし始めた。

「ロ、ローウン家は確かに黄き水ずい晶しようの鉱山としては最も若い新参者ですが、老舗しにせのフェルノ家から御ご指し導どう頂き、それなりの実績を上げてきたと自負しております。そ、それなのに、こ、こんな、こんな、黄水晶を、よりにもよって協会に横流ししているとの嫌けん疑ぎをかけられるだなんて……」

「えーと……」

「他ほかにも残っているのは新参の鉱山を持つ家ばかり……その彼らも帰宅が許されると噂うわさが……もう、の、残っているのは、ぼ、僕と、責任者のフェルノ家ご当主様だけ、で……フェ、フェルノ家のご当主様は、国王陛下の相談役を務めておられるが故に残っておられる。じゃ、じゃあ、は、犯人、犯人は、僕っ」

　ファイト。

　美人薄はく命めいという言葉が似合いそうな儚げな雰ふん囲い気きでしくしく泣く青年に、困る。どうしよう。言葉を探している私の手を、青年がいきなり摑つかんだ。ロベリアがぱっと顔を上げた。

「もうこの世には神も救いもないのかと思っておりましたが、こんなにも絶望に飲まれた世界でも、生きる希望は見つかるのですね……」

「えーと」

「ああ、祖国を裏切った汚お名めいを着せられて消えていく身であるこの僕にも、天使のように愛らしくも優やさしいあなたのお名前を伺うかがうことは許されるのでしょうか。あなた様の名を頂ちよう戴だいできるなら、僕はもう死んでもいい……」

　とりあえず生きてほしい。

「僕の生を望んでくださるのですか！　ああ、なんて幸福なことでしょう！　汚名を着せられて処しよ刑けいされるくらいなら、僕は今この幸福に包まれて死んでいきたいくらいだ！」

　とりあえず生きてほしいし、手を離してほしい。

　思ったよりまずい体調じゃなくてよかったけど、思ったよりまずい人だった模様だ。両手で握にぎられた手を引っこ抜こうと立ち上がったけど、青年の手はびくともしない。失礼にならない程度に全力で引っこ抜こうと力を籠こめる。それでもカブは抜けません。私の後ろにお婆ばあさんと犬と……あと何だっけ……とにかく動物一ひと揃そろえが並んで引っ張ってくれたらいいんだけど、残念なことに私の後ろにはくるくる光っている魚達しかいない。

　青年の後ろにはロベリアがいる。そっちじゃなくて私の後ろに来てほしいと思ったけど、ロベリアが青年の首の後ろ辺りに両手を構えているのを見て納なつ得とくした。多分あれ、絞しめる気だ。こう、きゅっと。

　さっきまで具合が悪くてぐったりしていた人を絞めさせるのは気が引ける。ここはなんとか普通に手を離はなしてもらわなくてはなるまい。王おう妃ひって大変だ。しかし、それにしても。

[image: ]

「思ったより元気ですね!?」

「そうなんですよ。具合が悪くなるのはいつものことなのですが、今日はやけに回復が早くて。……やはりあなた様は天使!?」

　もう失礼に当たるかもなんてなりふり構っていられない。中ちゆう腰ごしになって「どっせい！」と渾身の力で手を引っこ抜ぬこうと試みるもびくともしなかった。美人薄命改め怪かい力りき美人の称しよう号ごうを与あたえよう。やっぱりカブは抜けません。

「どうしたんですか錯さく乱らんしたんですか水ひっかぶりますか!?　ロベリア、やっぱりお水持ってきてー！」

　水を求めて１００デシベル。私は絶ぜつ叫きようした。

　錯乱した青年によって混乱した私の絶叫は、どうやら水中庭園には致ち命めい的てきだったらしい。ぐにゃりと一ひと際きわ大きく波打ったかと思うと、突とつ如じよとして水みず饅まん頭じゆうが潰つぶれた。私達の周りにあった空間はそのままだったから水の被ひ害がいは受けなかったものの、あっという間に開けた視界に呆ぼう然ぜんとなる。水中庭園だった水は、波が退ひくようにさぁーっとどこかに消えていく。

　同じく、私の血の気もさぁーっと引いていった。……え？　これ、弁べん償しよう？　総額おいくら百万円？　もしかしておいくら千万円とか……いく？　いっちゃう？　噓うそ？

「あ、やべ……」

　青年の後ろで首をきゅっとする準備をしていたロベリアがぽつっと呟つぶやいたことで、私は確信した。弁償か……。

　引いていく水を無意識に追った私の視線は、途と中ちゆうで人ひと影かげを捉とらえてぴたりと止まる。そぉーっと視線を進めていくと、これだけの水が通り抜けていったにもかかわらず、全く濡ぬれていない高そうな靴くつが視界に入った。

「…………月子、浮うわ気きか？」

「この渾身のおおきなカブ体勢を見てそう思うなら、ルスラン今日はもう早く寝ねたほうがいいよ！」

　胸むな元もとまで上げてこっちに向けていた掌てのひらを下ろしたルスランに、真顔で言い放たれた浮気疑ぎ惑わくに言い返した瞬しゆん間かん、おおきなカブが引っこ抜けた。私の手を摑んだままびくともしなかった青年は、何度も交こう互ごに私とルスランを見て、ゆっくりと顔を覆おおった。

「父上、母上……先立つ不孝をお許しください。息むす子こは今日、死にます」

　青年はとりあえず生きてほしい。ファイト。
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　水中庭園は、魔ま力りよく０の私の水を求めて１００デシベルで破は壊かいされたわけではなかったらしい。なので、弁償も発生しなかった。よかったと胸を撫なで下ろし、魔力０で改めて傷ついたけど。

　私は一部を借りている大きな机を見下ろして、溜ため息いきを吐ついた。大きな天板はつやつやに磨みがかれているし、こんなに大きいのに洞うろも年輪の乱れもない立派な木だ。天板だけでも高そうだけど、実際お高いのだろう。だって王様の執しつ務む机だし。

　ここは、一応個人の部屋となってはいるものの、一国の政務が執とり行われる大事な場所だ。そんな机の上に転がる消しゴム。更さらに、開かれたノートとその上に寄せられたケシカス。ちなみにシャーペンは私の手に握られている。

　まさか、王様の執務机の一部を借りて宿題をする日が来るとは思わなかった。しかも……と、ちらりと視線を前に向ける。

「ローウン家の跡あと取とりは、些いささか早とちりな性格のようでして……。私も会うのはこれが初めてですが……いつもは当主である彼の父親が出てきておりまして。今回は体調を崩くずしたらしく、初めて跡取りを出してきたのはいいのですが……。何度もこれはただの聞き取り調査だと伝えてはいるのですが、聴ちよう取しゆと勘かん違ちがいしたまま一人で嘆なげき続け一向に話が進まず、結局未いまだ話が聞けておらず城に残されております。私もフェルノ家当主として何度も話しているのですが、一向に……王より黄き水ずい晶しよう鉱山を纏まとめるという大役を賜たまわっているにもかかわらずこの始末、本当に面めん目ぼく次し第だいもございません」

　普ふ通つうに政務続行している中で宿題をする羽目になろうとは。

　今は普通に喋しやべっている五十代か六十代くらいのおじさんも入室時は、丁てい寧ねいでおごそかな礼をした後に顔を上げ、私に気づいて目を見開いたものだ。私は思った。分かるー、と。なんでお前そこにいるんだよって思ったよね、分かるー、私も思ったー、うけるー……うけないよ！

　今は普通に喋っているものの、たまにちらりと視線が私を向いているおじさんの気持ちがこの部屋で誰だれより理解できるのはこの私だ。

　おじさんが喋り終わるのを待って、ルスランは小さく息を吐いた。

「お前に新規の鉱山の教育を任せて七年。初めての不ふ祥しよう事じだな、トンサ」

「……本当に、面目ございません。他ほかの鉱山の産出量は緩ゆるやかに減少中とはいえ大きく変わっていないのであれば、やはり産出量が定まりにくい新規の鉱山から流されている物だと……。フェルノの鉱山と同様、私も耄もう碌ろくしたのやも知れませぬ」

　重々しい声で吐き出された言葉と同じくらい、トンサと呼ばれた人の顔は苦しげだった。

「十年前より徐じよ々じよに衰退してきたフェルノの鉱山を憂うれえ、尚なお且かつ今までの経験を見込み後進の教育という立ち位置を与えてくださった王に、申し訳が立ちません……最も早はや、フェルノは鉱山を畳たたむのも致いたし方なしと考えております」

「フェルノはレミアムで最も古い鉱山だが、お前がそう言うならばそれも致し方ない。だが、どちらにしてもこの件についてはきっちり片をつけてもらうぞ」

「はっ」

　トンサさんがしている洗練された礼の仕方は、一朝一いつ夕せきで出来るものではない。勢いや声の大きさで誤ご魔ま化かさずゆっくりとしているからこそ、一連の動作が綺き麗れいに繫つながっていなければ不ぶ恰かつ好こうに見えてしまうのだ。それを、息をするように行ってしまえるトンサさんに、長い時を見た。私も今から練習していけば、いつかあんな風に一目で美しいと思える礼が出来るようになるのだろうか。

　手を止めてトンサさんを見ていた私の視界に、指先まで磨き抜かれたように綺麗な爪つめがとんっと下りてきた。

「ここ、計算ミス」

「え……あっ」

　くっ、トンサさんと話していると思いきや、こっちの手元までしっかり目を通していたとは。飽あきてきたらノートの下に敷しいている雑誌を読もうかなと思っていた私の作戦が頓とん挫ざした。せっかくバイト中なのだからこの時間は目め一いつ杯ぱい楽しみ、勉強は夜に寝る時間削けずってやればいいかと思っていたのに、そうもいかないようだ。ごそごそと消しゴムを駆く使しして、間違っていた場所から下の式を全部消す。ちょ、ルスラン指邪じや魔ま。まだ式をなぞっている綺麗な指を消しゴムで押しのける。

「陛下、失礼ながらお伺うかがいしても宜よろしいでしょうか」

　控ひかえめにかけられたトンサさんからの問いに、ルスランは視線だけを返した。

「王妃様がこの場にいらっしゃるということは、これからは、王妃様もご政務に携たずさわられるということでしょうか」

「それは、私が沙さ汰たを出す前に、お前に報告せねばならぬことか？」

　部屋の温度が、すぅっと下がった気がした。トンサさんの顔色もさっと青くなる。トンサさんの瞳ひとみは助けを求めるようにちらりとマクシムさんを見たけれど、ずっと彫ちよう像ぞうのように立っているマクシムさんは視線を返しもしなかった。本当にぴくりとも動かないから、うっかりしていると存在を忘れてしまいそうだ。初めて会ったときの血相を変えた顔にもびっくりしたけど、普ふ段だんはこんな様子なのかとびっくりした。一人で二度びっくり。

　ルスランはゆっくりとした動作で私のノートから指を滑すべらせ、とんっと机を叩たたく。人差し指の爪が木を叩いただけだったのに、その音はやけに大きく部屋の中に響ひびいた。

「出過ぎるな、トンサ」

「はっ、失礼致しました」

　深々と、今日一番深く頭を下げたトンサさんは、マクシムさんが開けた扉とびらから退出していった。さっきまで彫像みたいにぴくりとも動かなかったマクシムさんが、いつの間に移動していたのか私には分からなかった。

　お父さんより年配のおじさんが、ルスランに礼を尽つくしている姿を見ると、とても不思議な気持ちになる。違い和わ感かんを覚えるというわけではない。ただちょっと、そう、ちょっと、びっくりするだけだ。見慣れない光景というものは、何を対象としていてもびっくりするものだ。

「マクシム、お前も下がれ」

「は」

　マクシムさんはトンサさんよりは機き敏びんな動作で、でもやっぱりとても綺麗な礼で頭を下げた。部屋を出ていくとき視線が合ったので、反射的に頭を下げたら、もう一回とても綺麗な礼をしてくれた。

　扉が閉まると同時に、ルスランは椅い子すに深く体重を預けた。背せ凭もたれが少し傾かたむいたけれど、軋きしむ音はしない。流石さすがお高い椅子だ。その椅子おいくら百万円？

　隣となりに座っているルスランをちらりと見ると視線が合ったので、そのまま口を開く。

「ルスランさんルスランさん」

「何でしょう、月子さん」

「おやつにしても宜しいでしょうか」

「…………諦あきらめるの早くないか？」

「終わったんだよ！」

　失敬な！　ルスランの目の前にノートを開いて見せれば、さっきやり直した問題まで目を通したルスランがノートを乗り越こえて視線を合わせてくる。

「早いな」

「浮うわ気きの冤えん罪ざいかけられた後にお昼食べて、そっからぶっ続けでやってたら終わるよ流石に」

　別に早くはないし、ぶっ続けでやってもおやつの時間までかかったとも言う。そして私は、どちらかと言うと計算より暗記のほうが苦手だ。計算は目の前にとっかかりというか、ある意味計算していけば答えそのものがあると言えるけど、暗記は自分の頭の中にしか答えがないから苦手なのだ。

　ルスランは時計を見て、あー……と呻うめいた。

「もうこんな時間か。あいつ遅おそいな」

「王様が今をときめく大行列店の菓か子しをご所しよ望もうでしたからね！」

「ぎゃあああああ!?」

　机の向こう側からにょきっと生えてきた黒くろ髪かみの女性に、思わずルスランの腕うでを摑つかむ。二十代後半くらいの上品な女性は、小こ脇わきに抱かかえた包みを机の上にぽんっと載のせた。

「王おう妃ひ様、悲鳴可愛かわいくねぇなぁ」

「ロ、ロベリア!?」

「はーい、護衛なのに王妃様に男を近づけた罰ばつとして、三時間並ばなきゃ手に入らない菓子を買いに行かされたロベリアちゃんですよぉ」

「あ、そんな理由だったんだ。なんかごめんね」

「王妃様の謝罪軽っ！」

　年上の綺麗な女性から酷ひどい酷いと嘆なげかれると、何だか自分が極ごく悪あく人にんになった気分だ。

「ロベリアさん、美味おいしいお茶が飲みたいです！」

「この上更さらに畳み掛かけて来よる！」

　極悪人なら極悪人らしく、最後まで悪を貫つらぬこう。びしっと挙手をしてお茶を注文したら、ロベリアはいーっと歯を剝むき出しにしてお茶を淹いれに行ってくれた。私も席を立ち、扉から半分だけ身体からだを出して見送る。

「お菓子一いつ緒しよに食べようねー」

「王妃様、飴あめと鞭むちうまいね！」

　ロベリアは曲がり角でくるりと振ふり向いて、両方の指先を私に向けた。私も同じポーズを返してから部屋に戻もどると、ルスランが呆あきれた顔をしていた。

「褒ほめられた」

「随ずい分ぶん仲良くなったようで」

「ロベリア、ノリいいよね」

「お前も相当だけどな」

「そうかな」

　自分の席に戻り、宿題を片づけてお茶に備える。少し考えて、雑誌の上にノートを載せる。友達がこれいいよと薦すすめてくれたから買ったけど、こういう雑誌って特集名をばばん！　と表紙に載せるから困るのだ。だって雑誌にはカバーをつけられない。でも。

　ちらりとルスランを見たら、視線は手元の書類に落とされていた。これなら、雑誌開いても良さそう、かな？

「ルスランの友達だからだよ。流石に全く関係ない人だったら、仲良くなるのもっと時間かかる」

「友達ではない」

「そうなの？」

「恐おそろしいこと言うな」

「えー……ねえ、ルスランって友達いる？」

「お前」

　さらりと答えられて胸が痛いわときめくわで、私の心の中は大おお忙いそがしだ。だが、嫌いやな予感もしてきた。

「私以外の友達は？」

「…………お前」

「…………家族は？」

「…………お前」

「…………妃きさきは？」

「…………お前」

「…………私、長生きするね」

「そうしてくれ」

　なんともいえない気持ちで書類から一いつ切さい視線を外さないルスランを見ていたけれど、肩かたの力を抜ぬいて私も雑誌を読み始める。椅子の上に体育座りして、足とお腹なかの間に隠かくしてしまえば、表紙は見えないだろう。何はともあれ『気になる男の子への神アプローチ特集』だ。先せん輩ぱいに片かた想おもいをしている片想い仲間の友達が、これを実じつ践せんしたら先輩の反応よかったと絶賛していたので私も試ためしてみたい。愛されている自覚は痛いほどあるけれど、恋こいされている自覚は皆かい無むなので、これをきっかけにほんのちょっとでも意識してもらえたらいいんだけど。

　えーと何々……さりげないボディタッチ！　ぺたりとルスランの背中に掌てのひらを置く。

　次はえーと……彼の好きな物に詳くわしくなろう！　お母さんが作ったカレイの煮につけだね。それは既すでに習ってる。分量覚えてないからレシピが無いと駄だ目めだけど、レシピがあればなんとかいける。今度は揚あげ物も教えてもらう予定だ。からあげは塩味より醬しよう油ゆ味派。

　えーと次……女の子らしい甘い香かおりで彼の意識を独り占じめ！　ルスランのほうがいい匂においするんだよなぁ。シャンプー替えてみようかな。次……。

「彼がよく行く店をリサーチして、鉢はち合あわせできるように頑がん張ばろう。これ下手するとストーカーじゃないか？」

「何時間も粘ねばらないで偶ぐう然ぜんを祈いのって一周するレベルなら許されないかな…………人が読んでる雑誌覗のぞき込まないでくれますか」

「人の背中に掌張りつけて意図を明かさないのやめてもらえますか」

　そ　う　だ　っ　た。

　すぐ実践できる距きよ離りにいたのでつい無意識に。ぱっと手を離はなしたと同時に、ぱっと雑誌を取り上げられた。あっ、と追った私の手より長いルスランの腕が伸のばされ、私の顔面が押さえられる。腕の長さに物を言わせた顔面確保社会、反対。鷲わし摑づかみにされた顔面を何とか解放した時には既に、ルスランは雑誌を自分の目線の高さに掲かかげて読み始めていた。

「『気になる男の子への神アプローチ特集』……珍めずらしい雑誌を買った上に、何を熱心に読んでるのかと思えば…………好きな奴やつが出来たのか？」

　片想いの相手へのアプローチ勉強を片想いの相手の前でするなんて、お前迂う闊かつ過ぎだろうと言われれば、その通りであると胸を張れる。でもこの迂闊さは、ばれても構わないという心の裏返しだ。私はそう何度も自分に言い聞かせ、すぅっと息を吸った。

「あなた用ですよ、あなた用」

「……何？」

「ほら、王妃として好きな人への態度ってどうすればいいのかなって勉強をですね！」

　ばれても構わないしいっそばれてほしいけど、そんな勇気があるのならとっくの昔に告白してるんですよ！

　長い片想いで培つちかってきたポーカーフェイスを総動員して取り繕つくろった私のきりっとした顔を見たルスランは、ぷはっと噴ふき出した。

「お前、真ま面じ目めだなぁ」

　まるで子どもみたいに屈くつ託たくなく笑う様子に、見事誤ご魔ま化かし切れたと確信してほっとする。誤魔化せなくてもよかったのになぁという気持ちと誤魔化せてよかったという気持ちは、今も私の中でせめぎ合っているけれど。しかし、両者拮きつ抗こうする気持ちの間を、子どもみたいに笑うルスラン可愛いー！　好きー！　という気持ちがぶっちぎりで駆かけ抜けていき、単独優勝を果たした。私の長い片想いがどんな形で続いてきたのか、大体これだけで説明できると思う。

「そうなんですよ、真面目なんですよ。友達にも、国家経営補ほ佐さってどんな勉強すればできるかって相談してたら通りすがりの先生が聞いてて『何だお前、政治家になりたいのか？』って言ってきたんだよ。すっごく分厚い参考書くれた……何であんなの持ってるの先生……」

「ははっ、災難だったなぁ」
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　それを相談したのは、本当は最近じゃなくてもうずっと前の話だけれど。結局、何を勉強すればいいのか分からないままだし。だけど、せめて学校の勉強は全部理解できるように、やらなきゃいけないことはサボらず、やってきた。字はまだちょっと雑だけどこれもちゃんと綺き麗れいに書けるようになりたいと思ってるし、苦手な暗記も……まあ……おいおい……。

　ルスランはぱらぱらと流し読んだ雑誌を私に返して、さっきのやりとりでぐしゃぐしゃになってしまった前まえ髪がみを指先でちょいちょいと直してくれた。

「でも、本当に好きな男が出来たら教えてくれよ。……せめて」

「……せめて？」

「一番に」

　せめての要求が結構図ずう々ずうしい。

「せめてお父さんとお母さんと友達に言う前に、相手の特とく徴ちようと性格と年ねん齢れいと趣しゆ味みと職業又またはクラスと出席番号、もしよければよく出入りする店や場所、出来れば住所を」

「私の好きな人が消されそうな気配がひしひしと」

　せめての要求が結構禍まが々まがしい。

「俺、そっちの世界にも行けるようになったんだよなぁ……」

「私の好きな人が消されそうな気配が超ちよう特とつ急きゆうで！」

　せめてのオブラートには包んでほしい。せめて！

「なんで消すの!?」

「そもそもお前はレミアム王家の血筋でもあるんだ！　俺が審しん査さした男じゃないと付き合わせないぞ！　俺の目が青い内はな！」

「青以外になるご予定はございますか！」

「一生ない」

　ないよね。知ってる。私も黒以外になる予定は今のところないのでそれは別にいいんだけど、どうしよう。ルスラン実は物もの凄すごく疲つかれてる？

「……大体、お前が誰だれかと付き合い始めたら、俺は誰と遊べばいいんだ……特に夜」

「私が遊んであげるよ!?」

　そんな子どもっぽい理由で消される私の好きな人が哀あわれでならない。確かに、学校や仕事が終わって夕飯食べてお風ふ呂ろ入って、後は寝ねるだけに入った態勢で、まったりのんびり白熱して遊ぶ至福の楽しさを逃のがしたくないのは分かる。分かるけど、そんな理由でルスランに消される私の好きなルスランが可哀かわい相そうだ。ルスランはルスランに謝ってほしいし、ルスランはルスランを消さないでほしいし、ルスランはせめてという言葉の健けな気げさをせめて知るべきである。

　そもそも他ほかの誰かを好きになる予定は全くないし、もし他の誰かと付き合っても家に帰れば普ふ通つうに遊べるではないか。

　これは答えてもルスランに私の恋心がばれる要素はないなと一いつ瞬しゆんで判断して答えたのに、ルスランは私の肩かたを両手で摑つかみ、真しん剣けんな顔をして言った。

「月子、付き合った男を放ほっといて、他の男と遊ぶのはアウトだ。忘れてるようだけど、俺一応男なんだ。付き合った男からすると、相手が俺でも絶対アウトだ」

「私の好きな人消すのはアウトじゃないの!?」

「……いいか、月子。基本的に恋こい仲なかになったら、恋人とその他とは線引きが必要になるんだ」

「いやそれはともかく、私の好きな人消すのはアウト……」

「いいか？　俺の部屋にいるのとは訳が違ちがうんだ。ベッドには軽々しく乗るんじゃないぞ。そもそも寝しん室しつには入るな。お菓か子しでつられてものこのこついていくな。かといってお前の部屋に呼ぶのも駄だ目めだ。もしどうしても呼ばなければならないことがあれば鏡台の扉とびらは開けておけ……デートに鏡台を持っていけば万ばん事じ解決じゃないか？」

　真面目な顔をして何を言っているのだ、私の好きな人は。私は私の好きなルスランとのデートに、私の好きなルスランが映っている鏡を持ち運ばなきゃいけないの？　手鏡のように？　肩かた凝こり必至のアイテムを？　なんかこう……小こ脇わきに抱かかえる感じで？

「私の知ってるデート風景と違う……」

「いや、いっそもう俺がデートに行けばいいのか……？」

「私は!?」

　私のデートから私が弾はじかれたこの悲しみ。私の好きなルスランと私の好きなルスランのデート。そりゃ眼福だろうし、幸福は感じるかもしれないけど、私は!?

　そしてルスランはきっと、相当疲れてる。そんなにも癒いやしを求めているのだろうか。私と遊んでいる時間を癒し判定してくれていることは嬉うれしいけれど、遊び相手確保の為ために私の好きなルスランを消す算段をつけないでほしい。

「お待たせー」

　吞のん気きな声と同時に扉が開き、お茶を載のせたカートと一いつ緒しよにロベリアが入ってきた。

「ロベリアー！」

「おー？　熱ねつ烈れつ歓かん迎げい。悪い悪い、茶の用意してたら他の侍じ女じよ達に日帰り王おう妃ひ様ってどんな方って囲まれちゃってさぁ」

　わーっと走り寄り、ロベリアの前で急停止する。腕うでを組んでそっぽを向いたルスランを指さす。うわ無礼とロベリアが呟つぶやいた。

「ルスランが私のデートに行こうとする！」

「うわっ、何!?　それと出で得え戸とって何!?」

「恋人同士で出かけることだよ！」

「王妃様の出得戸に？　王様が？　行くの？」

　ロベリアは変な顔になった。

「……当たり前じゃね？」

「私の好きな人消そうとするんだよ!?」

「……大問題じゃね？」

「でしょ!?」

「恐おそらく俺の思ってる大問題と王妃様の言ってる大問題は嚙かみ合ってない気がするけど、なんでお二方は俺が茶を淹いれに行ってたほんの僅わずかな間で修しゆ羅ら場ばに!?」

　全くである。夫ふう婦ふって難しい。
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　今日は華か麗れいなる日曜日。いつもならぐーたら昼まで寝て、気まぐれに適当な教科を予習して、飽あきて、昼寝して、おやつ食べてゲームしながら、ルスランが鏡台の前に来るのを待っている日だったけれど、バイトをし始めてからは朝一で出勤している。私えらい。今朝はちょっと寝ね坊ぼうしかけたけど。

　空中庭園に引き続き水中庭園にも敗北した私は、今日は中庭にチャレンジしている。地面が浮うかんでおらず、水も浮いておらず、魔ま力りよくも必要としない素す晴ばらしい場所だ。世界はこんなにも輝かがやいている。

「あ、そこの橋魔力いるからちょっと待ってな」

　後ろを歩いていたロベリアが私を追い抜ぬき、先せん端たんに菱ひし形がたの石が浮いている棒の上に手をかざした。訂てい正せいしよう。魔力は普通にいる。

　世界はこんなに輝いているけれど、水路は地上を這はい回っているし、あちこちに魔力必ひつ須すの小細工が施ほどこされている。これが、ちょこざいな！　と避よけられるタイプの小細工ならともかく、普通に散策する為の必須箇か所しよに設置されているので、この中庭にも私が敗北宣言する日はそう遠くはないだろう。

　とにかく、魔力で人の気配を察知するシステムは早急にどうにかすべきだ。人の気配を察知しなければスプリンクラーよろしく水をぶちまけている噴ふん水すいが止まらない仕様は、本当に今すぐどうにかしたほうがいいと思う。設計者は今すぐ名乗り出て、噴水が途と切ぎれるまで延々と待ち続けた私に謝ってほしい。そして、そんな私を放置してうとうとしていたロベリアは今日も美味おいしいお菓子を買いに行ってほしい。まじ許すまじ。

　この世界本当に魔力０に厳しすぎる。昨日の水中庭園も、魔術でなんやかんやして水すい壁へきを避けていると思いきや、個々の魔力に反応して水壁が避けているだけだと聞いたときの悲しみ。魔術ですらなかった。何でも、水壁を整えるために魔術を使っているため、変に他の魔術と反応して水壁が壊こわれても困るので、あの中では魔術が使えないよう黄き水ずい晶しように制限をかける『黄き喰ぐい』と呼ばれる特とく殊しゆな石が設置されているのだという。だから水中庭園では黄水晶が使えず、黄水晶が使えなければ魔術が使えない。だから、水中庭園内では魔術が使用できないのだ。

　黄水晶がなくても魔力が使えるルスランには、黄水晶が使えようが使えまいが関係ない話だけど。更さらに魔力が０の私にも一いつ切さい関係のない話だけども！




「王妃様ってさぁ」

「んー？」

　水面をスライドするように橋板が滑すべり出てくる……いやこれ板かな……ガラスや氷っぽい。透とう明めいな推定ガラスはそれぞれが薄うつすら色づいて、向こうに行けば行くほど色が濃こくなってグラデーションが綺き麗れいだ。透明な内部は花や葉っぱが飾かざられていて可愛かわいい。

　可愛いのだけど、何な故ぜこんなにも滑りそうな橋なのか。どうしてみんな滑らないのか。デザイン重視じゃなくて機能性を重視したほうがいいと思う。特に通路は。もっというなら、魔力０にも優やさしい町づくりを推すい奨しようして頂きたい。

　魔力０に厳しい町づくりのファンタジーな橋にそぉーっと足を踏ふみ出す。

「夫婦仲、よくないの？」

　ロベリアは、私の足と同じくらいそぉーっと聞いてきた。

「え……よくなく見える？」

「いや、全然。寧むしろ溺でき愛あいしてるように見える」

「あ、よかった」

　そうそう、私達の愛は溺愛だ。ただし、あの日急きゆう遽きよ結けつ婚こんすることになった即そく席せきの出来愛だけど。出来合いのおかずのほうがもうちょっと計画性がある、即席仕様、出来愛仕立て結婚だった。本日の錯さく乱らんメニューでございますから発生した結婚は、一応今日までつつがなく続いているので定番メニューと考えても大だい丈じよう夫ぶなはずだ。本日のおすすめ、日帰り王妃でございます。日ひ替がわり王妃じゃないんで、そこんとこよろしくお願いします。

「特に王様はすげぇそう見える。だってさ、昨日どこから現れたんだよ。王妃様の居場所常に把は握あくしてんの？　こえぇよ……」

「あー……かもねぇ」

「かもねぇって……吞気だなぁ、王妃様」

「ルスランは怖こわがりだから」

「……王妃様、誰だれの話してるか分かってる？　え？　俺達ちゃんと嚙み合ってる？　同じ世界に生きてる？」

「生まれた世界は読んで字のごとく違うね……おぉ、不思議橋」

　橋板は何枚も滑り出てきたけれど、いざ足を踏み出してみると長い一枚になっていた。不思議橋だけど、今いま更さらこんなことで飛び跳はねて驚おどろかないくらいには慣れてきた。

「……まあ、何はともあれ、王様今日は無理そうだけど」

「ルスラン忙いそがしいの？　いつも忙しそうだけど」

　鼻歌を歌いながら、ご機き嫌げんで橋の上に進み出る。滑っても制服だしいいやーと思ったけど、制服だからこそ明日あした学校だからまずいか……？　と頭を過よぎり、心持ち慎しん重ちようさを足して歩く。その後ろを、しずしずおどおど、全く危なげなくロベリアがついてくる。

「王様は溺愛してるように見えるけど、王妃様は相変わらずよく分かんねぇんだよなぁ。吞気だし、毎日ひょいひょい日帰ってるし」

「学生は学業が本分なんで、毎日ひょいひょい日帰るよ、私は！」

　水路はあっという間に川になって湖に辿たどりついた。池かもしれないけど大きいから湖ということにしておこう。そもそも、池と湖の違ちがいって何だろう。大きさ？　深さ？

　それにしても、ここは中庭だと何回言えばいいのだ。空中庭園といい水中庭園といい、ちょっとした空間が無い。今まで見たのは、ちょっとしすぎている大規模な空間だけである。

　入場料払はらって入ってきたほうが納なつ得とくできる美しい光景がそこらじゅうに転がっているので、うっかりこれが普ふ通つうだと錯さつ覚かくしてしまいそうだ。

「あ、魚」

　こっちの魚達は水中庭園の魚のようにＬＥＤ内蔵を疑うような光は放っていないけど、太陽の光を鱗うろこが反射してきらきらして綺麗だ。前を見ても後ろを見ても、橋を渡わたろうとしている人はいないので、橋の途と中ちゆうでしゃがみこんで水面を覗のぞき込む。小さな魚、大きな魚、一色の魚、欲張り色の魚。欲張り色の魚は、虹にじ色いろくらいにしといたらいいのに、鱗一枚一枚色が違う。凄すごい、特選レベルだ。そんな中、底のほうで影かげが揺ゆれているのに気付いた。じぃっと目を凝こらしていると、徐じよ々じよに上がってきたことでそれも魚だと分かった。

「君、水中庭園にいた子に似てるねー」

　黒っぽいというか灰色というか、藍あいにも見えるし茶にも見える。よく分からない色だ。

「君の色のズボン欲しいなー」

「えー、欲しいかー？　地味じゃね？」

「上を明るい色にしたらいいじゃん。それか鞄かばんとか靴くつ」

「帽ぼう子しとかもありだな」

「あー、私帽子あんまり得意じゃない。頭小さいからサイズが合わないんだよね」

「細さい頭ず？」

「あれ？　なんか発音が凄い変だった気がする」

　西洋風でありながら、当然異世界であるこの世界では、どうやらカタカナで表記される系の言葉だとうまく通じないものがあるようだ。たまに『それいまどんな字を当てはめた？』という発音で返ってくることがあった。

「ロベリア、フレンドリーって言ってみて？」

「腐ふ憐れん鳥どり？」

　これである。彼の中でどんな字が当てはめられているのか私には分からないけれど、絶対フレンドリーな展開にならないことだけは分かった。

　手を伸のばして、水面に指をつける。

「魚くーん、おいでー」

「魚は人間の体温でも火傷やけどするから触さわんねぇほうがいいぞ」

「え!?　それはまずい……ご飯も持ってないのに呼んじゃってごめんね、魚くん」

　上がってきてくれた魚に触らないよう、慌あわてて手を引っ込める。魚はぱしゃんと水面付近で跳ねて、ぐんぐん底に戻もどっていった。

　よっと立ち上がって、目的地目指して歩く。

「座れるところってこの先？」

　進行方向を指さしたら、ロベリアはそうそうと頷うなずいた。今日の拠きよ点てんは、この中庭にある東あずま屋やを予定している。空中庭園に続いて水中庭園にも惨ざん敗ぱいした私のせいで毎日拠点を変えなければならないけれど、ロベリアは特に気にした様子もなくいろいろ候補を探してきてくれる。けれど、気のせいだろうか。回を重ねるごとに、王おう妃ひの休きゆう憩けい場所というより、彼のお昼ひる寝ねスポットに案内されているような気がしてきた。

「奥まったとこにあるから滅めつ多たに人来ないぜ。だからこそ、来てる奴やつは大たい抵てい訳あり」

「えぇー……先客いたら進むのも戻るのも気まずいじゃん……」

「まあ、ほんと滅多にいないか、ら…………」

　橋を渡り切り、魔力必須ボタンが無くても最初から設置されている地面という素す晴ばらしい足場に到とう着ちやくする。渡ってしまえば多少前を見てなくても平気なので、後ろのロベリアを見ながら話す。だが、不自然に口を閉とざしたロベリアに嫌いやな予感がして、視線を前に戻した。

「お、王妃様……ど、どうしましょう……」

　きちんと手入れされているお城の中では珍めずらしく、生おい茂しげった森みたいに重なって植えられた木の陰かげに、白い屋根が見える。木々に埋うもれる形で建っているこぢんまりとした可愛い東屋が、本日の拠点なのだろう。だが、おどおどロベリアになったということは既すでに先客がいるらしい。仕方がない、引き返すかと足を止めたら、呻うめき声がした。

「えぇー……」

　なんだか聞いたことがあるぞと、嫌な予感しかしない。嫌な予感はするけれど、具合が悪い人がいるなら見捨てていく訳にはいかない。しかもこんな人通りのない場所で何かあったらと思うと、一応確かく認にんだけでもしていかなければならないだろう。たとえ、ロベリアがうへぇという顔で私の袖そでを摑つかみ、首を振ふっていたとしても。

　木の陰からそぉっと東屋のほうを覗き込んだら、きらきら金きん髪ぱつの青年が椅い子すに頭をつける形で地面に蹲うずくまって呻いていた。

　帰ればよかった、東屋散歩。

　しかも、人の気配に気づいたのか、金髪の頭が上がり、私達を見てべそりと呻く。

「お、王妃様……うっ……」

　嘆なげいているのか呻いているのかよく分からない声で呼ばれて、私とロベリアは天を仰あおいだ。

　人はこれを自じ業ごう自得と呼ぶ。




　王妃バイトって難しいし、夫ふう婦ふ関係も難しい。でも。

「おわ、終わりです、ロ、ローウン、家、お、おわ、終わり」

　いま一番難しいのは、中庭の隅すみの東屋で、真っ青な顔で呻きながら延々と嘆き続ける人への正しい対処の仕方である。

「ト、トンサ様がこれはただ事情を聞いているだけだと、直々、直々に、毎日っ……」

「大事なことだから直接伝えてるんじゃないでしょうかね。知りませんけど」

「つまりこれは、そう思わせて油断させておいてぼろを出すのを待っている作戦に違いなく……もうローウン家が犯人だと確信を持っているが故ゆえの罠わなが、罠がっ……やっぱり犯人は僕っ」

「えぇー……」

　呻いている間は背中を擦さすってあげたのだけど、現在は盛大に嘆いているだけなので私は隣となりに座っているだけだ。昨日の今日だし医務室いきましょうよと何度も誘さそったのだけど、昔からよくあることで時間が経たてば治るのだと言い張って動こうとしない。

　何でも、緊きん張ちようが極限に達すると具合が悪くなる体質らしい。じっとしているのが一番の対処法だそうだけど、そうはいっても、顔が真っ青を通り越こして真っ白になっている人を放置していくこともできず、結局隣に腰こしを下ろしてしまった。そして延々と嘆きを聞いているというわけだ。

「ただでさえ家の立場が危あやういというときに、王妃様に無礼を働いてしまうなんて……ドレスをお召めしでなかったというだけで王妃様と気づかなかった無能な僕の未来は潰ついえました……」

「具合が悪いときはお互たがい様なんでその辺りは気にしないでください。ルスランにも言っときます。お家の立場に関してはよく分かりませんけど頑がん張ばってください。それと、何度も繰くり返しになっちゃって申し訳ないんですが、やっぱり顔色ひっどいんで、横になりませんか？」

「そんな、王妃様の膝ひざ枕まくらだなんて恐おそれ多いことは！」

「やっぱり急激に元気になってますねっ、さっきまでのへろへろ具合どこ行ったんですか！　そして誰だれがそんなサービスするって言いましたか！」

「猿さる美び酒しゆ？　王妃様の世界には随ずい分ぶん変わったお酒があるのですね」

「……お酒？」

　私はまだ未成年なのでお酒は飲めない。私も青年も首を傾かしげあっていたけれど、そういえばと大事なことを思いだした。

「あの、すみません。今いま更さらなんですが、お名前は？」

「え!?　今更!?」

「そういえば名前を聞いてなかったなと。私は月子です。ルスランの妃きさきです」

「はあ、存じ上げております」

「存じ上げられておりましたか。家名がウーロンさんなのは聞いたんですけど、名前はまだだったなぁと」

　昨日は自己紹しよう介かいどころじゃなかったのだ。あの状じよう況きようで吞のん気きに自己紹介を交かわせる余よ裕ゆうは青年にはどう見てもなかったし、私は普ふ通つうに忘れていた。ここで名前を聞いて名乗りを済ませたところで、ではではそういうことで、それでは失礼しますと華か麗れいに撤てつ収しゆうできたらいいなと作戦を立てる。

　これは角を立てずこの場を去ることのできる素晴らしい流れではないだろうか。とてもよい作戦を立てられた私は、いい王妃に一歩近づけたんじゃないかな。

　自画自賛して悦えつに入っていた私に、青年は儚はかなげで悲しげな笑え顔がおを向けた。

「ローウンでございます、王妃様……」

「え？」

「僕の名は、リーメイ・ローウンと申します……」

「………………どうも、すみませんでした」

　華麗なる作戦は、私の手によって木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ったため、私はもうしばらくここにいることになりそうだ。




「くっ……今日に限ってルスランは来られないという……そう見せかけて実は来られるとか…………ないんだね」

　こくんと頷いたロベリアは、そっと下がって元の位置に戻った。こうして見ると本当に大人しい女の子だ。この人私と二人のとき胡坐あぐらかいて太ふと腿もも引っ叩ぱたいてますよと言っても誰も信じてくれないだろう。……ルスラン然しかりロベリア然り、私と二人のとき気を抜ぬきすぎじゃなかろうか。別にいいけど。

「何はともあれ、リーメイさんは一回病院でちゃんと診みてもらったほうがいいですよ。ああなったときって痛むんですか？」

「全身を内側から切り裂さかれているような痛みがあります」

「救急車──！」

　こっちが冷や汗あせをかきそうなことをさらりと答えられて、思わず叫さけんでしまった。そんなとんでも状態だなんて聞いていない。そんな激痛に耐たえた後とは思えない様子で、リーメイさんはぽりぽりと頰ほおを搔かいている。はあ、と、間が抜けた声で返事がきた。

「キュルキュルシャが何かは存じませんが、これはいつものことでして。姉上も放ほうっておけば治ると言っていましたし」

「お姉さんがいるんですか？」

「はい、あ……そうだったぁー……」

「なんで急に落ち込むんですか！」

　蹲ったり嘆いたり復活したり項うな垂だれたり、リーメイさんは忙いそがしい人だ。

「僕、姉上から、せっかく結けつ婚こん式に参加するのだから機会があれば是ぜ非ひ王おう妃ひ様にお伺うかがいしてくるようにと命令……頼たのみ事をされていたんだった……」

　ちょっと本心が漏もれ出ていた気がするけれど、聞かなかったことにしておこう。古今東西、兄弟姉妹事情は尊くも難しく、軽々しく他人が関かかわるべきではない。特に一人っ子には、共感もアドバイスもできないのだ。

「何ですか？　答えられるかどうかは知りませんけど、聞くだけなら聞きますよ？　聞くだけなら」

　名前を間ま違ちがえた負い目もあるし、聞くだけなら問題ない。聞くだけだけどと、もう一回念を押してリーメイさんを見たら、彼は地じ獄ごくに仏みたいな顔で私を見ていた。……え？　お姉さんそんな怖こわいの？　ごめん、聞くだけも無理そう。

　舌の根の乾かわかぬうちに前言撤回しようとしたけど、リーメイさんは既に話し始めていた。一歩遅おそかったようだ。

「えーと……昨今では女性の自立と自由が叫ばれ始めましたが、その件について王妃様はどのようなお考えをお持ちの方ですか、とのこと、なのですが……あ、やめて、首を飛ばさないで！」

「物ぶつ騒そうな冤えん罪ざい吹ふっかけないでください！　飛ばしませんよ！　大体、物理的にも権力的にも、私にそんな力あるわけないじゃないですか」

「え、でも……ルスラン王の王妃様ですから……」

　びくびくと脅おびえながら見てくるリーメイさんに、乾いた愛あい想そ笑いを向ける。他ほかにどうしろっていうのだ。その話題には触ふれず、彼のお姉さんからの命令、もとい質問に答えることにした。

「その問題に関しては、私の世界でも以前から言われてますけど、今度は差別と区別の違いの問題が出てきてますし、いろいろ難しいこととか大変なことあると思いますけど、みんな自由だったらいいなって思います。私も自由にやらせてもらえて、ありがたいです」

「王妃様は自由であらせられるのですか!?」

「え!?　そう見えない!?」

　我ながら好き放題やっていると思っていただけに、リーメイさんの顔面にでかでかとびっくりしたと書いてあってびっくりした。え？　私好き勝手やってるよね？　とロベリアを見れば、チベットスナギツネみたいな顔をしていた。え？　それどういう意味が込められてる顔？

「リーメイさん、私すっごい自由ですよね!?」

「リーメイで結構でございます、が……王妃様は、国王陛下のご命令で城から一歩も出ないわけではないのですか？」

　恐る恐る言われた言葉に、ぱちりと瞬まばたきする。そんな風に見られていたとは思わなかった。

「お城以外もいずれ行ってみたいとは思いますけど、今はお城の中だけでも見慣れないものだらけで楽しいですし、町に行ってみようと思いつきませんでした。もうちょっと慣れたら行ってみたいです。ルスランも時間があれば誘ってみたいですけど、時間なさそうだなぁ……」

「王妃様は……その……失礼ながら、陛下が恐ろしいが故ゆえに城の外に出ることを言い出せず、また宝石などをねだることも出来ず、早々に帰ってしまわれるのだと耳にしました……」

「えぇー……」

　本当に失礼だった。

「故に、何かございましたら、微び力りよくながらこのリーメイがお力ちから添ぞえ致いたします……」

　言いにくそうに言い始めたリーメイさんは、言い終わるまでにどんどん萎しおれていく。

　それにしても、日帰り王妃と呼ばれていることは知っていたけど、まさかルスランへの悪評に繫つながる何かへ変へん貌ぼうを遂とげているとは知らなかった。お城テーマパークで満たされていた私の異世界への好こう奇き心しんが、まさかルスランへのＤＶ亭てい主しゆ疑ぎ惑わくに繫がっていたとは。なんてことだ。噂うわさって怖い。

　私は慌あわてて頭の中で返答を組み立てた。私はルスランの味方なのに、ルスランへの悪評製造機になるわけにはいかない。その為ためには、考えなしにつるつる言葉を発していてはいけないのだ。丁てい寧ねいに、今回みたいに有り得もしない事態の裏付けにされてしまわないよう、言葉を選ぶ。

「私は、私がルスランの近くにいたいからいるだけで、ルスランからどこかに行くことを止められてるわけじゃないです。私、自由って選べることだと思ってるんです。選せん択たく肢しがあって、それを選べることが、私にとっての自由です。だから私はいま、自分で選んで、一いつ緒しよにいたい人と一緒にいられて人生絶頂です。どうもありがとうございま……いや、絶頂だったら落ちてく一方だな……それ困る……えーと……いま幸せ大成長期なんで、ハッピーハッピーです」

「……反比？」

　不思議そうに聞き返してきたリーメイさんに、私は静かに目を閉じた。

　ルスラン、翻ほん訳やく機能もっと改善したの使ってもらえませんか。皆みなさん聞き流すってことをせずに逐ちく一いち突つっ込んでくれるからカタカナ表記される類たぐいが通じてないのは分かるけど、私からしたら外国人に見える皆みんなに英語的な扱あつかいの単語が通じないこの違い和わ感かんと不便さ。翻訳機能が万ばん全ぜんでないのなら、私がそういった言葉を使わないようにするしかないのだけどうっかり使っちゃうのだ。……あれ？　結局私が悪いのか？

　自分の中で出た結論は横に措おいておくことにした。だってこれ、一朝一いつ夕せきでどうにか出来る問題じゃない。カタカナ表記される言葉って、日常的に使う単語いっぱいあるのだ。

　私はリーメイさんを見て、誤ご魔ま化かすようにへらりと笑った。

「ようするに、ルスランといられて幸せだってことです。だから私は、ルスランといる限り、ずっと自由ですよ」

　いろいろあるけれど、それだけあればなんとかなる。私は、ポケットの中に突つっ込んでいる単語帳をスカートの上から触さわり、一人で満足した。




　私達が東あずま屋やをお暇いとまする段階になっても、リーメイさんはまだ立ち上がろうとしなかった。症しよう状じようは今一よく分からないけれど、身体からだの内側から切り裂かれるような激痛をもたらす症状を持っている人を流石さすがに人ひと気けのない場所で一人にはできないので、一緒に移動してもらった。人気どころか人の目のある場所まで移動して、無理はしないことと、何かあったらすぐ医務室に行くことを念押しして別れた。

　彼は人目のある場所に置いてきたけれど、私達は人気のない場所を目指す。元々人気のない場所でまったりする予定だったのだ。次はどんな隠かくれスポットを教えてくれるのかなとわくわくしながら歩いていると、ロベリアはぴたりと足を止めた。

「なあ、王妃様」

「ん？」

「王妃様の知らない王様、見たくない？」

　急に周囲の音が遠ざかった気がした。ざぁっと流れた風の音だけが鮮せん明めいで、全すべての喧けん騒そうはどこか遠くで膜まくの中にしまわれてしまったみたいだ。風は私とロベリアの髪かみも纏まとめて巻き上げ、どこかに流れていった。

　その風は追わず、視線はロベリアに固定する。さっきの言葉以降黙だまったままのロベリアは、真しん剣けんな顔でも、無表情でもない。でも、へらへら笑っているわけでも、怒おこっているわけでもない。強しいていうなら笑えみだけれど、笑っていると判断するにはとても静かな表情だ。

　それだけで、ふざけているわけではないと分かった。そもそも、ふざけてするには少々危険な質問だったから、最初からふざけているとは思っていない。

　ちょっと考えて、言葉を選ぶ。

「なんで、って、聞いていい？」

「知ったほうがいいと思ったからじゃ理由にならねぇ？」

　考えて言葉を選ぶ私に対し、ロベリアはほとんど沈ちん黙もくしない。最初から選んできているからだ。ということは、つまり。静かな表情を浮うかべているロベリアに対し、私はいつものへらりとした笑顔を向けた。ロベリアの眉まゆ毛げがちょびっと動く。

「私のこと、試ためしてたでしょ」

　ちょくちょくそういう気配はあった。私に選ばせるときとか、ルスランのことを話してくれたときとか、大人しい瞳ひとみがじぃっと私を見ていた。

「見み極きわめてたって言ってくれ。……まあ、これは俺だけの判断じゃないとだけ」

「ふーん」

「怒るなよ。あの方は俺達の唯ゆい一いつの王であり、世界で唯一の独立国家レミアムを統すべる方なんだ。あの方が討うたれれば、世界は協会の支配から逃のがれる術すべを永久に失うってことだ。一の騎き士しであり……乳ち兄きよう弟だいである方でさえ側そばには置かず追い出してしまう方が、傍そばに置くと言い出したんだ。それがあの方を傷つける結果にならないよう、見極めるのは当たり前だ」

「怒ったりしないよ。お眼鏡に適かなったから教えてくれたんでしょう？　試すのは当たり前だよ。だって私、得体の知れない日帰り王おう妃ひだし！　……それに」

「それに？」

　やっといつもの動きのある表情に戻もどったロベリアに、今度は私がちょっとだけ表情を作るのを失敗した。笑みになろうとして失敗したそれは、大体泣き出しそうな顔になっちゃうからあんまり好きじゃないのに。

「得体の知れない私を傍に置くルスランを、心配してくれる人がいなかったらどうしようって思ってた」

　ルスランは一人だ。一人なのだ。王は孤こ独どくな仕事だと、そう言ってしまえばそれまでだけど、それだけじゃなくて、ルスランは誰だれも傍には置かない。置くことができない。だってあの人は。

「ルスランは、誰も信じられないから」

　そして多分、そういう意味では私のことも……いや、誰より私を信じていない。だから、私がこの世界に来る方法を探すことを止やめてしまったのだと、本当は知っていた。

「だからロベリア、私につけられちゃったんでしょう？　優ゆう秀しゆうなのに貧びん乏ぼうくじだ……」

「自分で貧乏くじって言うのかよ……」

　なんて貧乏くじを……可哀かわい相そうに……と憐あわれんでいたはずが、物もの凄すごく哀あわれな者を見る目で見返された。

「でも、ルスランからよっぽど信しん頼らいされてるんだね」

「……まあな。俺とルスラン様は、目的が同じだから」

「そうなんだ」

「……聞かねぇの？」

　歩き始めた私の後ろで、ロベリアは困った顔をしたまま一歩も動かない。ロベリアのこんな顔初めて見た。なんだか、叱しかられた子どもみたいだ。そんなに困った顔をされては、私は何かとても酷ひどいことをこの子にしてしまった気持ちになって、困ってしまう。

「話せる時とか話したい時とか、タイミング……機会……時機？　が合った時でいいよ。そもそも、話せないとか話したくないとかなら話さなくていいんだよ。別に、全部知ってるのが友達じゃないし、全部教えてくれなきゃ一緒にいられないんなら、家族とだって一緒にいられないじゃん。私、女友達になら言えても、お父さんには言いたくない話とか普ふ通つうにあるし」

　つまり、お父さんとは一緒にいられないということだろうか。私がお父さんが涙なみだ目めになる結論に至っている間に、ロベリアは歩を進めて私に近づいた。そして、くしゃっと笑った。

「……こりゃ参ったね。王妃様が王妃に見える」

「え!?　これでいいの!?　王妃の基準分っかんないなー」

　異世界の王妃事情が複雑なのか、それともただ私の感性が庶しよ民みんすぎるだけなのか、はたまたその両方か。なかなかに悩なやましい問題である。

　今度は先に立って案内してくれるロベリアの背中を見て、そっと呟つぶやく。

「それに多分……私、その目的知ってるんだ」

「──そう」

　独り言のつもりだった小さな声に、ロベリアは同じくらい小さな声でぽつりと答えた。




　石には、塊かたまりでばらばらと割れる石と、断面がぱきんと平らに割れる石がある。石の性質や名前などを詳くわしくは知らないけれど、それぞれの石はトンカチなどで叩たたいた音も違ちがう。がっがっと音を立ててお互たがいを砕くだき合うような石と、きぃんと澄すみきった音を立てて自らが割れるような石だ。

　ここには、澄んだ音が響ひびいている。私は周囲をぐるりと見回して驚おどろきの息を吐はいた。

　澄んだ音は、ガラスとも鈴すずとも違う。強いていうなら風ふう鈴りんに近い気もするけれど、やっぱりどっちかというと石に近いように思う。よく伸のびて震ふるえる、甲かん高だかいのに耳みみ障ざわりではない音を発しているのは、石の通路だった。

　青い宝石なのか水すい晶しようなのか分からないけど、凍こおりつくような寒さはないから氷ではないのだろう。ごつごつとした表面は明らかに石なのに、あまりに透すき通っているからガラスにも思える。

　そんな通路がずぅっと続いている。同じ光景がずっと続いているから、近くに行かないと曲がり角も分からない。そして、曲がり角があることにも驚いた。これは、本当に通路なのだ。

「ここは、本来ならルスラン様しか使っちゃいけない場所なんだ。というか、ルスラン様しか使えねぇし、使って良くても誰も使いたがらないんだ。ここでは黄水晶が使えねぇから」

　不思議で幻げん想そう的な光景に見み惚とれてしまう私の歩みはとても遅おそいけれど、ロベリアはつかず離はなれずの距きよ離りで前を歩いている。急せかしも置いていきもせず、歩調を合わせてくれていた。

「魔ま術じゆつの使えない場所ってこと？」

「ルスラン様以外はな。この青い石には、黄き喰ぐい石と同じ性質がある。っていうか、これが結けつ晶しよう化かしたものが黄喰い石として使われてる。これは、その原石。王妃様も、ここ一回使ってるはずだぜ」

「いつ!?」

　初耳だ。驚いている私に、ロベリアは首を傾かしげた。

「王妃様が初めてこっちの世界来た日。ルスラン様が一いつ瞬しゆんで部屋に戻られたって聞いたから、ここ使ったんだろ？」

「ルスランの顔しか見てなかった……美形だなぁと……気づいたらルスランの部屋だった」

「勿もつ体たいないなぁ！　条件が決まっているとはいえ、瞬間移動できるのはルスラン様だけなんだぜ？」

「そうなんだ!?　っていうかあれ瞬間移動だったんだ……勿体ないことした。今度やってもらお」

「全然勿体ない感がねぇ！　すげぇお手軽な感じでやってもらおうとしてる！」

「えー!?」

　それにしても、初めてこの世界に来たときは、異世界に来た以外でもそんなに貴重な経験をしていたのか。全部が物もの珍めずらしくて、何が普通で何が珍しいのか全然分からなかったので、確かに勿体ないことをした。今でも何が普通で何が珍しいかは全く分からないけど。

　青い石の壁かべをぺたぺた触さわりながらゆっくり歩いている間も、ロベリアはたまに何もない場所を指さしては「ここが階段裏」「ここが本ほん棚だな裏」「ここは暖だん炉ろの中に出るから迂う闊かつに触るとすっげぇ熱い」と教えてくれる。顔を近づけてまじまじと見たら初めて石の間に境目が見えた。目が慣れてくればなんとか分かる。

　ロベリアは指先で青い壁を撫なでた。

「この石自体が特とく殊しゆだから、城の中であればルスラン様はわざわざ扉とびらを使わなくても行き来できるんだぜ。だからルスラン様はたまに使われてる。王妃様連れてここ通ったときも、一いつ旦たんここを経由して寝しん室しつに戻られたはずだ。でもこの通路、絶対に誰かを連れては使わないんだ。だから、王妃様を連れてく時に使ったって聞いて驚いた。俺は鍵かぎを貰もらってるから自由に出入りできるけど。ここに入りさえすれば、後は純じゆん粋すいな肉にく弾だん戦だ。俺実はさ、肉弾戦も強いんだ。だから重宝してもらってるんだよ。黄喰いは敵も味方も同条件にさせるから、その上で役に立てる人間は重宝されるんだ。だけどまあ、まさか大事に抱かかえ込んでた王妃様の護衛にされるとは思わなかったけどなぁー」

「災難だねぇ。ご愁しゆう傷しよう様さまです」

「……王妃様さぁ、もうちょっと自己評価高く持とうぜ。胸張って高らかに『わたくしの護衛を務めさせてあげるわ。光栄に思いなさい。そして死んでおいきなさい！』くらい言わなきゃ」

「えぇー……」

　ちょっとの高さがエベレスト。自分に自信を持つのは悪いことじゃないけど、そんなエベレストだって恥はじ入るレベルの自己評価の高さを持つには、私はまだまだ足りないことばかりなので、今はちょっと『私の護衛を務めさせられるんだ、災難だね……』くらいのレベルで勘かん弁べんして頂きたい。




　右も左も、下手をすると前も後ろも分からなくなる青い廊ろう下かをしばらく歩いていると、ロベリアが突とつ然ぜんぴたりと足を止めた。立ち止まった位置の壁をよく見ると、薄うつすら境目が見えて、ここが扉なのだと分かった。

　目印なんて一いつ切さいないのにどうやって判断しているのだろう。ここでは魔術が使えないとのことだから、感覚と肉眼で判断するしかないはずだ。

「こっから先、静かにな。すぐそこが会議室だから」

「……今いま更さらだけど、会議室って部外者入って大だい丈じよう夫ぶ？」

　会議をこそこそ盗ぬすみ聞き。どう好意的に見てもスパイだ。私のバイトは王妃だったはずなのに、いつのまにスパイミッションが始まっていたのか。

「今日集まってる面子メンツから考えて大丈夫だと思うし、秘ひ密みつ裏りのやつ決めるときはもっと奥の部屋を使うし。それに、俺は入る許可があるぜ！」

「私は!?」

「……………………」

「ロベリアさん!?」

「…………黙だまってたら、いいんじゃね？」

　黙ってないと駄だ目めというわけですね。了りよう解かいしました。私は口元で指二本を交差させてバッテンを作った。ロベリアは怪け訝げんそうな顔で首を傾げる。そして、不思議そうに手を持ち上げ自分の口元でバッテンを作った。訳が分からないのに付き合ってくれるロベリアは、かなりいい人だ。

「というか、黙っててくれねぇと俺が王様に殺される」

　頷うなずいて了承の意を伝える。バッテンを作ったままそう言ったロベリアは、やっぱりお口バッテンの意味は分かってないらしい。

　そして、何な故ぜかしゃがんだロベリアが鍵を壁に近づける。すると、鍵の形がぐにゃりと変わった。どうやら扉ごとに鍵の形が違うようだ。鍵一本に至るまで不思議ファンタジーとは、恐おそれ入りました。

「ここでは基本魔術使えねぇけど、この鍵を所持している人間は使えるんだ。まあ、ルスラン様には関係ない話だけど」

　この鍵一本で魔術行使と全扉の開かい錠じようができるなんて便利すぎる。マスターキーだ。

　マスターキーを鍵かぎ穴あながない場所に差し込むという、どこを切り取っても不思議しかないことをさらりとやってのけたロベリアの前で、きぃんと、およそ鍵が開いたとは思えない音がした。決して大きくはないけれど、妙みように響く澄んだ音に、中の人にばれないだろうかとぎょっとしたけれど、慌あわてていないロベリアの様子を見るに大丈夫のようだ。

　鍵を開けるときとは違い、ほとんど無音で開いた扉に、ロベリアがしゃがんでいた理由が分かった。ここの扉は普ふ通つうの扉と比べて半分ほどの大きさしかなかったからのようだ。ごそごそと四つん這ばいで中に入っていくロベリアの後を追う。まさかこの年ではいはいが必ひつ須す項こう目もくになるなんて思わなかった。物心つく前に履り修しゆうしておいてよかった。ありがとう赤ん坊ぼうの私。おかげではいはいも寝ね返がえりも匍ほ匐ふく前進もできるよ。努力ご苦労！

　進んだ先は、また壁だった。通路の扉が開くぎりぎりのスペースの先すぐに壁がある。狭せまくて薄うす暗ぐらい空間は左右に広がっていて、ここもまた一つの通路のようだ。通路の扉を開けたらまた通路で、お城って迷めい路ろみたい。そして、ルスランが通路を瞬間移動で省略した理由がなんとなく分かった。壁の裏をはいはいで進む王様。その辺のホラーより怖こわいし、王様に対しての夢はずたぼろになるので皆みんなの夢はしっかり守って、これからもこの通路を使用するときは瞬間移動を貫つらぬいてほしい。

　扉が小さいだけで、二つめの通路は立って歩ける高さがあった。けれどロベリアは中ちゆう腰ごしのまま進んでいく。はいはいの後に中腰はきついけれど、その苦行からはすぐに解放された。さほど歩かず、ロベリアが止まったからだ。膝ひざ立だちになり、壁に向かって何かをしているロベリアの隣となりに私も膝立ちで並び、その手元を覗のぞきこむ。

　ロベリアは、壁に爪つめを差し込んでゆっくりと開いていく。小指ほどの大きさが開いたら黙ってそこを指さし、横にずれた。そしてずれた先でも同じことをしている。もう一個小指ほどの大きさのスペースが開きそこを覗きこんでいる姿を見て、これが覗き穴あなだと気づいた。

　そぉっと覗きこんだ狭い視界の中では、二十人弱の知らない人達が楕だ円えん形の大きなテーブルを囲って座っていた。老ろう若にやく男なん女によ、といいたいけれど、老男女といったところだ。若くても私のお父さんくらいの年ねん齢れいはいっていそうだ。

　その人達を、私は見下ろしている。中腰の位置に開けられた覗き穴なのに、座っている人達を頭の上から見下ろしているので不思議だ。いつのまに一階分上がったのだろう。不思議通路は、不思議建造物でもあった。もうこれ迷路でいいんじゃないかな。

　ぐるりと見回したけど、ルスランはいないようだ。

　楕円形のテーブルを囲っている人達は、皆みな一様に難しい顔をしていた。

「やはり、協会と和解の道を選んだ方が先の為ためにはいいのではないか」

「何度も同じことを……そのことは結論が出ているではないか」

「協会と手を組む利点は最も早はやなく、悪あく癖へきばかりを生んでいるだろう」

「ならばせめて、あの王おう妃ひではなく他ほかの娘むすめにすべきだったのではないか」

　難しい顔をした人達の会話の中に、突然私の話題が出てきてびっくりする。……私の話題でいいんだよね？　他に王妃いないから私でいいんだよね？　え？　いないよね!?　いたら浮うわ気きだよ、ルスラン！

「トンサ殿どのは近くで拝見したと伺うかがっているが。王妃は、どのような御お方かたであったか」

　聞き覚えのある名前に視線を巡めぐらせれば、見覚えのある顔に辿たどりついた。会った回数や喋しやべった回数を考えると、限りなく初対面に近い赤の他人なのだけど、正しよう真しん正しよう銘めい見知らぬ他人が勢せい揃ぞろいしている中で見たら、まるで旧知の友を見つけた気持ちになる。まあ、実態は喋ったことすらなく同じ部屋に一度だけいましたレベルの知り合いなのだけど。

　見も知らぬではなくても、見たけど知らぬレベルのおじさんは、困ったように唸うなった。

「一度だけです。王の隣におられる御姿を拝見しただけなので何とも申せませんが、お元気そうな御方でした」

「王妃については、未いまだその程度の情報しかないのか」

　だよね。私もあのレベルでしか知らない人に対してどうって聞かれたら、その程度しか答えられない。困るよね、なんか大変なときにとばっちりでごめんね、おじさん。

　全然心構えがないときに見知らぬ人達の口から飛び出す自分の存在は、びっくりするくらい心臓に悪い。何を言われるのだろうとどきどきする。恐らくいいことではないのだろうと彼らの声こわ音ねから想像がついてしまうだけに余計怖い。

「現在、協会を拒こばめているのは王のお力があってこそ。だが、あの王妃は魔ま力りよくを全く持っていないのだぞ。もしもお世よ継つぎまでそのような事態となっては協会に付け込まれる。一度離り脱だつした上で飲みこまれれば、レミアムは下位の扱あつかいどころか隷れい属ぞくの位置に置かれるぞ。それならば条件をつけられるうちに有利な取引をした上で協会に属するべきではないのか」

「リュスティナ様の血を継いでいるのは間ま違ちがいない。黄き水ずい晶しようを使わずに魔術を使えるのは世界広しといえどレミアムの、それも王族のみ。リュスティナ様の血とルスラン様の血を継げば、再び同じ力を持った王がお生まれになるやもしれん」

「そのような不確定要素が何の頼たよりになろうか」

「だが王妃はまだ若い。何人か生んだ後に結論付けては如何いかがか」

「異世界の女に子はなせるのか？」

「学徒の身ということならば、王がまだ許可を出さぬであろう」

「ではいつならばよいのだ」

「いつまで学徒なのだ」

「それならば、それまでの間、側室を取って頂くのはどうか」

「王妃より先に側室が子を生めば国が荒あれるぞ」

「既すでに側室が子をなした国に、異世界の女が輿こし入いれするだろうか」

「だが、リュスティナ様の血を異世界に放ほう逐ちくしたままになるのは考えものだぞ。あの方の直系だぞ」

「確かに、世界五大魔術士に名を連ねるリュスティナ様直系の血を異世界に放逐するは宝の持ち腐ぐされが過ぎるというものだ。それに、万が一他国に取られる危険性を考えればこのまま我が国で囲ったほうがよろしかろう」

　つらつらとしかめっ面つらで話し続ける人達は、私が聞いていると分かったらどうするのだろう。それとも、私が聞いているのを承知の上でも今と同じ会話を続けるのだろうか。私はともかく、ルスランが目の前にいたら言えないんじゃないかなと、思う。それ以外の感想が出てこない。

　何の話をするのだろうと思った。私のことを、私を知らない人達が、そんなしかめっ面で、どんな話をするのだろうと。そうして出てきた話は、なんというか赤せき裸ら々らというかセクハラというか、面と向かって言われたら顔を真っ赤にして逃にげ出してしまうかもしれない内容だった。それなのに、私の心は凪ないでいた。

　まるで、人形の話をしているみたいだった。これは私の話じゃなくてお人形さんの話だ。国の進退を絡からめた人形の話を大人達が厳いかめしい顔で真しん剣けんに話し合っている。その様はおままごとのようで、ドラマのようで、映画のようで、やっぱり人形遊びのようで。

　目の前の光景が、声が、音が、言葉が、初めてこの世界に来たときより現実味を感じられない。まるでテレビの中で行われている真剣なお遊ゆう戯ぎを見ているようだった。

　私の人生を、私の知らない私を知らない人達が、私の意見も気持ちも状じよう況きようも聞かず知らせず知ろうとせず決めていく。ここで決まったことが世界の全すべてみたいに当たり前みたいな顔をして、ここで決まったことで私の人生が決まるのだと当たり前みたいに、ここで決まったことを私が当たり前に実行して私の人生を彼らの決断通りに変えていくのだと、当たり前みたいに思っている。

　不思議なことに、その光景に怒いかりや悍おぞましさは湧わき上がらない。私の中にあるのは、変なの、その一言だ。

　へーんなの、と、凄すごくシンプルな気持ちでその光景を眺ながめる。たぶん、あまりに変過ぎてちゃんと実感が湧かないのだろう。そう冷静に自己分ぶん析せきできてしまうくらい目の前の光景は奇き妙みようなものだった。笑えもしないけれど傷つきもしないくらい、奇き怪かいなおままごとだ。

　途と切ぎれることのない会話の中に、かつんと、硬こう質しつな音が響ひびいた。荒あらげた声でも、手を打ち鳴らす音でも、ガラスが砕くだけた音でもないのに、さっきまで途切れず喋りつづけていた人達が一いつ斉せいに息を吞のみ、同じ方向を向いた。

「あっぶね……あっち使ってたら鉢はち合あわせてた」

　ロベリアがぼそっと呟つぶやく。

　その視線の先には、意識朦もう朧ろうとしていても間違ったりしないほど見慣れた、そして驚おどろくほど見慣れない姿が座っていた。

「お、王？」

　いきなり現れたルスランに、声が上がる。誰だれも座っていなかった椅い子すに、瞬まばたきの間に王が現れた。それなのに聞こえてきたのは、驚きよう愕がくよりは恐きよう怖ふが勝っているような、引き攣つった声だ。

　二段くらい高い位置にある一ひと際きわ豪ごう華かで大きな椅子に座ったルスランがもう一度、かつんと爪で肘ひじ置おきを鳴らした。それだけで、場の空気が凍こおりつく。

　氷のようだった。

　白銀色の長い髪かみ、水色の瞳ひとみ、それらと合わせた衣い装しようの何よりも、瞳が放つ光がまるで氷のように冷たくて。この場で吐はかれる息が白くなっていないことが酷ひどく不思議なほど、恐おそろしい冷たさがあった。

「ここは国の進退を決める議論の場か？　それとも、酒の席で女を品評する酔すい人じんの集まりか？」

　感情が一いつ切さいのらない静かな声なのに、肌はだを突つき刺さす冬の寒さのような声だ。お前誰だと、そう、ふざけて笑えなかった。怖こわいのか寒いのか不思議なのか、自分でもよく分からない感情がぐるぐる回る。誰だろう、この人。ああ、ルスランだ。そんな気持ちが、ぐるぐると。

「レミアムの重じゆう鎮ちんが、王である私に代わり熱心に会合を開いていると耳にしたゆえ参加してみたが、回りくどく内容のない話をいつまで続けるつもりだ。お前達が会話を楽しみたいだけなら、確かに私は必要ないな」

　立ち上がったルスランの言葉通り、いつの間にか扉とびらの前に立っていたマクシムさんが扉を開けた。

「お、お待ちください」

　五十代くらいのおじさんが立ち上がった。慌あわてて立ち上がったからか、椅子の脚あしが床ゆかと擦こすれ合い、耳みみ障ざわりな音を立てる。マクシムさんが小さく眉まゆを寄せたから、きっとこのおじさんの行動は無礼だったのだろう。

「本日チェツ家へ通達された、貿易権の停止。これは、何なに故ゆえなのですか。チェツ家は、長年多量の黄水晶を国に納めてきた名家でございます。昨今は産出量が落ちてきたとはいえ、これまでの功績を考えれば貿易権の停止はあまりに大きな罰ばつ則そくです。それは、チェツ家が娘を行ぎよう儀ぎ見習いとして城にあげようとしていたからなのでしょうか。王妃に盾たて突つく者を、王自らが排はい除じよなさるおつもりか」

　全員が身み動じろぎした衣きぬ擦ずれの音がざわりと重なった。

「協会の横暴が目に余るのは確かです。ですが、我々の選んだ王妃を迎むかえ入れたくないからと、異世界の娘を王妃につけるなど！　……ありうべからざることではございますが、協会より離脱してからというもの、緩ゆるやかではございますが黄水晶の産出量は全体的に落ちているではありませんか。まるで神の怒りのようだとの噂うわさまで出る始末。無礼を承知で申し上げる。協会に反発することばかりに気を取られ、貴方あなた様の土台であるこのレミアムの治世を蔑ないがしろにされるのであれば、我々にも考えがございますぞ！」
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　きっぱりと啖たん呵かを切ったおじさんに、隣となりの席に座っていた人が無礼だぞと声をかける。眉を顰ひそめる人、咎とがめる人、小さく頷うなずく人、様々だ。

　ルスランは椅子には戻もどらず、氷のような瞳で部屋中を見回す。

「王おう妃ひのことは関係がない」

「ならば、何故！」

　ルスランはゆらりと水のように視線を流し、声を上げた男へと視線を固定した。

「長年の功績を汲くんだせめてもの温情でこの部屋を出てからにしてやろうと思っていたのだが、お前が望むのならば仕方がない。チェツ家の罪状は、協会への黄き水ずい晶しよう横流しだ」

　さっきの比ではないざわめきが起こった。隣となり合わせた者同士が顔を見合わせたり、動どう揺ようが思わず声として出ていたり、眉み間けんの皺しわをぐっと深くしたりと様々だけれど、大おお事ごとが起こったのだと見ただけで分かった。

「家が取り潰つぶしにならなかっただけましだと思え。調査の結果、チェツ家所有の土地からの黄水晶産出量は低下してはいない。寧むしろ増加しているにもかかわらず記入されなかった黄水晶は協会の懐ふところへと消えていたが、欲をかいた老人共の仕し業わざと判断した為ため、息むす子こ世代には罪状をつけていないのが長年の功績への温情だ。さてモルブ。お前もチェツ家からかなりの額を貰もらっているな。どうする？　家名を取り潰しにするか？」

「そっ……れは、お待ちください！　何かの間ま違ちがいです！」

「既すでにお前の家にも調査を入れた後だが、気づかなかったようで何よりだ。足元を蔑ろにすると基き盤ばんが揺ゆるぐ、だったか。その通りだな、肝きもに銘めいじよう。モルブ、今晩から城の地下でゆるりと過ごすがよかろう。鉄てつ格ごう子し越ごしに見る世界を堪たん能のうして私に教えてくれ」

　全身の力が抜ぬけたのか、椅子にどっかりと座りこんだ男は、呆ぼう然ぜんと床を見ている。

「お前がどうしても再び協会の膝ひざ元もとに侍はべりたいのであれば、レミアムを去ってからにすべきだった」

「お、王よ。我らが王よ。お待ちください、世界の王よ！　私は、私は決して、己おのれの利の為に行ったのではありません！　私は、レミアムの将来を考えて」

　我に返った男が椅子から飛び降りて、ルスランの足元に跪ひざまずく。縋すがりつこうとマントに伸のばされた手は、ルスランが足を引いたことで空を切る。

「私が協会をレミアムから追い出したときもそう言った者達がいたな。このままではレミアムの魔ま術じゆつは衰すい退たいし、魔術士は国外へ流出する。だから、レミアムの未来の為に私を屠ほふる、それは決して己の利の為ではない、あくまでレミアムの為だと。そして今に至るわけだな。これは結果論にすぎぬが、協会の介かい入にゆうを嫌けん悪おした魔術士は皆みなレミアムへと集まり、更さらなる繁はん栄えいを得た。そして、この場にいる者達は随ずい分ぶんと顔ぶれが変わり、私は変わらずここにいる。消えた者達が、真にレミアムの未来を憂うれえ、協会に従属しようとしていたのならば、ああ、悪いことをした」

　悪いことをしたと言いながら、そう、欠片かけらも思っていない目をしている。声こわ音ねも態度も全く変化がない。そう思っていないことを相手が察しても何も問題ないと思っているのだろう。

「だが私は、レミアムの未来に協会は不要と判断した。リュスティナ様がこの地を去って久しい。そして、先代の王と王妃が身み罷まかった時点で、お前達は覚かく悟ごを決めるべきだった」

　項うな垂だれたモルブは、椅子に座っていたときより随分小さく見えた。ルスランが喋しやべる度たびにどんどんどんどん小さくなって、そのまま消えてしまいそうだ。

　ルスランは、ついさっきまで話していた相手への興味を失ったように、既に扉に向けて歩き出していた。開かれた扉へ足を踏ふみ出し、ああ、と、気だるげで凍りつくような冷たさを纏まとった声を上げる。

「今回の罪状は王妃を脅おびやかす行こう為いに対するものではなかった。だが、そうとっても構わん。あれは私の唯ゆい一いつであり最後の逆げき鱗りんだ。触ふれるならばそれ相応の代だい償しようは覚悟しろ」

　そう言ったルスランは、もう部屋の中の誰の反応も見てはいない。誰かが息を吞のんだときには再び背を向け歩きだしていた。乱れのない一定の速さであっという間に部屋を出ていったルスランを追う人は、マクシムさん以外誰もいない。咎める人も、賛同する人も、誰も。部屋中が凍りついてしまったかのようだ。

　結局、ルスランの姿が見えなくなるまで、身動ぎ一つする人はいなかった。




　部屋の中の人達と同様に動きを止めていた私は、はっと隣のロベリアを見る。突とつ然ぜん動き出した私にびっくりしたらしいロベリアは、ぎょっと飛び上がった。その腕うでを摑つかんで、北方向を指さす。ロベリアは首を傾かしげながら、私が早くこの場を離はなれたがっていることは察して、来た道を戻り始めた。無言でせかせか四足歩行を終え、青い廊ろう下かに戻るや否いなや、私はロベリアの肩かたを両手で摑んだ。うおっと仰のけ反ろうとした身体からだを渾こん身しんの力で引き戻す。

「危ねぇな！　どうしたんだよ王妃様！」

「ルスランこの後仕事は!?」

「は!?」

　全く予想していなかった質問だったらしく、目を丸くしたロベリアを渾身の力で無意味に揺らす。されるがままのロベリアの髪かみがぶんぶん揺れて、私の顔面に反はん撃げきしてくるけど構っている暇ひまがない。

「ルスランこの後も忙いそがしい!?　それとも会いに来れない用事ってこれのことで、この後は余よ裕ゆうある!?　この後のルスランの予定は!?」

　一気に言い切った私に、目を見開いたまま固定したロベリアは、息すら固定した。つまり、息すら止まっている。その様子には流石さすがに私も面めん食くらって、ぴたりと止まった。両者の動きが止まり、見合って三秒。最初に動いたのはロベリアだった。他ほかの動きが全部止まっているから、ごくりと喉のどを唾つばが通っていく動きがよく見えた。

「……休きゆう憩けい中のもっぱらの話し相手の私がここにいるけど、大だい丈じよう夫ぶだと思う？」

「…………やばくね？」

「…………やっぱり？」

　再度両者見合って、今度は二秒。弾はじかれたように私の手を摑み走り出したロベリアに、足を縺もつれさせながらついていった私は、青い廊下を出た先でよろけ、宙に浮うかぶ麗うるわしき空中水路に頭から突つっ込んだのである。




「ふはぁ……広い……」

　水路が宙を通っていたことで、幸いというべきかなんというか、盛大に濡ぬれたのは上半身だけで、ポケットの中身は無事で済んだ。そうはいってもそのままにしておくわけにもいかず、お風ふ呂ろに入ることになった。家に帰ってもよかったけど、今日は折せつ角かくの日曜日だし、いくら日帰り王妃といえど真っ昼間から帰宅していては心証はよくないだろう。そうでなくても、日帰り王妃の段階で私の評価は地を這はっているのだ。少しでも評価は上げておきたいというか、せめてこれ以上に下がることは避さけたいというか。まあ、豪ごう華かなお風呂に入ってみたかったというのもあったりする。

　そうして私は、ルスランにお風呂を借りているのである。ちょっとした銭湯より広いお風呂は、幾き何か学模様のタイル的何かが流れるように色を変えていた。その度にお湯の色も変わって楽しい。

「リゾート気分ー……」

　お仕事中なのにリゾート気分を楽しめる素す敵てきなお仕事です。職場はアットホームな雰ふん囲い気きで、魔力０の方には一から教えてくれるサポーターがつきます。休みも時給も応相談。リゾート気分が楽しめるアットホームな職場で高収入を得たい方、必見！

「求人集中だ。皆みんなこぞって応おう募ぼしてくるなぁ」

　水色に色を変えたお湯に顔を半分まで浸つける。駄だ目めだ。定員一名なんだからちゃんと覚悟が決まってる人じゃないと！　それなら、何か注意文を付け足さなくちゃ駄目だな……。

　※生命の保障は致いたしません。

　これだ！　拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がったタイミングで、扉とびらの向こうから声がかけられた。

「月子」

「うわっ！」

「月子!?」

　慌あわてて座り直してお湯の中に戻った私に、ルスランの焦あせった声がした。このままだと入ってきそうな雰囲気に、慌てて無事を知らせる。

「大丈夫大丈夫大丈夫。びっくりしただけ」

「怪け我がしてないな!?」

「してません！」

　口元ぎりぎりまでお湯に浸かった状態で、元気いっぱいを前面に押し出してアピールした返事に、ルスランは踏みとどまってくれた。

　ほっとしてお湯から顎あごを上げる。そろりと扉の幾何学模様を見た。ここの扉は、開くときと閉まるときは模様が変わるのだ。鍵かぎがかかっているかいないかも一目で分かるから便利である。まあ、鍵は魔力で開閉するんですけどね！

　私は、外から開閉してもらわないと駄目な扉を悲しく見つめる。外からのみ開閉可能な扉。それ、ただの幽ゆう閉へいだ。

　その扉の向こうにルスランがいるという事実に、ちょっとどきどきする。たかが布きれ、されど布きれ。その一枚を纏まとっていないせいで、こんなにも心こころ許もとない気持ちになるとは。

　扉の向こうを見つめてみるけど、磨すりガラスではない扉の向こうのルスランは影かげすら分からなかった。出来るだけ声に出ないように、喉の調子を確かめる。片かた想おもいを隠かくして云うん年。この手の作業はお手の物だ。声は結構な頻ひん度どでひっくり返り、何のドジやらかしたと突っ込まれるまでが日常だけど。

「もぅう出るよ。お風呂ありがとう」

「ああ、制服乾かわいたぞ」

「ありがとー！」

「全く……俺を乾かん燥そう機き代わりにする奴やつはお前くらいだぞ」

　王様の魔ま術じゆつをドライヤー代わりにするこの無礼、実は初めてじゃない。袋ふくろに入れてまとめてぶぉおおんという感じで乾かしてもらうのだ。傘かさを持っていないのに雨に降られた日などは、次の日の学校に湿しめった制服を着ていくのも嫌いやだし、家のドライヤーでちまちま乾かすのも面めん倒どうで、ルスランに乾かしてもらったりする。

「そう言いながらやってくれるルスラン、あ、愛してるー」

「はいはい。俺も愛してるよ。この世界の誰だれより異世界の制服の乾かし方を熟知しているのは俺という自負もあるし、俺がやったほうが早いんだよなー。そっちの世界の服に関しては、侍じ女じよより断然うまいぞ俺は」

「でしょうね」

　梅雨つゆに限らず雨が続いたり、曇くもりが続いてからっと晴れなかったり、忙しくて纏めて洗うことになった日の洗せん濯たく物ものなどは袋に入れて準備しておき、ルスランに鏡台から手だけ出して乾燥してもらっているのだ。『コインランドリー行かなくていいから楽だわー』、『乾燥機買わなくていいから助かるわー』と両親はほくほくだった。ちなみに私はほかほかだった。ルスラン乾燥機は冬の寒い布ふ団とんの中にも有効で、寝ねる前にルスランの手を借りると、冬の冷たい布団もほっかほか。一家に一台全手動乾燥機、いかがですか？　今ならもれなく日帰り王おう妃ひついてきます。

「袋ごと置いとくからな」

「うん、ハンカチとか置いてるところにでも一いつ緒しよに置いといてー」

「……お前、せめてポケットティッシュくらい持ってろ。それと、レシートと小こ銭ぜにはポケットに突っ込むな」

「だってティッシュ入れるとスカートが膨ふくれちゃって太って見えるんだもん。鞄かばんには入ってますー。小銭入れはこの前ファスナーが壊こわれちゃった。新しいの買うまでの間は見み逃のがしてよ」

　ポケットの中身を並べている場所を指定したら、お母さんみたいなお小言が返ってきた。私がずぼらな自覚はあるけど、閉めても閉めても開いたままになった小銭入れにも責任の一いつ端たんはあると思うのだ。それに、セーラー服にはあまりポケットが無いのも原因である。ブレザーだったら上着にもポケットがあるし、内側にポケットがあるタイプのセーラー服もあるみたいだけど、うちの学校はそのタイプじゃない。ポケットに入れられる物が限られている以上、厳選した物を入れているのである。レシートと小銭はただのずぼらだけど。

「どうして単語帳があるんだ？　月曜に英単テストでもあるのか？」

「わー！」

　反射的に大声を上げてしまい、お風呂場の中で音がきんきん飛び回る。音に影えい響きようされるのか、波のように色を変えていた壁かべが乱れた。色が揺ゆれれば壁本体もたわんだように見えて焦ったけれど、それよりも単語帳だ。

「中は見ちゃ駄目！」

「…………何でだ？」

「──っ、なんでも！」

　慌ててお湯から飛び出ると、その気配を察したのかルスラン側も慌てた音を立てた。

「出てくるのか!?　ちょっと待て！」

「中見てないよね!?」

「見てないから俺が出ていくまで出てくるのは待て！　それと走って転ぶなよ！」

「はーい！」

「返事だけはいいんだよなぁ！」

　ばたばたと慌ただしく脱だつ衣い所から出ていく音がしたのを確かく認にんして、お風呂場から飛び出す。タオルを引っ摑つかむと同時に単語帳を置いていた棚たなを確認する。置いたときと場所が変わっていないから、手に取ってはいないのだろう。ほーっと長い息を吐はいて、へたりこむ。ハンカチの下にでも隠しておけばよかったんだけど、ルスラン以外は私の世界の文字を読めないしとうっかりしていた。一番読まれたくない相手には読めるという事実を、分かっていたし忘れてもいなかったのに、ちゃんと意識していなかった。

「ルスラン、変に思ったよね……どうしよう……」

　濡れた手をタオルに押し付けて雫しずくだけは拭ぬぐい、ぱらぱらと単語帳を捲めくる。表に英語の単語。裏に意味。そんな代わり映ばえのしない普ふ通つうの単語帳だ。だけど、最後の余ったページに書き足した単語を見て、肩かたを落とす。

「どうしよっかな……もう言っちゃうべきか……いやでもまだ自信が……順番がひっくり返るというか……」

　ぶつぶつ言いながら単語帳を眺ながめていたら鼻水出てきて、慌てて服を着た。




　王様の部屋で、文字通り、王様お手製のドライヤーで髪かみを乾かしてもらうこの贅ぜい沢たく。全手動ドライヤーは、髪を傷いためずつやつやに乾かしてくれる。電気もいらず、電池もいらない。エコだし、お手入れは自分で行うし、少々嵩かさ張ばるのが玉に瑕きずだけど見目もいいからインテリアにもぴったり。本当に一家に一台あったら嬉うれしい代しろ物ものだ。ただしこのドライヤー、喋しやべる。しかも痛いとこついてくる。

「…………それでさっきの単語帳なんだが」

「乙女おとめ機密事じ項こうのため黙もく秘ひ権けんを発動します」

「単語帳にそんな大層な物仕込むなよ……」

「他ほかに仕込めるとこなかったんだもん……」

　再びポケットの中に収まっている単語帳をスカートの上からそろりと触さわったら、髪を乾かしている手がぴたりと止まった。流石さすが王様業。目め敏ざとい。

「……まじないの類たぐいか？　ほら、昔流行はやったんだろ？　消しゴムに好きな人の名前を書いて誰にも見られないように使い切ったら恋こいが叶かなうとか」

「あれさ、使い切ったらってどこまでなんだろうね。最後とか小っちゃくなってどっかいっちゃうのに」

「…………やったことあるのか？」

「うっ……持病の癪しやくが……」

「お前、癪が何か分かってないだろ。なんで頭押さえてるんだ」

　この異世界の王様、私より日本の文化に詳くわしい。

　好きな人手ずから髪を乾かしてくれるという恋する乙女必見のイベント発生中なのに、何な故ぜだろう。すごく、尋じん問もんです。確かにあからさまに怪あやしかったとは思うけど、そこはなあなあで流してくれると思っていたのに全然そうではなかった。

「あ、あのさ、ロベリアは？」

「行列必至の買い出しだ」

「今度はなんで!?　あ、魔力察知しないと止まらない噴ふん水すいの前でずっと立ってた私を救ってくれなかったこと？」

「…………お前達、仲悪いのか？」

「え!?」

　いきなり気き遣づかわしげな声こわ音ねで返されたことにショックを受ける。あはは、そんな馬ば鹿かな。私達結構仲良くノリ良くやっておりますよ。……え？　そうだよね？　ロベリアさん!?

　衝しよう撃げきの仮説にショックを受けた私を気遣わしげに見ていたルスランは、丁てい寧ねいに髪を乾かしてくれている。自分でやったらぐわーっとしてがーっとしてぶおおおって感じで乾かすけれど、ルスランはとても丁寧だ。髪を引っ張ったり引っかけたりしないよう丁寧に梳すきながら、ゆっくりと乾かしてくれる。しかし、その手がぴたりと止まった。

「人ひと気けのない東あずま屋やで、俺の王妃が男と密会していたそうだから、その罰ばつだ」

「えー……」

　ロベリアさん、とんだとばっちりである。

　それにしても、それってまずい噂うわさじゃないかなと、恐おそる恐る後ろを見る。ルスランは、何を考えているか分からない顔で私を見下ろしていた。つまり、無表情である。

「……まずかった？」

「そうでもない。ロベリアが一緒だったし、リーメイの顔色が凄すさまじく悪かったことを考えると逢あい引びきしていたとは思われてはいない。更さらに言うなら、この俺を敵に回してまで手を出したいほどお前がモテるとは、誰も考えてない」

「悲しい！」

「お前を誑たぶらかした利益と不利益じゃ、どう考えてもリスクのほうが大きいだろ」

「ごもっとも！」

　それはもっともだけど、私のガラスのハートは傷ついた。私の防ぼう弾だんガラスのハートに傷をつけるなんて、凄すごい威い力りよくだ。

　私がひとしきり傷ついている間に、髪は乾かし終わっていた。何もつけてないのにさらっとしてつやっとしている。全手動乾かん燥そう機きすごい。持って帰りたいし、買いたいけど、世界に一つだけだし、他にもいろいろついている機能があちこちから必要とされているため、全手動乾燥機目当てに持ち帰ることは出来ないだろう。そして買うことも不可能だ。絶対時価だし。

　無言になってしまったルスランにお礼を言って振ふり向けば、まだ無表情のままでぎょっとする。ちょっと、ちょっとだけだけど、さっき会議室で見たルスランに似ている気がした。

「……どうしたの？　何か怒おこってる？」

「いや、怒ってはない……けどな……どうしような」

「何が？」

　言葉を探しているのか、そもそも語るべき言葉が自分でも曖あい昧まいなのか。怒ったような、困ったような曖昧な顔で、ルスランは視線を落とした。

　俯うつむいた顔が髪に隠かくれている。私はほとんど何も考えず、反射とも呼べる動きで手を伸のばしてルスランの頰ほおに触ふれた。私が頰ほっぺたに掌てのひらを添そえてもルスランは顔を上げない。けれど身体からだを引いて逃にげもしない。されるがままの姿は、なんだか小さな子どもみたいだ。

「……何だ？」

「……泣いてるかと思った」

「何でだ」

　ようやく笑ってくれたルスランが顔を上げる。それでもやっぱり困ったような、そして泣き出しそうな顔をしていた。

「なあ、月子」

「うん」

「好きな奴やつが出来たら、本当に、俺に教えてくれ」

　まだそれ言ってるのかと、思わず眉まゆを寄せてしまう。誤解を招くようなことをしたのは悪かったけれど、違ちがうと何度も言っているのに。これがどうでもいい相手に対してなら、もうそれでいいよと誤解されたままでも放ほうりだしてしまうけど、相手がルスランならそうはいかない。好きな人には極力誤解されたくないものだし、それが他に好きな人がいるなんて致ち命めい的てきな誤解なら尚なお更さら誤解されたままではまずい。壊かい滅めつ的てきな被ひ害がいを受け、死に至る。私が。

　何より、普通に嫌いやだ。

　どんなに面めん倒どうでも厄やつ介かいでも、好きな人の誤解を解く手間は惜おしまない。やな誤解されてむっとはするけど。

「リーメイさんは違うよ。ほんと、会うのは偶ぐう然ぜんで」

「ちゃんと、教えてくれ……頼たのむよ」

　一いつ瞬しゆんむっとしたけど、今にも消えてしまいそうな声で言われてしまっては、怒るに怒れない。

「……分かった」

　だから私は、噓うそを吐ついた。いつか彼に伝えればこの言葉を噓にしなくていいかもしれないけれど、今はまだ噓になる言葉を答えにした。本当に好きな人ならいる。私の目の前に。好きな人が出来たら俺に教えてくれと乞こうこの人が、もうずっと前から好きだ。本当に好きな人はもうとっくに出来ているけれど、ルスランにはまだ教えるつもりはない。だから私は噓を吐く。もうずっと吐き続けている噓は、私の舌によく馴な染じんでいる。

　私の噓に簡単に騙だまされてしまう王様は、ほっとした顔をした。この顔を見られるのなら、私は私の恋を仕し舞まっていける。誰だれも信じられない寂さびしい王様は、家族で、友達で、王おう妃ひになってしまった私との関係がこれ以上変化することを望めるほど強くはない。

　頰から外した手で、自分より大きな手を握にぎる。同じ地面に立てなかった頃ころでも繫つなぐことのできた手は、私より大きくて、少し乾かん燥そうしていて、温かい。寒色系がとてもよく似合うのに、日向ひなたぼっこの温度によく似たこの温かい手を握り締しめて誓ちかったことがある。

「でも、好きな人が出来ようが出来まいが、私はずっとルスランの味方だよ。一生ね！」

「……ありがとう、月子」

　ルスランが浮うかべた静かな笑えみを知っている。

　恐ろしいほど静かな夜に紡つむいだ誓いはずっと、私の指針となってこの胸にあった。

　私は、繫いだ手を子どもっぽくぶんぶん揺ゆらし、へらりと笑う。

「ねえ、お仕事いつくらいなら落ち着きそう？」

「ん？　そうだなぁ……もうすぐ終わるさ」

　覗のぞき見した会議室で、最近の忙いそがしさの原因となっていた黄き水ずい晶しよう横流し事件の犯人が判明していたのでそろそろ落ち着くのだろう。少し考えたルスランの答えを聞いて、よしっと決める。

「手が空いたらさ、お城の外にも行ってみたい。あっちに町が見えたし、お店とか見てみたい。買い物したい！　……それに」

「それに？」

「…………私がお城から出ないでいると、ルスランにＤＶ疑ぎ惑わくと甲か斐い性しようなし疑惑がですね」

「何でだ！　乾燥機に徹てつしてまで尽つくしている俺に、どうしてそんな疑惑が湧わいて出た！」

「だよねー!?」

　友達としても家族としても夫としても雇い主としても、申し分ないほどルスランにお世話になっているのに、そんな彼にはＤＶ疑惑がかけられている。もしくは甲斐性なし。世の中って世せ知ち辛がらい。私がお城の庭で満足していたばっかりに、ルスランにはＤＶ疑惑に甲斐性なし疑惑と、散々な評価が付けられることになるとは。でも凄いんだって。文字通りの空中庭園に水中庭園に中庭にお風ふ呂ろ。リゾートだよ、リゾート！

「月子！」

「はい！」

「王として男として、甲斐性なしと言われるのは堪こたえる！　よって、俺の名めい誉よ回復の為ために欲しい物を言え！」

「…………シャー芯しん？」

「それ甲斐性なしの噂に拍はく車しやがかかるやつだろうが！」

「だってぇー！」

　今のところ欲しい物といえば、ルスランの恋こい心ごころと暗記力、そして残り二本になってしまったシャー芯くらいしか思い浮かばない。

　ちなみにその後、考えに考え抜ぬいて小こ銭ぜに入れを要求した。その結果、ルスランからは頭を引っ叩ぱたかれ、行列に並び終えたお菓か子しを買って帰ってきたロベリアからは、シャー芯の説明に大だい爆ばく笑しようを頂いて終わった。

　ど庶しよ民みんに、王様の甲斐性を客観的にも満たせる物を要求させる要求はほんとやめてほしい。無理。
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　金曜日は、掃そう除じの時間がちょっと長い。しかも、六限目の家庭科の調理実習が長引いて、授業時間だけでは終わらなかった後片付けが放課後まで残ってしまった。私達の班を含ふくめて五つほどの班も終わっていなかったので、単純に今日はやることが多かったのだろう。

　エプロンではなく割かつ烹ぽう着ぎが学校指定の恰かつ好こうなので、恰好良くはないけど袖そでまできちんと覆おおわれて制服が汚よごれていないから助かる。

「月子は今日もバイト？」

「うん！」

「そっか。じゃあ、鍵かぎは私が返してくるね」

　三さん角かく巾きんを毟むしり取り、割烹着は濡ぬれた面を内側にぐるぐる巻いて体操服入れに突つっ込む。こんなときに限って、私達の班は調理室の後始末係に任命されてしまった。ガスの元もと栓せんを確かく認にんし、窓を閉め、オーブンのコンセントを抜いてと、皆みんなで分担して役割を果たしていく。散っていた班員の一人が、そろそろ後始末が終わりそうな頃ころ合あいを見計らい、先生を呼びに行ってくれたおかげで、先生が確認に来てくれる頃には丁度後始末が終わっていて、さくさく確認してもらえたので助かる。

　ばたばたと帰る準備をしていた私に、事情を察してくれた友達が鍵を職員室に返す役割を名乗り出てくれた。

「ありがと！」

「ボウルの中入っちゃった卵の殻からを一いつ緒しよに取ってくれたお礼。じゃあ、また来週！」

「うん、じゃあね！」

　ばいばーいと手を振ふって、鞄かばんを引っ摑つかんで駆かけ出す。掃除の時間分遅おそくなるとは言ったけど、この時間は想定していなかった。予定ならもうとっくに家に帰ってる時間だ。

　ばたばたと上うわ履ばきを脱ぬいでいると、靴くつ箱ばこの前でクラスメイトの男子とかち合った。

「春野、そんな急いでどこ行くんだ？　あ、どっか特売!?　駅前のドーナツ!?」

「私＝食べ物で変へん換かんするのやめてくれる!?　バイトに遅おくれそうなの！　じゃあね、いい週末を！」

「おー、お前もなー。バイト代入ったら奢おごってくれー」

「やなこったー！　じゃあね、部活がんばー！」

「おー、お前も気をつけてなー」

　あちこちで繰くり広げられている似たような挨あい拶さつを聞きながら、私は学校を後にした。

　走りながら考える。ルスランは学校に行ったことがないと聞いたけれど、行きたいと思ったことはなかったのだろうか。ルスランは王様をしているけれど、王様をしたくないと思ったことはあるのだろうか。毎日学校から帰ってくる私を見て、何か思ったことはあるのだろうか。

　そういう話も、聞いたことはなかった。でも、私が聞いたことがないからこの世に存在しないわけじゃない。そんなことを言えるのは、恐おそろしいほど身勝手で傲ごう慢まんな人間だけだ。

　信号に引っかかり、青になるまでちょっとの時間を休きゆう憩けいに使う。息を整えながら、気持ちも整える。変な顔をしていては、迎むかえに来てくれたルスランが心配してしまう。

「……よし」

　私は頰ほおをぱしりと叩いて気合いを入れ直し、青になった横断歩道を走った。

　ちなみに、入れ直した気合いのおかげで元気よく家に帰れたはいいけれど、鞄の中でシェイクされた調理実習の戦利品の焼きドーナツは真っ二つになっていた。ちょうどいいので、抹まつ茶ちやとプレーンをルスランと半分こした。美味おいしかった。




　黄水晶横流し事件の犯人が捕つかまってからも、ルスランの忙しさは相変わらずだった。事情聴ちよう取しゆとか後始末とか、きっといろいろあるのだろう。そんなにすぐには終わらないかと納なつ得とくはしたけどちょっと残念で、早く落ち着けばいいなと願うばかりだ。

　だってもう金曜日。明日あしたからはまた土日で一日中王妃バイトができるのだ。一日中お城で過ごすコツは摑つかめてきたけど、相変わらず私は日帰り王妃だし、ルスランには恐きよう怖ふの亭てい主しゆ関白疑惑が残っている。あと甲斐性なし。一日中こっちの世界で過ごせる時間を活用して、せめて恐怖の亭主関白疑惑は払ふつ拭しよくしたいのだ。甲斐性なし疑惑はもうちょっと待ってほしい。両親にもそれとなく聞いてみたけど、何でもいいから欲しい物とか叶かなえてほしい願いとか、そんな曖あい昧まいな聞き方をしてしまったせいか、父からは『嫌いやな上司の左さ遷せんか島流し』、母からは『住宅ローン一いつ括かつ返済か楽してダイエット法』の答えを手に入れた。何の参考にもならなかった。

　なので、せめて亭主関白疑惑のほうをなんとかしたい。私のおねだりでデートに付き合ってもらったら、きっとＤＶ疑惑も亭主関白疑惑も消えるだろうし、あわよくばそこで何かをねだって買ってもらい、甲斐性なし疑惑も消してしまおうとも考えている。異世界の町は普ふ通つうに楽しみだし、ルスランとデートできる私も楽しいしで、一石二鳥どころか三鳥四鳥だ。

　そういう様々な事情により、私はデートを心待ちにしているけれど、ルスランは相変わらず忙しかった。残念だけど仕方がない。別に王様業を蔑ないがしろにしてほしいわけではないのだ。私が知っているのは覗き見した会議室の件だけだから、いま何がどうなっているか、いつになったら目め途どがつくのかも分からないので、大人しく待つしかない。

　ちょっとずつ魔ま力りよく０に厳しい異世界生活には慣れてきたけど、私の仕事は相変わらず無いので、異世界に慣れてもやることは変わらない。ぶらぶらするのが上手になったくらいだ。

　リーメイさんとはあれ以来会っていないけれど、まだ帰れないらしくお城にはいるとロベリアが教えてくれた。なんでも、彼から事情を聞こうとしている担当官のほうが先に音を上げてしまいそうになっているらしい。何せ全く話が通じず、延々とわが身を嘆なげき続けてしくしく泣いているだけなので、ついに担当官までもが家に帰りたいと泣きだす始末だというのだ。もう犯人捕まったんだから帰せばいいんじゃなかろうかと思うんだけど、それはそれ、これはこれなのかもしれない。

　そんなことを考えながら、捲めくっていた単語帳を元のページまで戻もどす。

「なあ、王おう妃ひ様、俺ずっと気になってたんだけど」

「うん？」

　ロベリアは人差し指をぴっと私に向けた。

「ぶつぶつ言いながら何やってんの、それ」

　私が睨にらめっこしている単語帳を指さしたロベリアに、ちょっと考える。私はふっと切なげに笑う。

「ルスランには、内ない緒しよだよ」

「……ああ」

「聞いて驚おどろけ！　これはっ──……！」

「驚く以外の選せん択たく肢しがねぇよ！　噓うそだろ王妃様！」

　驚きよう愕がくに慄おののいたロベリアに私はにこりと微笑ほほえみ、頷うなずいた。

「ほんとだよ！」

　一度苦手意識を持ってしまったことは、なかなか改善されないのである。

　がっくりと項うな垂だれたロベリアを励はげましながら、私は再チャレンジ中の空中庭園をぐるりと見回した。

　今日も相変わらず綺き麗れいなお庭だ。夕焼けが訪おとずれた空の色が張り巡めぐらされた水路に映り、ちょっと怖こわいくらい綺麗だけど、それ自体は問題ない。最大にして最高の難所は、空中庭園に出入りする階段である。ここさえ克こく服ふくできれば、雨の日以外の暇ひま潰つぶし場所としては申し分ない場所なのだ。

　私はちらりと階段を見て、下を見て、庭園に視線を戻した。

「もうちょっと回ってからにしよう」

「それ暗くなって今よりもっと怖くなる前まえ振ふりにしか思えねぇんだけど」

「まあそう仰おつしやらず」

　ロベリアの背をぐいぐい押して、空中庭園の奥を目指す。何せ庭園の域を超こえた場所だ。山あり谷あり川あり魔力０に厳しいギミックあり。見どころは文字通り山ほどある。もう一周したところで時間に遅れる心配もない。何せやることは何もない日帰り王妃である。

「王妃様……もうさ、至らない点も美点ってことにして諦あきらめねぇ？　大だい丈じよう夫ぶだって。王様は王妃様相手だったら、そういう所も可愛かわいいって言ってくれるさ。たぶん」

　身体からだの力を抜ぬいたロベリアは、声の力すら抜いた。へにょへにょと身も声もへたれ、私に押されるがままだ。かろうじて自立しているぐにょぐにょの軟なん体たい生物を押して庭園を回る。

「たぶんって何さー」

「だってあの方、どうも王妃様のことに関しては望んで盲もう目もくになりたがってる気がするんだよなー。あ、これ言わないでくれよ。俺まだ死にたくないからさー」

「はいはい」

　誰だれもいない庭園を適当に練り歩く。今まで通ったことのない道を選んで進んでみれば、魔力０を嘆かせるギミックが満まん載さいだったのは予想外だったが。

　今まではロベリアがあえて避さけてくれていたのであろうギミックを眺ながめて嘆く。そろそろここも、空中庭園じゃなくて空中諦てい念ねんって呼んでやる。

　設計の段階から想定に入れられていない存在ってこんなに過ごしにくいのかと嘆いていると、それまでだらだら歩いていたロベリアに芯しんが入った。急にしゃきっと背筋が伸のび、身体に力が入ったロベリアは、くるりと反転すると今度は私を押し始める。

「王妃様ちょっと待った……えーとなんだっけ、酢戸留府ってやつ？」

「ストップのこと？」

「そう、それ。この先、なんかまずい雰ふん囲い気きかもだから、ちょっと酢戸津府」

　さっきまであっさり押されていたとは思えない力でぐいぐい背を押され、茂しげみの中に突つっ込まれる。私もまだ新米王妃でロベリアしか護衛は知らないけど、王妃を茂みに突っ込む護衛は彼くらいだと思う。

「今ここにいるの、私達だけじゃなかったの？」

「来た時はな。立ち入り禁止じゃないんだから、そりゃ人は来るさ。でも、なんか揉もめてるみたいだからな。見つからないに越こしたことはなさそうだ」

　中ちゆう腰ごしでごそごそ移動して、ロベリアの示した先をこっそり見る。まあ、見たところで知り合いの少ないこの世界だから、誰が誰だか分からないだろうけど。

　そう思っていた時期が、私にもありました。

「凄すごい……ピンポイントで二人とも知ってる……」

「品歩員都？　まあ、最近の揉め事の中心になってる人しか王妃様知らないだろうしなー……しっかしそれにしても、人が滅めつ多たに来ない場所でなーにやってんだか……」

　私達の視線の先にいるのは、リーメイさんとトンサさんだった。ぴんっと背筋を伸ばしているトンサさんに比べて、リーメイさんは遠目に見てもおどおどと背を屈かがめ、今にも一目散に逃にげ出してしまいそうな雰囲気だ。

「リーメイさんが無む駄だにびくびくして話が進まないから、そんなに脅おびえなくていいよって説得してるんじゃないの？」

「だったら人ひと気けのない場所だと余計怖がらせて話にならねぇだろ。その辺りの判断間ま違ちがうような間ま抜ぬけじゃないぜ。何せあのおっさんは、レミアムでも名うての古鉱山を治めてきたおっさんだからな」

　ひそひそと話しながら、二人を眺める。確かにリーメイさんは今にも泣きだしそうというか既すでに泣きだしている惨さん状じようだ。これ、まともな話し合いになるのだろうか。他人ひと事ごとながら心配になってしまう狼ろう狽ばいっぷりだ。

「こ、このような時分に、お、お呼び立てして、申し訳ございません……」

「夕の刻はこのようなという時分ではないが……いやしかし、どういう風の吹ふき回しかね。今まで私の呼び出しから散々逃げ回っていたというのに」

　私とロベリアは無言で顔を見合わせる。てっきりトンサさんがリーメイさんを呼び出したんだと思っていたけれど、リーメイさんがトンサさんを呼び出したらしい。確かに、どんな風の吹き回しかと思う。ちょっと会わない間に、リーメイさんは全くの別人になったとでも言うのだろうか。

「だ、だって……絶対呼び出された先でありえもしないことを事実として自白しろと説得されるに決まっています……だって皆みんなもう帰されたのに、ぼ、僕だけ、僕だけ残されているのは、もう僕を犯人にしてしまおうと、そういう、こ、魂こん胆たんでっ……」

　あ、全然変わってなかった。変わっていなかったことに安心すればいいのかがっかりすればいいのか。

　リーメイさんは脅えきった様子でびくびくとトンサさんを見る。夕焼けが金きん髪ぱつに映り、まるで火事みたいだ。

「あ、あの……トンサ様、もう……おやめになったほうが……宜よろしいのではないでしょうか」

「どういう意味だね？」

　びくびくとどもるリーメイさんを刺し激げきしないようにか、トンサさんの口調はどこまでも穏おだやかだ。だけどリーメイさんの脅えは収まらない。それどころか更さらに脅えて後ずさっている。胸の前で組んだ掌てのひらを何度かもじもじと動かし、やっと決意したのかぎゅっと握にぎりしめた。

「フェルノ鉱山の黄き水ずい晶しようは、減少などしていないではないですか！」

「ほお？」

　大声ではっきり、泣きそうに告げられた言葉に、ロベリアは小さな声で「は？」と言った。私は「へ？」と言った。そしてトンサさんは沈ちん黙もくしている。じゃあ、は行の最後を言ったのは誰か。

　白銀色の髪かみを、リーメイさんと同じように夕日に染めて現れたのはルスランだった。その斜ななめ後ろにはマクシムさんもいる。

「お、王様！」

「いい、続けろ」

　飛び上がって驚いたリーメイさんに視線をやらず、ルスランは腕うでを組んでトンサさんを見た。リーメイさんは視線を向けられてもいないのにおどおどと視線を逃がしている。

「続けろ」

「は、はい！」

　畳たたみ掛かけられたリーメイさんは、可哀かわい相そうなほど脅えたまま口を開いた。

「フェ、フェルノ鉱山の黄水晶は、当初は本当に減少していたようですが、現在は比ひ較かく的てき安定した量が採さい掘くつされております。で、ですが、国へは報告がなされず、復活した量の大部分が協会へと流れております……しょ、証しよう拠こは……ローウン家が、所持しております故ゆえ、ご、ご確かく認にんいただければ、と……」

　もじもじと言うにはかなり凄い内容を言い切ったリーメイさんは、びくびく脅えて二歩下がる。恐おそらく凄い目つきで睨にらんでくるトンサさんと、ちらりと視線を向けてきたルスランの視界から消えるためだろう。全然意味を成してないけど。

　ルスランは組んでいた腕をゆっくりと組みかえた。

「さてトンサ。私の元にも別口から同様の調査結果が届いているわけだが、どう言い逃のがれする？」

　そう言ったルスランにびっくりする。ルスランは知ってたのか。知っていて、普ふ通つうに喋しやべっていたのか。私の宿題を見ながら、自分を裏切って協会と手を組んでいた人と、当たり前のように喋っていたのだ。

　ちらりと隣となりのロベリアを見れば、特に驚おどろいた顔はしていない。ルスランが知っていたことを知っていたのだろうか。だったら何な故ぜ、さっき驚いた声を出していたのだろう。

「知ってたの？」

「何を？」

　こそっと耳打ちすると、同じようにこそこそと耳打ちが返ってくる。

「トンサが裏切ってたこと」

「そりゃな。調査したの俺だし」

「そうなの!?」

「しっ！」

　思わず出してしまった大きめの声に、ロベリアは私の口元にバッテンを作った。どうやらお口バッテンの用よう途とは分かったようだけど、別にそれ魔ま術じゆつでも何でもないので、私の口元に作っても気をつけようの意識しか持てない。でも、自分でもやっちゃったと分かっているので、ロベリアの手の上に自分でもバッテンを作って了りよう承しようの意を伝える。

「じゃあ、さっき何に驚いてたの？」

「そりゃあ……あの坊ぼつちゃんがなんで知ってたんだってことだよ。しかも、知ってたのに黙だまってたんだろ？　あんだけおどおどしといて、そりゃないぜって話だよ」

「そりゃそうだ」

　調査の担当官の人が参ってしまうほど話が通じなかったのに、そんな大おお事ごとを隠かくしているなんて誰だれが思うだろう。そもそも、あれだけ自分が疑われていると嘆なげいていたのなら、さっさとその証拠を渡わたしていればよかったのではないだろうか。

　完全蚊か帳やの外な私達がぼそぼそ話している間も、本命の話し合いは続いていた。

「ローウンがどうやって知ったかは知らんが、一つ間ま違ちがっているな。フェルノの黄水晶はチェツ家に流れ、チェツ家はフェルノの黄水晶をチェツ家の物としてレミアムに報告し、チェツ家の黄水晶は協会へと献けん上じようしていたようだが、他ほかにも何家か関かかわっているようで、頭が痛い限りだ」

　トンサさんは何も答えない。ルスランは王だ。王から呼びかけられているのに、あの綺き麗れいな礼もなく、背筋すらまっすぐ伸のびていない。なんだか、急に老ふけ込んだみたいだ。背も腰も少し曲がって、肩かたが落ち、疲つかれ果てた人に見える。

「フェルノの黄水晶をうまく分配して他の鉱山の横流し分を補ほ塡てんしていたらしいが、チェツ家でトカゲの尻しつ尾ぽ切りをさせるわけにはいかんな。何せお前の尻尾を摑つかむのにかなりの手間と時間を要した。私の結けつ婚こん式で地元を離はなれてくれて助かったぞ、トンサ」

　ロベリアが再び耳元に口を近づけてきた。

「現在のフェルノの難点は、次代が育たなかったことなんだ。あそこは、トンサが抜ぬけたら一気に精度が落ちる」

　こそこそと情報を補足してくれて助かる。何せ私は何も知らないのだ。そして、ルスランもそれを望んでいた。私を王おう妃ひに据すえながら、政務には一いつ切さいと言っていいほど触ふれさせようとしなかった。先日の会議室の一件から見ても分かるけれど、それはきっとルスランの首を絞しめる。私がいなくても問題なく回っていた政務において、私がいることが問題になることだってあるだろう。

　だけどルスランは、それを望まないのだ。そして私も、ルスランの望みを蹴けって、ずかずか表に出ていったところで何がどうなる技能を持ち得ているわけではない。卓たく越えつした身体能力も、誰も思いつかない方法を思いつくような頭脳も、誰もが舌を巻く舌先三寸の能力すら持っていないのである。

　それに、私が表に出ていったらいったで、出しゃばりだと怒おこる人はいっぱいいるはずだ。国の在り方って難しい。結婚って難しい。

　皆が私に求めている形と、私が求めている形と、ルスランが私に求めている形は、多分、全部違ちがうのだろう。王妃に求められている形と私に求められている形も違うのだろうし、そもそも最初から求められている存在が違うはずだ。レミアムの人達は王妃を求めていて、ルスランはきっと、私にいてほしいのだから。

　私には、目の前の出来事がどれだけ大きなものなのかすら分からない。たぶん、大きな事なのだろう。ずっとルスランが忙いそがしかった原因で、国の王様がずっと忙しかったほどの大きな出来事なのだということは分かるけど、それがどんな規模で、どんな影えい響きようを及およぼすから大事なのかとか、トンサさんが今までどういったことをしてきた人で、その人が裏切ったことでどうなるのかとか、そういったことは一切分からない。

　だって私が知っているのはいつだって、ルスランが元気かそうじゃないかだけで、そしてそれだけが大事だったのだ。

「…………何故、いけないのですか」

　疲れ果てた声に、意識を戻もどす。

　項うな垂だれたトンサさんは、急に何十歳も老け込んだような声で言った。

「ずっとあったものではないですか。協会は、確かに理り不ふ尽じんなことも多い。けれど、それが世界だったではないですか。貴方あなた様が生まれるずっと以前よりレミアムに、世界に当たり前にあったその存在を、どうしてそうも簡単に切り捨ててしまわれるのか」

　真っ赤な空は鮮せん烈れつに世界を彩いろどるのに、過ぎるのはあまりに早い。白銀色のルスランの髪かみを染めていた赤は、もう去ろうとしていた。後はもう、夜が来るばかりだ。陰かげり始めた赤を背に、降り始めた夜を纏まとったトンサさんは、虚うつろな目を上げた。

「……確かに、協会は理不尽だ。我らは協会にへりくだって生きてきました。ですが、それが世界だった。私が生まれるよりずっと前から、曾そう祖そ父ふよりも遥はるか昔から、そういう世界だったのです。協会の理不尽に溜ため息いきを吐つき、どうすれば協会の怒いかりに触れず、機き嫌げんよく過ごしてもらえるか。協会の怒りに触れた者にはああ不運なと憐あわれみを、優ゆう遇ぐうされた者にはああ羨うらやましいと。そうして、生きてきたのです。誰もが、世界が、そうして回っていたのです。それが当たり前だった。それなのに何故、何故、よりにもよって私がフェルノ当主であるこの代に、何故、よりにもよって我が祖国であるレミアムで、何故、よりにもよって、よりにもよって、どうあっても私が当事者にならねばならぬこの時代に、この場所で、このような大事を行ったのですかっ！」

　一いつ瞬しゆんだけ、かっと燃え上がるように火を灯ともしたトンサさんの瞳ひとみの熱は、今の空みたいにあっという間に闇やみが落ちていく。

「何百年もの歴史あるフェルノ鉱山が、どれほど協会と近しい存在だったか……それを誇ほこりと思っていた人間が、我が領には多数存在します。安定した生活、他者からの憧しよう憬けい。絶対的優位に浸ひたっていたフェルノが、ある日突とつ然ぜん全すべてを剝はぎ取られる恐きよう怖ふを、貴方は考えたことがございますか。……たかだか二十年やそこらしか生きていない貴方に、何が分かるというのか！　協会は確かに理不尽だ！　だが、だからこそ世界は回っている！　協会の重圧があるから世界は平等に回っていた！　理不尽ですら平等だったのだ！　世界が皆みな等しく協会の奴ど隷れいであれば、世界は平和に回ったのだ！　それなのに何故、よりにもよって今、レミアムで、反旗を翻ひるがえしたのか！　英えい雄ゆうになりたくば、歴史上のどこかでしてくださればよかったのだ！　レミアムではないどこかで、私が生まれる前に、私が死んだ後に、私とは全く関係のないどこかで、誰かが語るお伽とぎ噺ばなしにしてくださればよかったのだ！　貴方様はずっと、協会に目をかけて頂いていたではないですか！　協会は、魔術の才ある子どもを何より大切にする！　協会は特異な体質である貴方様を協会の元へ召めし上げようとしていた！　それに従っていれば今いま頃ごろレミアムは他のどの国も追いつけない程ほどの莫ばく大だいな権力を手にしていたのだ！　それを、先代陛下は断った！　その結果先代の王と王妃は死に、レミアムは世界から弾はじかれたではないか！　貴方様が協会の元へと召し上げられてさえいれば、こんなことにはならなかったのだ！」

　決けつ壊かいとはこういうことをいうのだと、思った。今まで溜たまりに溜まったものが、一気に飛び出していく様を目まの当たりにした。それを一身に受けているルスランは、眉まゆ一つ動かしてはいなかった。ただ静かに、氷のような冷たさでトンサさんを見ている。

「お前達は間違えた」

「何を……」

　ルスランの髪が不自然に波打った。魔力が漏もれ出ている。黄き水ずい晶しようが無くても魔術を扱あつかえるほどの莫大なルスランの魔力が、ルスランの感情に反応していた。

「両親は、協会に私を引き渡そうとはしなかった。けれど、協会から離り脱だつする気もなかった。そんなこと考えてもいなかった。協会に渡す黄水晶の量を増やすことで協会の要望を断る権利を得ていた。だからこそ……お前達は間違った。協会に従属したままでいたかったのならば、お前達は、お前は、私の両親を守るべきだった。協会から、守るべきだったのだ」

　魔力が漏れ出るほどの感情を抱かかえながら、ルスランはトンサさんのように決壊させはしなかった。だってルスランは王なのだ。この世界の誰もにとって王様なのだ。そして、そうあろうとしてきた。

「最も早はやレミアムに王族は私しかいない。協会が両親を殺した時点で、私が王になることは決まった。だからこそ、協会に手を貸したお前達は諦あきらめるべきだった。私が、両親を殺した協会に従属すると思ったか。私が気づいていないとでも思っていたのか。私が、両親を殺す企くわだてに手を貸したお前達を許すと、本当に思っていたのか」

　隣となりのロベリアが私を見たのが分かった。私を試ためしているのか、私の反応を見ているのか、その両方なのか。私はロベリアの方を向き、へらりと笑った。

　知ってるよ。全部、知ってる。この世界の事情も、国の在り方も何にも知らない私だけど、ルスランのことだけは知ってるんだよ。

　ルスランは、協会を憎にくんでいる。滅ほろぼしたいと願っている。

　いつか協会を滅ぼせたらいいなと夢見ているわけではない。夢ゆめ幻まぼろしなんて曖あい昧まいな思いじゃない。確固たる目的として、芯しんの部分に焼きつけているのだ。

「…………貴方はまだお若い。それ故ゆえに、今はまだ世界に変革を齎もたらすご自分に酔よいしれることができましょう。ですが、いつかきっとお気付きになる。正しさだけが全てではない。真の正しさに、真の平等に救われるほど、人は強くはないのだ。今は自由を謳おう歌かしている民たみも、いずれ貴方を呪のろうであろう。自由は、強い人間にしか耐たえられぬ劇薬だ。その劇薬に耐え切れず病やんでいく人間は、いずれその元げん凶きように気付くであろう。そのときが、貴方の終わりだ。貴方の最さい期ごだ。貴方はきっと一人で死んでいく。貴方の正しさで病んだ人間に呪われ、レミアムからも追い出され、一人で死ぬのだ。貴方が理不尽に立ち向かえば向かうほど、その正しさに均ならされた恨うらみは必ず生まれる。人は不平等だからこそ平等であり、均整が保たれるというのに……何故だ。何故一人だけで死んではくださらなかったのだ。何故、レミアムを巻き込んだのだ。何故……何故貴方が王なのだ。何故、掃はいて捨てるほどいる能力で生まれてはくださらなかったのだ……何故、世界を変革できる力を持って、王になど、生まれたのだ……何故、この時代にレミアムに……何故、何故なのですか……貴方さえ生まれて来なければ、私は、敬愛すべき我らが王を、先代陛下などと呼ばずに済んだのだっ……！　ああ、ルスラン王よ、レミアム最後の王よ！　世界は貴方を白銀の悪あく魔まと呼んだ！　それは事実だった！　貴方は悪魔だ！　貴方は生まれながらにしての王だ！　レミアムを、我らを滅ぼすために生まれてきた、破は滅めつの王だ！」

　生まれる前から既すでに決まってしまっている世界の形に叛はん逆ぎやくする。その意味をきちんと理解した上で、ルスランはそう決めた。その夜を、私だけが知っている。その背景も、それに伴ともなう意味も、形も、未来も、何もかもが私には曖昧だった。今でもきっと分かっていない。

　だけど私は、ルスランがそう決めた夜、私の在り方も決めたのだ。

「あーあ……あの方また呪われてるわ。なんかいっつも怨えん嗟さの言葉吐はかれてるのに、平然としてるのが怖こわいくらいだ」

　呆あきれとも悲しみとも取れる声で、ロベリアが言った。

　私が目指しているものは、万ばん能のうな王おう妃ひ様じゃない。誰だれもが憧あこがれる美しい人でも、誰も追いつけない頭の回転でも、誰も敵かなわない身体能力でもない。だから本当は、私は王妃などになってはいけなかった。だけど目指すものがそこにしかなかった。ただそれだけの理由でルスランからの申し出に頷うなずいた私は、たぶん、とても酷ひどい人間だ。自分勝手で、我が儘ままで、わからずやで、世間知らずで、無知で、子どもで、無力で、無学で、向上心のない、愚おろかな小こ娘むすめだ。

　だって私はずっと前から、国を想おもう王妃なんてとんでもなくて、ただルスランの味方である自分にしかなれないと分かっているのだ。だからレミアムの国民の皆みんなにそれを知られたら、ぶん殴なぐられるどころじゃすまないだろうということも分かってはいる。

　私は、ルスランが治めるレミアムを守りたいんじゃない。何を背負っているかちっとも見せてくれないルスランを守れたらそれでいい、どうしようもない駄だ目め王妃なのだ。




　どこからともなく現れた兵士達が、項うな垂だれたトンサさんを連れていく。けれど皆すぐに、引いていった。丁てい寧ねいな深い深い礼を取り、ルスランの元には残らない。ルスランがそれを望まないからだ。

　空はすっかり日が落ちて、星が瞬またたいている。まだ少し冷たい夜風がルスランの白銀色の髪を靡なびかせ、光を散らす。夕焼けに真っ赤に染まっていたのが幻だったみたいに、美しい白銀色だ。赤には染まるのに、闇は弾く不思議な白銀。

「月子」

「はーい！」

　振ふり向くどころか身み動じろぎ一つしない人に当たり前みたいに呼ばれたから、当たり前みたいに返事をして、当たり前みたいに顔を出す。

　ロベリアとリーメイさんがぎょっとしたのが分かったけど、そんなのどうでもいい。唯ゆい一いつマクシムさんだけは何を考えてるか分からない無表情だったのがちょっと気になったけど、気にしない方向で行く。だって私の大事なものが、私を待っているのだ。

「ルっスラ──ン！」

「噓うそだろ王妃様!?」

　両手を広げてルスランに飛びつく。抱だきついたというよりは体当たりだったけれど、ルスランは危なげなく支えてくれた。そのまま倒たおれたらそれはそれでおもしろ……おいしかったけど、危なげなく支えてくれたルスランが大人の男の人でどきどきしたから、これはこれでいい感じ。

「お前、またこの場所選んだのか。下りられなくなっても知らないぞ」

「その節はお世話になりました！　この度たびもよろしくお願いします！」

「お前なぁ」

　苦く笑しようするルスランから一いつ旦たん離はなれて、両手を取ってぶらぶら揺ゆらす。ルスランはされるがままだ。

「ねえねえ、これでお仕事ひと段落？　じゃあさ、遊びに行こうよー。町案内して、町！　私買い物したい！　あ、お金ないから貸して！」

「はいはい、俺の物はお前の物だよ。それで、何が見たいんですか、月子さん」

「分かんない」

「……おい」

「だって、何があるか分かんないんですよ、ルスランさん」

　ルスランの右手を持ち上げて、一人で勝手に回る。ダンスなんて知らないけど、映画なんかでよく見るのでやってみた。そして、手を離すタイミングちゃんとしないと腕うでがよじれるということを知った。要改善だ。

　ルスランはちょっと考えた。

「お前は繊せん細さいな味より大味が好きだし、屋台でも回るか？　昔よく町に下りていたときに、お前が好きそうな店も沢たく山さん見つけた」

「わー、悪い王様だー」

「あの頃ころはまだ王子だ。……しばらく行ってないからな、まだあるかは分からんが」

「じゃあ、新しいお店含ふくめて探そうよ。やったー、デートだ！　楽しみー！」

　ルスランの手を握にぎったまま、やったーやったーと飛び跳はねていたら、夜空が下りてきた。

　夜の影かげを背負って、星みたいな色を揺らしたルスランの顔が近づいてくる。びっくりして動きを止めた私の額に、緩ゆるやかな熱が触ふれた。

「──帰るか」

　何事もなかったように離れた熱は、くるりと背を向けて階段に向けて歩き出す。待って、私、一人じゃ下りられないんだよ。知ってるくせに。いじわる。

　そう、いつもみたいに言えばよかったのに、どうにも頰ほっぺたが熱くて顔を上げられない。でも、顔を上げたい。今すぐ走り出してルスランを追い越こしたい。その前に立って、ルスランがどんな顔をしてるのか見たい。

　どきどきと痛いくらいの心臓を服の上から押さえつける。いま走り出せたら、何かが変わるのだろうか。一歩踏ふみ出していいのだろうか。ルスランもそうしたいって、思ってくれているのだろうか。

　すぅっと息を吸って顔を上げようとしたとき、何かが倒れ込む音と呻うめき声がした。予想していなかった原因で反射的に上がった視線の先で、リーメイさんが蹲うずくまっている。さっきとは別の意味で飛び上がって驚おどろく。

　慌あわてて駆かけ寄って、その身体からだを支える。金色の髪かみが簾すだれのようにリーメイさんの顔を覆おおっていて、顔色が見えないけれど、きっといつものように酷い色をしているのだろう。

「も、申し訳、ございません、王妃様……」

「いや、それは大だい丈じよう夫ぶですけど、やっぱりちゃんとお医者さんに診みてもらったほうが」

　いいですよ、と、言いたかった。そう言うつもりだった私の喉のど元もとに、ひたりと何かが触れた。

　蹲るリーメイさんの顔を見ようとしゃがんだままの私の視界の中で、身動いだことで髪が揺れ、リーメイさんの顔が見えた。リーメイさんは、笑っていた。それも、晴れやかに。けれど、ぎょろりと動いた瞳ひとみは血走っていて、とても、人の目には見えない。私はいま、何に触れているのだろう。私にいま、何が触れているのだろう。冷たく薄うすいものが首元に触れていることに、本能が身体に警告を出した。さっき頰ほおに集まった熱が一気に霧む散さんして、身体の芯しんを凍こおりつかせる。その冷たさが四し肢しまで行き渡わたる中を、鳥とり肌はだと震ふるえがついていく。

　なに？　これ、なに？　なにが私の首に触れていて、私はいま、なにに触れていて。

「…………リーメイ・ローウン、何をしているか、分かっているのか」

　何が分からなくなってもこれだけは分かる。ルスランの、声だ。

　血走った目がぎょろりと動き、声の方向へ向く。視線が外れたおかげでようやく息をすることを思い出した。はっと吐はき出した動作で、喉元に突つきつけられていた物の感かん触しよくを改めて認にん識しきしてしまったことだけは誤算だったけれど。

「誰に武器を向けているか、分かっているんだろうな」

　極限まで膨ふくれ上がった感情を無理やり抑おさえたらこんな声になるのだと、私はいつも、ルスランから教えてもらうのだ。

「ええ、分かっておりますとも。貴方あなたほどではないにしても、わたくしもそれなりに頭は切れるほうですので」

　これは、だれ？　快活とも呼べるほどの声で喋しやべるこの人を、私は知らない。いつだっておどおどと、めそめそしくしく泣いて、どもってしまう人なら、何度か会って話をした。けれど。

「申し遅おくれました。わたくしはエインゼ。エインゼと申します」

　こんな、ゆるりと歪ゆがんだ笑えみを浮うかべる人なんて、知らない。




　リーメイ、いや、エインゼと名乗った男が身を起こすと同時に、私も身体を起こさざるを得なくなった。だって、首元に触れている物に押されるのだ。押されているのか、引っ張られているのかもう分からない。よろめく足で立ちあがり、エインゼの胸に凭もたれるように頭をつける。

　首に食い込んでいる物は、恐おそらく刃は物ものだ。だって、ルスランが酷ひどい顔をしている。そんな、全すべての感情が極限を超こえてこそげ落ち、まるで無に見えてしまうほどの酷い顔をしているのだから、きっと刃物じゃなくたって凶きよう器きと呼ばれる何かであることに変わりはなく。変わりはないのなら、私に齎もたらされる被ひ害がいも変わらないのだろう。

　首を動かせないと、視線もほとんど固定される。今の位置から見える範はん囲いの物しか見えないから、上を必死に見てもエインゼの顔は見えない。解ほつれて流れている美しい金きん髪ぱつだけが、ゆらゆらと視界の端はしで光を放つ。

「本物のリーメイ・ローウン殿どのでしたら、今いま頃ごろ川底で眠ねむっておられますので、どうぞご家族の元に届けて差し上げると、きっと泣いて喜ばれるでしょう。ああ、それと、今までは一人旅でも充じゆう分ぶんだったかもしれませんが、黄き水ずい晶しようが採さい掘くつされる鉱山持ちともなると、このようなことは日常茶さ飯はん事じになるので、他ほかのご家族は腕の立つ護衛と行動されたほうが宜よろしいですよともお伝えください。いくら姿形が似ていても、旅の途と中ちゆうで偶ぐう然ぜん知り合った旅人など、どうぞ信用されぬように、と」

　まるで歌うようにつらつらと、信じられない言葉を吐く人に、自分が触れているという事実に耐たえられない。その人の腕の中にいて、触れられているという事実に、呼吸が出来なくなるほどの嫌けん悪おを感じる。

　はっと薄く浅く吐いた息に、私よりもルスランの瞳が歪んだ。まるで反射のように、私の呼吸に合わせてルスランの瞳が揺れる。

「協会の、手の者か」

「はい、その通りでございます。わたくし、協会の犬でございますよぉ。世界で唯ゆい一いつの叛はん逆ぎやく者レミアム王の婚こん儀ぎともなれば、協会の犬は喜んで飛んで参りますとも。と言っても、他の犬は弾はじかれてしまいましたが。わたくし、協会の犬の中でも飛びぬけて優ゆう秀しゆうな犬ですので」

　わんわんと、全然可愛かわいくない鳴き声を上げたエインゼは、くるりと声こわ音ねを変えて肩かたを落とす。刃物の位置がちょっと下がる。

「ですが、まさか魔ま力りよくが０の役立たず王おう妃ひだとは……協会の犬はがっかり致いたしました。こんなものを暗殺しても、ご主人様に褒ほめて頂けない」

「だったら、離して」

　冷え切っているのに酷く粘ねばつく口内を突とつ破ぱした音は、ちゃんと言葉になっていた。一度言葉として音を出せると、後は流れるように喋り出すことができた。

「私なんか殺しても、褒めてもらえないし、ほんとの無む駄だ手間だよ」

「ですが、事情が変わったのです」

「……事情？」

　何を言っているのだろうと思いながら、刃物の位置が少し下がったことで僅わずかだけれど心に余よ裕ゆうができる。顔を少しだけ動かして視線で捉とらえられる幅はばを増やす。ルスランより若じやつ干かん前に出かけている場所にマクシムさんがいて、剣けんに手をかけている。そして、ロベリアがいない。

　私の首に刃物を突きつけている手とは反対の手が、勢いよく跳ねあがった。思わず身を竦すくめた瞬しゆん間かん、鎖さ骨こつの上がちりっと痛んだ。たぶん、切れた、と、鈍にぶい頭が思う。思考は酷く鈍いのに、痛みは馬ば鹿かみたいに鮮せん明めいで、ずるい。

「動くな、レミアム王の犬」

「懐ふところ刀がたなって言ってくれる？」

　左から聞き慣れない声が聞こえてくる。でも、喋り方は知っていた。
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「ロベリア……？」

「はーい、この後恐らく徹てつ夜やで菓か子し買いに行かされる、ロベリアちゃんですよー」

　いつもの調子の軽口で返してくれた人を、限界まで向けた瞳でようやく捉える。

　そこには、黒くろ髪かみの少年がいた。年の頃ころは私と同じくらいだろう。闇やみに溶とけそうな黒髪の少年の左目は、眼帯の下に隠かくれている。その眼帯の下には、収まりきらない火傷やけどの痕あとが見えていて息を吞のむ。

「おーお、性格悪わりぃ。いつの間に黄き喰ぐい仕込んだんだか」

　いつの間にか、私達の周りにだけ明かりが無くなっていた。色を変える小石も、花も、魔力が必要とされるギミック全てが止まっている。電池切れを起こしたみたいだ。ほとんど全てにおいて魔力が要求されるこのお城の中で、この場だけ、魔術が途と切ぎれている。

「だけど無駄だぜ。俺は魔術使えなくても充分強いし、その俺よりマクシム様は強い。ルスラン様に至っては説明する必要すらない。この場において、黄喰いはお前を不利にするだけだぜ」

「それがそうとも限らないのでございますよ。何な故ぜか、お聞きになりたいですか、ルスラン様」

　ロベリアに負けない軽口で、歌うようにエインゼが言った瞬間、ひやりと背筋が凍った。もともと立っていた、命の危機に対しての鳥肌なんて可愛いものだったと思うくらい、一いつ斉せいに肌が粟あわ立だつ。はっと薄く吐いた息が、白い。

　ぱきぱきと奇き妙みような音がする方向、ルスランへと視線を戻もどす。

「御ご託たくはいい。月子を離はなせ」

　ルスランを中心として、冬が広がっていく。全てが青に塗ぬり潰つぶされていく。でも、青なのか緑なのか今一よく分からない。角度によって色を変えるルスランの不思議な瞳の色みたいな氷が、ルスランを中心として急速に広がっていた。テレビで見た流氷みたいだなと、状じよう況きようも忘れて見み惚とれてしまいそうなほど綺き麗れいな氷だ。

「返せ」

　一歩進むごとに、冬が近づいてくる。だけど、私には誰だれより暖かで愛いとおしい冬色だ。

「月子に触さわるなっ！」

　トンサさんにどれだけ怨えん嗟さの言葉を吐はかれても決して荒あらげなかった声が跳はねあがったと同時に、エインゼが刃物から手を離す。その開かれた掌てのひらが、私の胸に、心臓の上に叩たたきつけられた。

　自分の意思でも反射でもない息が押し出された。勝手に吐き出させられた呼吸の音が搔かき消される。ごぽりと奇妙な音が頭上から降った。みしりと奇妙な音が足元から生えた。

　見開かれたルスランの目が、天に浮かんだ水中庭園を、凄すさまじい速度で地上から根を噴ふき出す空中庭園を、捉えている。

「噓うそだろ……」

　ロベリアの呆ぼう然ぜんとした声がやけにはっきりと聞こえた。

　骨が軋きしむ程ほどに押し付けられた掌に、息が詰つまる。

「はっ、ははははは！　やはり本物か！　無知なる貴様らに教えてやろう！　月光石とは人だ！　かつてただ一つだけこの世に存在した、魔力を持たぬ稀け有うなる人間だ！　使える人間が限られているとはいえ、無む尽じん蔵ぞうに魔力を放出し続ける、魔術の因果を根本から覆くつがえす月の名が、月光石だ！」

　地が割れる。

　空が落ちる。

　世界が、砕くだける。

　高らかな笑いが反はん響きようし、音が世界を壊こわしていく。苦手だった階段が、砂糖菓が子しみたいにほろりと崩くずれ、階段と繫つながっていたお城が、庭園から見えているお城が、真っ赤に染まる。

　一いつ瞬しゆんだけお城に向けた視線を、ルスランは振ふり切った。光を弾く白銀色が、振り返った動きから一いつ拍ぱく遅おくれてひるがえる。

　私をじっと見つめる瞳ひとみに、選んだのだと、気づいた。

　ああ、駄だ目めだ。駄目。駄目だよ、ルスラン。

　この人は誰も信じられない。私のことを何より信じていない。

　ルスランは、誰の無事も信じられない。自分より強い人じゃないと、死なないと、殺されないと、信じられない。そしてルスランより強い人がいない以上、世界中の誰も信じられない。

　だからルスランは、私を選ぶ。何を切り捨てても、己おのれを斬きり捨てても、私を選ぶ。

「ルスランっ！」

　呼吸すら押し潰す掌を、押し返すほどの声で叫さけぶ。私の絶ぜつ叫きようを、ルスランは正確に捉えてくれた。だって私の大好きな顔が、今にも泣きだしそうにぐしゃりと崩れたから。




　味方だよ、ルスラン。

　私はあなたの味方だよ。あなたが幼おさな馴な染じみでも、遠とお縁えんでも、親友でも、好きな人でも、王様でも。間ま違ちがっても、正しくても、怖こわくても、優やさしくても。

　どこに辿たどりついても。

　最後まで一いつ緒しよにいるよ。そう約束したじゃない。ずっとずっと昔に、私と約束、したじゃない。

　だから、だからお願い。そんなに怖がって、間違いだと分かっているのに間違えないで。




　世界が砕け、視界が回る。けれど、炎ほのおを纏まとわりつかせたお城は美しい氷に覆おおわれ、それ以上赤を広めない。世界中の何より美しい私の大好きな色に染まった世界は、なんだか泣いているようだった。

「月子っ……！」

　レミアムの王様がレミアムを守ったのを知ると同時に、私の意識は真っ赤に途切れた。
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「月子」

　ベッドに入って何時間経たっただろう。子どもはとっくに寝ねる時間で、きっと大人だってもうねむっている時間だろう。だって、外は信じられないくらい静まりかえっている。

「月子」

　もう一度呼ばれて、わたしはねむたい目をこすって起き上がった。薄うす暗ぐらい部屋の中でごしごしとこすった視界には、あしたの学校のために用意したランドセルの開けっ放しのふたが見えた。ふた、閉め忘れちゃった。わたしは反省する。時間わりを確かく認にんすることにいっしょけんめいになって、他ほかのことが抜ぬけてしまっていた。慣れればスムーズにできるようになるわよとお母さんは言っていたけど、小がっこうって大変だ。楽しいけど、ようちえんよりうんと大変だ。

　気を抜くと落ちてしまいそうなまぶたをがんばって開けて、声の出所に視線を向ける。

　そこにあるのはひいおばあちゃんからもらった小さな鏡台だ。二つの引き出しの上にある鏡には、開き戸がついている。けれど、わたしはいつも開けっ放しにしている。こっちはランドセルのふたと違い、閉め忘れたわけじゃなくてあえてそうしている。

　それは、この鏡でしか会えない友達と会うためだ。

「ルスラン」

　開きっ放しの鏡の中には、見慣れた少年が映っている。これが彼以外なら悲鳴を上げるところだけど、彼だから全然怖くない。

「こんなおそくにどうしたの？」

　可愛かわいらしい女の子に見える顔をいつもにこにこさせて、穏おだやかで、優しくて、柔やわらかな瞳をする六つ年上の少年が、四角に切り取られた鏡の中からひどくゆっくりとわたしを見た。

　いつもていねいに結ゆわれ美しく光る白銀色の髪かみはぐしゃぐしゃに解ほつれ、水色の、けれど角度によって色の変わる宝石のような瞳は真っ赤に染まっている。

　光を一いつ切さいともさない瞳に闇やみを落としたルスランは、おそろしいほど乾かわいた声で言った。

「父上と母上が、死んだ」

「……え？」

「父上と母上が死んだ……殺された。あいつらに、協会に殺された。レミアムは、それを許した」

　夜とは違う重たい色の黒を宿した瞳から、どろりと闇がこぼれ落ちるように涙なみだを流す人に、わたしは必死に手を伸のばした。けれど、六つのわたしにだって持てる小さな鏡台の鏡の中に入ることは出来なくて、短いわたしの腕うでではルスランに届かない。いつもは自分からも手を伸ばしてくれる彼は、明かりをともさない部屋の影かげに吞まれたまま近寄ってはくれなかった。

「……許さない。許すものか、絶対に許すものかっ！」

　暗い中でも分かるほどの涙を流しながら、苛か烈れつな憎ぞう悪おを撒まき散らす人は、髪も瞳も寒色系の色をその身に宿しているはずなのに、真っ赤な炎に見えた。

　瞳だけじゃない。ルスランの周りに光が散っている。炎なのか雷かみなりなのかは分からなかったけれど、夜の星より苛烈な光がルスランから弾はじけて散っていく。感情が昂たかぶりすぎて強い魔ま力りよくを制せい御ぎよできていないのだ。前に、ルスランはそう教えてくれた。自分の魔力は強すぎて、きちんと制御しないとこうやって周りに溢あふれだしてしまうのだ。だから子ども、特に魔術士になる才能のある子どもは、あるていど感情をおさえられるようになる年まで黄き水ずい晶しようを常時持たないのだと、教えてくれた。聞いたことも、聞かなかったことも、教えてくれた。わたしの話も聞いてくれた。いっぱいいっぱい、どうでもいいことも、自分でさえ何を言いたいのか分からないぐちゃぐちゃの感情だけの泣きごとでも、なんでも、ぜんぶ。

　それなのに、今のルスランはわたしのおねがい、ひとつも聞いてくれない。

「協会も、それに属した奴やつらも全員殺してやる、絶対に許さない、絶対にっ…………誰も、信じるものか」

　ぱたりと一ひと際きわ大きな音をたてて雫しずくが落ちた。その後をていねいになぞり、涙がすべり落ちていく。

「魔術士を……この世界を協会が支配しているというのなら、僕は……俺は、もう絶対に、誰も信じない」

　どこか呆然としたような声で、けれど呆ほうけているとはとてもではないが言えない炎を宿した瞳を見開いたルスランは、両手で顔をおおって俯うつむいた。声を殺して涙を流すルスランに、どれだけ手を伸ばしても届かない。肩かたまで押し込んでも駄目で、姿が見えなくなってしまったルスランに焦じれてもっともっとと押し込む。

　どこかに行ってしまいそうだと、思った。ルスランがどこかに行っちゃう。湧わき上がる不安と恐きよう怖ふで震ふるえる声で必死にルスランを呼ぶ。

「ルスラン、こっち来て」

「……嫌いやだ」

「そんなこと言っちゃ、やだ」

　必死に伸ばしていた手を引っ込めて、自分の目元をパジャマで拭ぬぐう。でも、どんなに拭っても全然止まらない。わたしの声が止やんだことに気づいたルスランがわたしを見て、ぐしゃりと顔を歪ゆがめ、困ったように炎を散らす。

「そんなこと言っちゃやだ……」

「……月子」

「そんなこと言っちゃやだぁ……！」

　ルスランは声を殺したというのに、声を上げて泣き始めたわたしに、ルスランは困ったように眉まゆ根ねを下げた。そして、頑かたくなに動かなかった歩を進めて、鏡の中のわたしに手を伸ばす。鏡を通り抜けて伸びてきた手を必死に摑つかむ。涙でべちゃべちゃになった手を、ルスランは振り払はらわなかった。けれど動きを止めず、そのまま伸ばしてわたしの頰ほおを拭う。

「お前が泣く必要はないんだよ、月子」

「やだっ、やだ、やだぁ！」

「そっか、やだか……どうしような。お父さんとお母さんが起きてしまう」

　綺き麗れいな指が、何度も何度もわたしの目め尻じりと頰を拭う。泣いているのは彼も同じなのに、わたしは同じように手を伸ばしても彼に届かない。それが悔くやしくて悔しくて、余計に涙が溢れる。

「…………なあ、月子」

「……なぁに」

　ぐすぐすと鼻を鳴らしながら、ようよう答えたわたしに、ルスランは困ったように笑った。

「ずっと……月子だけは俺の味方でいてくれるか？」

　静まり返った真夜中の空気に、ルスランの声が小さく、静かに降る。深々と降る雪みたいだと、思った。それほどに、今にも壊こわれて消えてしまいそうな声で、ルスランは言う。

「父上と母上が身み罷まかった今、俺はレミアムの王になる。ここぞとばかりに雪な崩だれ込んでくるだろう協会も、それを支持する奴らも……父上と母上を殺した奴らは全部レミアムから排はい除じよする。その過程で、俺はきっと酷ひどいことをする。いっぱい、月子には考えもつかないほど恐おそろしいことをする。俺は多分、そういうことを平気で出来る人間なんだ」

　深々と降る雪みたいに静かな涙が、ルスランの頰を滑すべり落ちる。

「殺すよ。沢たく山さん、数すら数え切れないほどに」

　白銀色の髪も、水色の瞳ひとみも、はらはらと流れ落ちる雫も、ぜんぶこんなに綺麗なのに。薄暗い部屋の中でも全く損そこなわれない美しさでここに存在しているのに、どうしてこんなに悲しいのだ。

「……だけど、嫌きらわないで。どうかお前だけは、俺の味方でいて、月子。お願いだから…………俺を一人にしないで」

　置いていかないで。

　俯いて震えるルスランを抱だきしめてあげたかったのに、わたしの手を握にぎるルスランの力は強く、鏡は小さい。どうしてわたし達の間には鏡があるのだろう。この小さな鏡に隔へだてられた空間をもどかしく思ったことは幾いく度どもあった。それこそ初めて会ったときから。だけど、この境界をこれほどまでに疎うとましく、憎にくく、悔しく思ったことはない。

　手が届かないのなら、抱きしめることができないのなら、言葉を届ける。わたしは洟はなを啜すすり、震える声を飲み込んだ。

「…………いいよ」

　美しい白銀色がゆっくりと緩かん慢まんな動きで上がりきる前に、涙でぐちゃぐちゃになった顔を精いっぱい整える。

「わたし、ルスランがいい子じゃなくても、いいよ。ずっと味方だよ。ほんとだよ、ずっと、おっきくなってもずっと、ぜったい…………だから、ルスラン、どっかいっちゃやだ」

　摑んでいた手にぎゅっと力を籠こめたら、ルスランははっとした顔をした。そして、まるで反射のように握り返したわたしの手に額をつける。

「……うん、行かないよ。月子が味方でいてくれるなら、俺はどこにも行かない」

「……ほんと？」

「ああ、約束だ…………お前の友達、こんなのでごめん。……ごめんな、月子」

「いいよ」

　即そく答とうしたわたしに、ルスランは困ったように力を抜ぬき、微かすかに笑った。

「いいのか？」

「うん。だってわたし、ルスランの味方だから」

　守ろう。真夜中に一人ぼっちで泣くこの人を、六歳も年上なのに、六歳も年下のわたしのところにしか泣く場所がないこの人を。ルスランが守れないルスランを、わたしが守ろう。

　六歳の私と十二歳のルスランが交かわした約束は、十年経たった今も変わらず、私の一番大事な指針となっている。
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　ぱちぱちと安定した穏おだやかな音に、緩ゆるやかに意識が浮ふ上じようする。

「うっ……」

　けれど、苦く悶もんに満ちた呻うめき声に一気に不ふ穏おんな気配を感じた。ぼやける視界に瞳を片手で擦こすり、片手で身体からだを支えて起き上がろうとしたのに、失敗した。手がやけに重たい。それに、片方を動かせばもう片方もついてくる。

「なに……」

　結局擦れなかった瞳を必死に凝こらせば、手に鉄てつ枷かせがついていた。

「王おう妃ひ様、だいじょぶ？」

「へい、き」

「そりゃよかった」

　凝らした視界の中で、眼帯をしていないほうの右目でウインクしたロベリアが見えた。解ほつれた黒くろ髪かみが頰に張りついた顔には痣あざもある。座りこんで胡坐あぐらをかいているロベリアの両手は、身体の上に上がっていた。妙みような体勢に違い和わ感かんを覚えながら視線を上げていって、ぎょっとする。ロベリアの掌てのひらは纏まとめてナイフで貫つらぬかれ、壁かべに留められていた。まだ血が流れているからそんなに時間は経っていないのだろうけれど、そんなことが何の救いになるだろう。

　反射的に飛び起きようとした私の身体を、ロベリアは自由な足で搦からめ捕とって押し止とどめた。起き上がりそびれてもがく私に、ロベリアはいつもの調子で言う。

「王妃様、そのままいてよ。俺、一人で寂さびしいからさ」

「ロベリアっ！」

「しー……っていうか、あー、王妃様あったけぇ」

　ロベリアの薄うすいお腹なかに埋うもれていた顔をなんとか上げる。ロベリアはもう一度、しーっと言うと、目配せでよそを指した。その視線を辿たどって、状じよう況きようを把は握あくしようと頑がん張ばる。

　ここは部屋の中のようだ。ホテルみたいな壁かべ紙がみが張られた部屋の中は埃ほこりっぽく、ほとんどの家具には白いシーツがかけられているから、使われていない部屋なのだろう。唯ゆい一いつ、暖だん炉ろの前に置かれている小さな丸いテーブルと椅い子すだけはシーツが外されている。

　ぱちぱちと音を立てている暖炉の明かりだけが部屋を照らしていて、その前に置かれた椅子に、人がいた。

　椅子に座り、手と足を組んで動かない人は、少し俯うつむいたままなので眠ねむっているのかもしれない。金の髪かみと瞳に炎ほのおの色を映した人は、まるで血に濡ぬれているかのようだった。

「エインゼ……」

「ようやくちょっと前から寝ね始めてさ、でもでかい声出したら起きるだろうから、静かにな。王妃様、痛いとこない？」

「……平気。ロベリアは？」

　聞いてから、馬ば鹿かな質問をしたと思った。だって、手、痛くないはずがないのに。

　ぐしゃりと顔を歪ゆがめてしまったのが自分でも分かる。ロベリアは、そんな私を見下ろして、神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「それがさ」

「うん……」

「俺独り身でさ」

「うん……？」

「出で得え戸と、とかいうやつの護衛についていったら、最悪の場合死に至るわけでさ、その日の護衛任務は俺を外すか、俺にも王様推すい薦せんのうまい屋台の飯奢おごってもらわないと全然無事じゃない」

「えぇー……」

　どういう反応をすればいいのか分からず上がった、私のまさしく『えぇー……』な声に、ロベリアは再び可か憐れんなウインクをプレゼントしてくれた。そこに見知った少女はいなかったけれど、見慣れぬ隻せき眼がんの少年は、いつもと全く変わらない見慣れた笑え顔がおだった。




　眠っているエインゼを起こさないよう、ロベリアはひそひそと現状の説明を始めた。

「王妃様、どの辺まで覚えてる？」

「……ごめん。お城が燃えてルスランが守ったとこしか覚えてない」

　それ以外はさっぱりだ。ここがどこで今がいつで、何がどうなっているか全く分からない自分の役立たずさに落ち込みそうになった私に、ロベリアはぱっと笑った。

「うわ、王妃様上出来！　そこ一番説明面めん倒どうなとこだから、飛ばせて……えーと、羅鬼ぃー」

「ラッキーの発音なんか凄すごくなかった!?」

「こほん……と言っても、俺も詳くわしくはちょっとな。まあまだレミアムの中だろうってくらいだ……なーんか足取りに迷いがあるっていうか、なんで留とどまってるかは分かんねぇけど、まっすぐ協会に帰るつもりはなさそうだ」

　ちらりとエインゼを見た視線は、すぐに私に戻もどってきた。

「……ルスラン様が守ったから、城も中の人間も無事だろうけど、こっちは逃にがしちゃったってとこだな。まあ、その辺りは王妃様覚かく悟ごの上だったよな。ありがとう王妃様。王様をあっちに向けてくれたおかげでみんな無事だった。助かる」

　さっきまでのふざけた様子をくるりと入れ替かえ、真しん摯しな声と態度でロベリアは頭を下げた。

「あそこで王様が城を切り捨てたら、王様自身のお立場も危なくなってた。だから、本当にありがとう。……俺さ、なんかあの時、ようやく分かった気がする。王妃様って、ルスラン様のお嫁よめさんなんだな」

「…………うん」

「……すげぇー。王妃様見て初めて可愛かわいいと思ったわ」

「初めて!?」

「あっはっはっ、顔真っ赤。可愛い可愛い」

　顔真っ赤と笑われたことで更さらに恥はずかしくなり、ロベリアの薄いお腹に額を押し付ける。痛い痛いとロベリアがけらけら笑う。本当に痛いのかは分からないけど、怪け我がをしてるのは確かだから、大人しく動きを止める。恨うらみがましく見上げたら、まだけらけら笑っているからやめなくてもよかったかもしれない。

「……ロベリアはさ、頑かたくなに私を王妃って呼ぶよね。私は王妃らしさからかけ離はなれてるから月子でいいのに」

「だって、王妃様は俺の理想の王妃様だったから。といっても、王妃様見るまで俺どんな王妃様が理想か分かってなかったけど、今ならちゃんと分かるや。王妃様は、俺の理想の王妃様だ」

　予想外の答えに思わず瞬まばたきする。だって、どう贔ひい屓き目めに見ても、私が理想の王妃だと言われる日が来るとは思わなかったのだ。私が理想の王妃だと、それ、国が滅ほろびるんじゃないかなと自分で思う。

「ロベリアは、どんな王妃が欲しいの？」

「政まつりごととかは、あの方一人で充じゆう分ぶんだ。あの方も、そういう意味での助けは求めてないだろうし。だったら俺は、あの方がただ安らげる場所になってくれる人がいい。本来結けつ婚こんって、そういうもんだろ？」

　今度は別の意味でぱちりと瞬きした私を見て、ロベリアはにかっと笑った。ロベリアの台詞せりふを咀そ嚼しやくしてゆっくり吞のみ込んだ私は、徐じよ々じよに同じ顔になっていく自分を自覚する。

「それなら私、二つの世界を跨またいでも、世界の誰だれより上手に出来るよ！」

　私はたぶん、王妃のなんたるかは何一つとして分かってない。出来ることはすっごく少ない。でも、ただのルスランとお喋しやべりするのはすっごく得意だ。一いつ緒しよに遊ぶのも、喧けん嘩かするのも、ふざけるのも、怒おこるのも、怒らせるのも、笑うのも、笑わせるのも、凄く得意。

「私、王様のお嫁さんになりたいんじゃないから、本当は王妃になったらいけないんだと思う。でもルスランが私でいいって言うんなら、私はなんでもいい。相手がルスランなら、なんでもいいんだ。だから、ルスランが王様である以上、私、王妃様やるんだ」

「だろ？　だから俺は、王妃様のこと王妃様って呼ぶのさ」

　胸を張ってそう言ったロベリアは、また一つ、華か麗れいにウインクした。

　部屋の中は、私達が黙だまれば、薪まきがぱちぱちと安定して燃える音だけが聞こえている。

「あ、俺は王妃様への保険だから、俺がいいって言うまで無む茶ちやはしないでくれな」

「……どういうこと？」

「俺は、王妃様に言うこと聞かせるための小道具で連れられてるってこと」

　ロベリアは眠っているエインゼを顎あごで指してから、私に回している足の囲いの力を強くした。苦しいけれど痛くはない力だ。

「先に言っとくぞ、王おう妃ひ様。俺を質にされても、嫌いやなことは嫌って言っていい。けど、死ぬこと以外は極力逆らうな。王様が来てくださるまで生きていればそれだけで俺達の勝ちだ。けど、もしも間に合わなかったら、俺のことは考えなくていい。俺は頑がん丈じようだから多少のことじゃなくてもそう簡単には死なない。だから、生き残る以外のことで無茶は絶対にしないでくれ。まあ、月光石だってんなら、殺されることはないだろうけど、今の俺は魔ま力りよく０の王妃様状態だから役に立たない」

　ばちんっと一ひと際きわ大きな音で薪が爆はぜた。ぎくりと身を強こわ張ばらせて暖炉のほうを見たけど、エインゼは体勢を変えていない。どうやらよっぽど疲つかれているようだ。私はほっと力を抜ぬいたけれど、ロベリアはまだ身を硬かたくして、じっとエインゼを見ていた。私を囲っている足の力も全然緩ゆるまなくて、苦しいくらいだ。用心深くエインゼを見つめ続けているロベリアに息を詰つめていると、やがて身体からだの力を抜き、私を見てへらりと笑った。

　私に絡からめている足を器用に動かして、更に身体の密着を強める。

「うーん、やっぱり俺が借りるのは無理かな。あいつの様子から見るに、触さわってたらいいみたいなんだけど」

「……月光石ってやつのこと？　あれって本当なの？」

「にわかには信じ難がたいけど本当だろうな。黄き喰ぐいの中で魔術を使われたら、信じるしかない。でも、俺にはできないみたいだ。王妃様といると確かに魔術が使いやすかった。でも、それだけだ。調子のいい日が続く、程度のもんだ。黄き水ずい晶しようが無い状態ではそもそも魔術を発動できないから……多分、あいつが言っていた使える人間が限られてるってのは、黄水晶を使わないで魔術を扱あつかえる人間にしか月光石の恩おん恵けいは得られないってことなんだと思う」

　この世界に魔術を使えない人間はいない。でも、黄水晶が無いと使えない。黄水晶が無くても使える人は、ルスランと曾ひいお婆ばあちゃんだけのはずだ。そう聞いている。

「その通りだ」

　予想外の声に、私とロベリアは同時に同じ方向を向いた。

　エインゼはさっきと同じ体勢だった。けれど、開かれた瞳ひとみだけがさっきと違ちがう。炎ほのおを映した瞳は、まるで真っ赤な宝石だ。

　組んだ足を下ろし、深く座っていた身体を起こしたエインゼは、首を幾いく度どか傾かたむけた。寝ね違ちがえてしまえと睨にらんだけれど、悲しいことに万ばん全ぜんの体調のようで動きに違い和わ感かんは無いし、顔色もとてもいい。

「お前達は黄水晶を通してしか魔術を発動できず、そしてルスラン、あの男はそもそも外部を通す魔術を知らぬ。それ故ゆえに、今まで気付かなかったのだろうな……本当に、生まれたその時より身の内の魔力と魔術のみで生きてきたのか。魔術士として恵めぐまれているのか、人として生きる能力に恵まれなかったのか、判断に迷うところだな」

　ゆっくりと話すエインゼは、姿形は見慣れた人そのものだ。だけど、全然違う人みたいで。

「随ずい分ぶんお早いお目覚めで。爺じいさんかよ」

「本当に口の減らない護衛だ」

「爺さんと言えば、何であんたがトンサの不正暴あばいてんだよ。お前、協会側の人間だろうに」

「どうせもう暴かれるのも時間の問題だったからな。最後に利用させてもらった。流石さすがのあの男も親世代から自分に仕え、あの粛しゆく清せいも越こえた人間に裏切られれば絶望の一つもすると思ったが、存外つまらない反応だった」

　どうでもよさそうに言うエインゼを睨む。

「…………身体のこと、心配して損した」

　心からそう思ったのに、憎にくらしげな物言いよりふてくされた声こわ音ねになってしまった私の言葉に、エインゼはふと真顔になった。妙みような沈ちん黙もくが落ちる。

「その通りだろうな。だが、具合は本当に悪かったさ。それ故に、俺はお前を使えるのだから」

「どういう意味……？　それとキャラ……設定違いすぎだよ。どれがほんとのエインゼなの」

「さあてな……どれがわたくしかは、最も早はや自分にも分かりませんよ」

　せめて一いち人にん称しようくらい統一したらいいのに。くるくる口調が変わるし、自分を示す呼び方も変わる。ロベリアは私といるときは顔や形は変わってもキャラは変わらなかったから、真逆だ。

　炎のように赤い瞳が、私をじっと見ている。

「これが月光石か……噂うわさには聞いていたが、本当に実在するとは思わなかったな。この手で使った後でなければ到とう底てい信じられぬ……お前のその無む尽じん蔵ぞうの魔力はどこから現れているんだ。お前自身に魔力は欠片かけらもないはずだ。そもそも、お前自身に魔力があったとしても、あれだけの規模で魔力を使えば、ルスランのような化け物でもない限りそれなりの消しよう耗もうがあるはずだが、それもないのか」

　エインゼは機き敏びんな動作で立ち上がり、ゆったりとした歩みで私達の前に立った。私を抱かかえるロベリアの足の力が強くなる。

「王妃様に近寄んな、協会の犬」

「ロベリアと言ったか。お前も、元は協会の犬だろう。あの用心深い男が、よく使ってくれたものだなぁ。そこまで見境のない男だとは思わなかったが」

　ロベリアの身体がぴくりと動いた。密着している私にしか分からない程度の揺ゆれだったけど、そこには確かな動どう揺ようがあった。エインゼの手が伸のび、ロベリアの眼帯を剝はぎ取る。そのまま放ほうり捨てられた眼帯が床ゆかに落ちていく。

　解ほつれた髪かみが顔面を覆おおっているけれど、下から見上げている私にはロベリアの顔がはっきり見える。元々眼帯に収まり切らない火傷やけどだったけれど、覆いを外したその面積の広さを改めて見て息を吞む。眼帯を外しても開かれない左目は、自分の力で開けるのかすら怪あやしい。

「お前の首輪は目か。あの男が外してくれたのか？　全く……外せば必死の首輪を、術者以外が死なせず解かい呪じゆするのは道理に反すると教えてやってくれ。どこまでも常識の範はん疇ちゆうに収まらん男だ。……あの男に差し向けた刺し客かくは全員死んだものと思っていたが、お前のような者は他ほかにもいるのか？」

「さあてね。協会を恨んでる人間なら山ほどいるんじゃね？　そういう奴やつは、喜んでルスラン様につくだろうな。あの方は、俺に約束してくださった。必ず協会を壊こわすと、あの方だけが、協会への憎ぞう悪おを形にしてくださった。だから俺は、あの方に命を懸かけたんだ。協会はもう人としてやっちゃいけない領域を軽々と踏ふみ越えてる。皆みんなそれを知っていて、見て見ぬ振ふりを…………待てよ。あんたまさか、実験の成功体、っ！」

　ばちんと、薪が弾はじけた音より鋭するどく響ひびき渡わたる音がして、ロベリアの身体がびくんと跳はねた。

「ロベリア!?」

　エインゼがロベリアの顔面に手をかざしている。ロベリアの頭はがくりと垂れ、足の力も抜けた。気を、失っている？

「ロベリア！」

「……うるさい……眠ねむらせた、だけだ……」

　叫さけぶ私の髪が摑つかまれて、そのまま引きずり起こされる。頭の皮が全部剝ぎ取られていくみたいに痛み、引かれる方向に進むしかない。手て枷かせの重さにうまくバランスを取れないままふらついてもお構いなしだ。私の髪は手た綱づなにされるために生えているわけじゃない。

　でも、何かがおかしい。痛みに霞かすむ視界でも分かるくらい、エインゼの足はふらついていた。私と同じくらいよろめきながら暖だん炉ろの前に戻もどると、私を抱えて椅い子すに座った。

　何な故ぜ私は、お人形宜よろしく、抱だきかかえられているのだろうか。

　暖炉の前だから暖かいけど、背中と首元が気になりすぎてそれどころじゃない。

「離はなして、やだ、どいて、いや私がどくから、離して、ちょっと、え、何、やだ、離して、っていうか離して！」

「…………うるさい」

　私の肩かたに顎あごを置いたエインゼが深く息を吐はく。うるさいのは百も承知だけれど、この状態に落ち着くわけにはいかないのだ。枷がなければまだ自由に動けたけれど、前でとはいえ両手を纏まとめられているのは痛い。頭ず突つきをしようにも、エインゼの頭が首元に埋うまっているから、動かしたところで大した威い力りよくは出せないだろう。

　私のお腹なかに回されていた掌てのひらがゆっくりと開き、心臓の上に移動した。親しくも好きでもない人間の手が、服越ごしとはいえ身体の上を這はった感かん触しよくに、ひっと喉のどが引き攣つる。思わずエインゼの顔を見れば、肩に埋まっていた顔が私の方を向いていた。その顔色を見て、再び息を吞のむ。

「な、なに、その、顔色」

　エインゼの顔色は、さっきまでの健康な状態の人間のそれとは違い、真っ白になっていた。この顔色を何度も見た。お城で具合が悪いと蹲うずくまっている度たびに見た。あれは演技だったのだと思っていたけれど、そもそも演技で顔色まで変えられるものなのだろうか。魔術があれば出来るのだろうか。それとも、本当に具合が悪かった？

「なん、で」

「…………いた、い」

　小さな声で呻うめいたエインゼは、まるで小さな子どものようだった。

　全身を内側から切り裂さかれているような痛みだと、エインゼは言っていた。それが噓うそではなかったのだとしたら、どうしてそんなことに、しかも急に。だってさっきまで顔色は良好だったのに。

　縋すがるように抱えてくる腕うでから逃にげ出したいのに、抜ぬけ出すのを躊躇ためらってしまう。

　なんで、どうして。何が噓？　何が本当？　ぐるぐる回る思考の中で、さっきの間にあったことを必死に思い返す。最初と今であったこと。変わったこと。何があった？

　意味もなくきょろきょろ回した視線は、ぐったりと項うな垂だれたロベリアで止まる。

「魔ま術じゆつを使った、から……？」

　そうだ。エインゼの顔色が悪くなったのは、ロベリアを眠らせた魔術を使ってからだ。

「…………そうですよ。わたくしは、魔術を使えば、全身に激痛が走る」

「なんで、そんな」

「協会が、第二のルスラン王を、作ろうと、したから、ですよ」

　また一つ、薪まきが大きな音を立てた。

　他にどうしようもなくて、音のした方へと無意識に視線を向ける。暖炉に入っている薪は、よく見ると何かの家具の脚あしのようだった。正規の薪じゃないから、よく跳ねるのかもしれない。もしかしたら、部屋だけじゃなくて建物全部が使われていない場所なのだろうか。

　熱に近いこの場所では、見つめる瞳にも熱が移る。熱くて、乾かわいて、空気を漂ただよった熱で心が焦こげ付いてしまいそうだ。

「協会は、リュスティナと同じ力を持ったルスランを協会の名の下に管理しようとしていました。名目上は、特とく殊しゆな力を持ったルスランの導き手がいないレミアムよりも、世界中の魔術士を統とう轄かつする協会の元で育つ方がルスランの為ためになるとのことでしたが、協会に引き渡される魔術士の行く末など暗あん黙もくの了りよう解かいでした。私がいい例ですね。協会の犬ですよ。そこのロベリアも、元はルスラン暗殺に差し向けられた一つですし。協会に不都合な人間を暗殺し、逆らった街を焼き討うちに、魔力の強い子どもが生まれれば保護の名の下に攫さらいもする。金と黄き水ずい晶しようを山のように与あたえられる代わりに、自ら子を売る親もおります。レミアムの先代の王と王おう妃ひはそれをお選びにはなりませんでしたが」

　私の心臓の上に置かれた掌は、身み動じろぎ一つせずにぺたりと張り付いたままだ。

「協会はずっとレミアムに通達していました。一歳までには、三歳までには、五歳までにはと、それはもうしつこく。それを拒こばみ続けていた先代の王と王妃は、『事故』で崩ほう御ぎよされました。出先で、放置されていた黄水晶の暴走に巻き込まれたと。証しよう拠こはないでしょう。けれど、誰だれもが協会の仕し業わざだと知っている。王と王妃が乗った馬車が、それもご本人達も高い魔力の持ち主であるお二人が乗った馬車にかけられた護術が、たかだか誰かが落とした程度の黄水晶の暴走で破られるはずがない。各国が、魔術士が、黄水晶を搔かき集めているこの世界で、そんな力を持った黄水晶が放置されているはずもない。けれど、世界はそれを事故にした。協会は言わずもがな、世界中の国も、レミアムの重じゆう鎮ちんでさえも」

　淡たん々たんと、というよりは穏おだやかで静かな声が降る。昼下がりの授業みたいだなと、頭を過よぎった。お腹がいっぱいになって、お昼休みでのんびりして、午後一番の授業。計算はいらなくて、ただ先生の話を聞いて板書を写すだけののんびりとした授業で先生が喋しやべっているみたいな声こわ音ねだ。それなのに、その内容も、この状じよう況きようも、穏やかさとは似ても似つかない。

「どうしてわたくしがレミアムを訪おとずれることができたか分かりますか？　ルスランが協会からレミアムを独立させた今になっても、協会を支持する者が大勢いるからですよ。彼らも協会が正しいなどとは欠片かけらも思ってはいない。けれど、協会を支持すれば利が大きいのです。黄水晶だけではなく、金も魔力の多い人間も浴びるほど手に入り、罪を犯おかしても協会が背後にいれば見み逃のがされる。だから、先代の王と王妃を殺した協会に媚こびる人間はレミアムにすら、世界中でどの国よりも許してはならないはずのレミアムの民たみにすら、大量に存在するのです」

　だから、あの男は全すべて一人で行った。

　そう続いた声にだけ熱が宿った。それが何の熱かを判じることは、私にはできなかった。

「先代の王と王妃を失ったレミアムに、協会は雪な崩だれ込んだ。王族が一人しかいなくなった国から王を連れていくことは止やめたが、代わりにレミアムを牛ぎゆう耳じるつもりだった。レミアムは世界でも有数の黄水晶産出国だ。ルスランのことが無くとも隙すきあらばとずっと狙ねらっていたから、絶好の機会だったのだ。そして、貴族の多くがそれに賛同したときのあの男の絶望を、想像するだけで心が躍おどる。両親を殺した仇かたきを嬉き々きとして迎むかえ入れる自国の民を見たあの男の怒いかりは、やがて世界を焼いたのだ」

　私はこの話を初めて聞く。だけど、あの夜のルスランを思い出す。冷たく凍こおった瞳ひとみと、声は、今でも鮮せん明めいに思い出せる。細くて、華きや奢しやで、やつれて、恐おそろしいまでに色を持たなかったルスランを、思い出す。

「この国には粛しゆく清せいがあったのですよ、王妃様。僅わずか十二の子どもが、レミアムに血の粛清を降らせたのです。そうして、歴史を変えた。レミアムは、協会創立以来初めての独立国家となりました。一時期は全ての国との貿易が途と絶だえ、完全に陸りくの孤こ島とうと化しました。ですが、国は荒あれなかった。恐ろしいほどの速さで、王が国を整えたからです。大きな不安でもあったレミアムの魔術衰すい退たいも、逆に協会に管理されるのを嫌いやがった魔術士が集まってきたことで、繁はん栄えいすらしました。今やレミアムは、大陸随ずい一いちの黄水晶産出国であり、魔術士の楽園です。以前のように全ての国とまでは参りませんが、貿易も回復しました。レミアムは、世界で唯ゆい一いつ自由な国となりました」

　いつの間にか、エインゼの呼吸は落ち着いていた。少しだけ視線を向けると、暖炉を見ている横顔の色も随分いい。けれど、私の心臓の上に張り付いた掌の強さは変わっていなかった。ぺったりと、一寸の隙すき間まもないほどに張り付けられている。

「あの男は、反対する人間も多い中、誰も可能だとは思わなかった協会からの独立を成し遂とげた。協会から独立した後、幾いくつかの国と戦争も起こった。三つの国が同時に攻せめ込んできたこともあった。けれど、その全てを捌さばき切った。全く、本当に悪魔のような男だ」

　それも、初めて聞いた。ルスランが酷ひどく忙いそがしそうにしていた時期があったから、もしかしてそのときだろうかと思い至るくらいで、何があったかは全然知らなかった。絶対に教えてくれなかったのだ。ぐったりと疲つかれ切り、ベッドに倒たおれ込むや否いなや眠ねむってしまった彼を、鏡台越しに何度も見た。あの頃ころはまだ鏡台を越こえる術すべを知らなかったから、掛かけ布ぶ団とんを掛けてあげることもできず、随分やきもきした。結局私のもこもこ上着を鏡台からぎゅうぎゅう押し込んで、なんとか上だけ掛けた。今の私よりも年下のルスランに、掛けたのだ。

　眠りながら泣いているルスランの手を握にぎることしかできなかった夜を、何度も越えて、私はここにいる。そんな夜を、ルスランはずっと越えてきたのだ。

「協会の手先となり、数多あまたの国がレミアムに攻め込んだ。その度、レミアムは生き延びた。どうしてだと思いますか？　少年王が戦場に立ったからですよ。レミアムは黄水晶の産出国ではありますが、世界中の黄水晶と消しよう耗もう戦を挑いどまれれば、当然先に枯こ渇かつします。だからあの男は、自らが戦場に立ったのです。圧あつ倒とう的な数の不利がありました。ですがあの男は、後に白銀の悪魔と呼ばれたあの男は、黄き喰ぐいをばらまいて相手を無力化した上で一方的に殺さつ戮りくし、相手の心を折って回った。一部の降参など聞かなかった。一部隊の降参も聞き入れなかった。追つい撃げきも徹てつ底ていし、相手国の王自身が撤てつ退たいを掲かかげるまで防戦のみではなく攻め込むことまでした。協会は、レミアムは防戦一方になるだろうと予想をたてていた。削けずれるだけ削って次は別の国に攻め込ませようと画策していたようですが、次はどこも続かなかった。悪魔が、レミアムに攻め込んだ国を徹底的に叩たたき潰つぶしたからです。あの時攻め込んだ三国は、レミアムの属国にされてもおかしくはないほどに叩きのめされました。レミアム王が通った後は、草すら生えないのに首は生えるなどと言われたものです。白銀の悪魔なんて通り名がついた王は、後にも先にもあの王だけでしょう」

　先生みたいな喋り方で、ゆっくり、穏やかに、分かりやすく、緩ゆるく笑えんで。

　恐ろしいことを、言う。

「レミアム王は、レミアムを協会から解放する為なら何でもした。それこそ、何でも。徹底的に。貴女あなたに触ふれる王の手は血で汚よごれておりますよ、王妃様。それを知って、どう思われますか？」

　酷く優やさしい声音で、凄すごいことを言う。耳を通った言葉は聞き慣れない事実で、初めて聞く過去だった。

　本当は、あまり想像ができない。私の知るルスランは、ひょうきんな所もどんくさい所もある、優しい人だったから。

　私にはエインゼが語るルスランの過去が、噓うそか本当かを判じることは出来ない。だけど本当なんだろうなとは、なんとなく思った。思っても、答えは変わらないから何も問題はない。

「血を知っているんだなって、思う」

　血で汚れた手など、私は知らない。私が知っている手が、流れた血を知っている手だった。ただそれだけだ。

　私はたぶん何も分かっていないのだろう。怖こわいことも恐ろしいことも何も分からないまま、ただ感情だけで判断している。実際にその状況を見たら泣きだすかもしれない。吐はいてしまうかもしれない。でも、既すでに決めていることがあるから、後からどんな事実が出てこようと、実はあまり関係が無いのだ。

　昨日今日の話ではない。私の覚かく悟ごが、決意が、それらを決めるに至った約束が、一体どれほど前になされたと思っているのだ。覚悟なら、とうに決めている。後からどんな事実が出てこようと揺ゆるがないほどの覚悟は、もう確固たるものとして私の中にあるのだ。

　ルスランは私の知らないところで、立派で優ゆう秀しゆうで凄い王様をやって、怖くて恐ろしいこともやっているのだろう。だからこそ少し、傲ごう慢まんだ。私に必要なことも、知りたいことも、知るべきことも、ルスランが一人で決めてしまうのだ。

「そういうの知っても私は離はなれてなんていかないと分かっているのに、怖おじてしまうあの人の弱さを、私は愛してしまった。だから、知っても知らなくても、あまり大差はないんだよ…………帰してよ。私をルスランの所に、帰して。月光石なんて知らない。そんな力、私もルスランも望んでない。私は魔ま力りよく０で、王おう妃ひとしての能力も０の駄だ目めな人間で、そんな私が必要な、駄目なルスランの所に、帰して」

　重たい手て枷かせがついた両手で自分の顔を覆おおう。暖だん炉ろの火を見つめすぎて、熱で瞳が溶とけてしまいそうだ。熱い雫しずくが溢あふれてきてどうしようもない。いっぱいいっぱいだ。怖さとか、悲しさとか、苦しさとか、恐ろしさとか、切なさとか、恋こいしさとか。いろんな何かが私の中から溢れた。

「協会は、黄き水ずい晶しようが無くとも魔術を使える人間を作ろうと、研究を続けてきた。今でも続けている。何百人も死んだ。子供も大人も研究に耐たえ切れず、死んで、死んで、死んで、ようやく僕が出来た。でも僕は、黄水晶が無い状態で魔術をかろうじて扱あつかえるようになった代わりに、黄水晶があろうがなかろうが、魔術を使えば死にそうなほどの激痛が走る欠けつ陥かん品になった」

　心臓が押し潰されそうなほどの力が掌てのひらにかかる。息が苦しい。熱い。胸が熱い。首筋も、背中も、熱い。エインゼが触れている全てが熱い。だけど瞳を覆う熱だけは、私だけの熱だ。

「やだ、帰る、ルスランのとこに帰る」

「…………ああ、あの男が恨うらめしい。僕の両親は嬉々として僕を協会へ売り飛ばした。同じ王族でありながら、何な故ぜ、ああ、こうも違ちがうのだ」

「やだ、帰る。ルスラン、いやだ、熱い、帰る、やだ、もうやだ、帰る、ルスラン、ルスランのところに帰る」

「貴女に触れていれば激痛が鎮しずまる……貴女を通せば、痛くない……ああ、あの男が妬ねたましい。何故、何故あの男ばかりが全すべてを持ち得る。力も、生まれも、月光石も……何故、その月光石が、拠より所となって、傍そばにある。何故、あの男ばかりがっ」

「い、あっ……」

　首の付け根に激痛が走る。エインゼが、凄すさまじい力で私の肩かたに嚙かみついていた。ぎりぎりと、犬歯どころか全ての歯が食い込んでいる痛みに、身体からだが引き攣つり、うまく息もできない。

「い、やだ、かえ、る、ルスランのとこ、帰る。ルスランのとこ、帰らなきゃ、泣いちゃう。やだ、帰る、ルスランが泣いちゃう、から、帰る、やだ、も、やだ、ルスラン、ルスラン、ルスランっ」

「……私だって痛い。俺のほうが痛い。わたくしだって一人だ。僕のほうが、ずっと、一人だ」

　喋しやべることで口が離れ、激痛が消え失うせた。じくじくとした痛みがじわじわと訪おとずれるけれど、さっきの痛みに比べたら気にならないくらいだ。きっと後で酷く痛むだろうけど、そんなことに気を回してはいられない。

「色の無い魚にだって情を向けるくせに、魚の私には、優しかったくせに」

　抱かかえ込まれた身体を必死に逃にがそうと、手足を振ふり回す。

「私はルスランの家族で親友で幼おさな馴な染じみで王妃で、全部、私の全部、昔も今もこれからも、全部ルスランへ向けるって決めてるから、無理、無理だよ。私は全部、ルスランにあげるって決めてるから、私は私の何も、貴方あなたにあげられない！」

　私を拘こう束そくしていた腕うでからふっと力が抜ぬけた。その勢いで飛び出して、危あやうく暖炉に突つっ込みそうになる。咄とつ嗟さに床ゆかを蹴けって暖炉の横の壁かべにぶつかったから無事に済んだけど、危なかった。

　間かん一いつ髪ぱつだったこと、叫さけんだこと、いきなり解放されたこと。いろんなことが合わさって暴れ続ける心臓の音が、頭の中に鳴り響ひびく。耳鳴りまでしてきた。エインゼに背を向け続けることも怖くて、振り向きはしたけれど、身体中に力が入らなくて肩は壁に預けたままにする。暖炉の熱が移って温かい壁から、じんわり熱が伝わってきて少し落ち着く。

　私が飛び出した体勢のまま、腕も指先すらも開いたまま、私を見ているエインゼは、まるで亡ぼう霊れいのようだった。人はこんなにも虚うつろな瞳ひとみが出来るのかと思えるほど、何もない、虚きよ無むと呼ぶことすら躊躇ためらうほどの絶望が、そこにあった。

「駄目だ……」

　暖炉の横に立っているのに、凍こおりつきそうなほど冷たい声が、落ちる。

「お前がいたら、痛くないんだ」

「……やだ」

「お前がいたら俺はきっと、俺を売ったあの国を滅ほろぼせる」

「……やだ」

　エインゼはふらりと立ち上がる。

「貴女がいたら私はきっと、協会から逃げられる」

「やだ」

「君がいたら」

「いやだっ！」

「君が、いて、くれたなら」

　やめて。聞きたくない。何も聞きたくない。

「僕はきっと、寂さびしくない」

　可哀かわい相そうだって、思いたくない。

　私の頰ほおを熱が一筋流れ落ちていくと同時に、エインゼの頰にも同じものが伝い落ちていく。

　その二つが床に落ちた瞬しゆん間かん、世界が凍りついた。




　一瞬で色を変え、炎ほのおすら凍りついた世界の中で、エインゼが弾はじかれたように私の首を摑つかんだ。そのまま外に駆かけ出していく。どうしてこの人は髪かみや首を摑むのだ。詰つまった息を必死に吐き出し、かろうじて見えた視界の中で、ロベリアの周囲は無事なことを確かく認にんできてほっとした。

　部屋から出た先の長い廊ろう下かは、異様なほどに明るい。窓から入ってくる青白い光に照らされていたからだ。窓の景色からここが一階だとは分かったけど、そんなことはすぐにどうでもよくなった。

　外が明るいのだ。満月の晩だってこんなに明るくならないほどに白く輝かがやいている。目が痛くなるほど光を反射しているのは、世界が凍りついているからだ。テレビの中にしか見たことのない流氷の色。私の大好きな、瞳の、色。

「来たか、レミアム王」

　大きな階段が中央にある空間の玄げん関かん扉とびらを開くと、そこは一面氷の世界だった。まばゆいばかりの緑とも青ともつかぬ光が世界を照らし、昼間よりも明るいくらいだ。目が悪くなりそうだななんて思うくらい、目が痛むほどの光の中に、一つの影かげが立っていた。

「ははっ、まるで幽ゆう鬼きだな……。古い付き合いの老臣に裏切られ、罵ののしられ、呪のろわれ、何百の人間を処しよ刑けいし、何千の人間を追い立て、何万の人間を殺し、何十万の人間を追いやり、何百万の人間をその名だけで震ふるえ上がらせても、微み塵じんも揺るがなかった男が、たった一人を奪うばわれただけでこの様ざまか……これが、月光石の価値なのか。ああ……僕も欲しい。僕にも、与あたえて欲しい」

　夢見るように呟つぶやいたエインゼの手が首から肩へと移った。一いつ緒しよになってぐしゃぐしゃに握にぎり潰つぶされた髪が引っ張られて痛かったけれど、目の前の人から視線を外すことは出来ない。

　いつも丁てい寧ねいに整えられていた髪は全て解ほどけ、風に煽あおられるまま耳に掛かけようともしていない。身体の横にだらりと下げられた左手には剣けんが握られているものの、切っ先は地面を削けずっていた。いつもまっすぐに伸のびていた背筋も曲がり、身体は傾かしいでいる。まっすぐに立ててすらいないのだ。髪に隠かくれて表情は見えない。ただ、薄うすく開いた唇くちびるから白い息が見えるだけだ。

　泣き叫びたくなった。胸を搔かき毟むしり、泣き喚わめきたい。可哀かわい想そうなんて思えない。思うことも出来ない。痛いのだ。つらい。苦しい。切ない。悲しいくらいに愛いとおしくて、恋しくて、寂しい。

　どうして一人なの。どうして、王様なのに、ここはルスランの生まれた世界で、生まれた国なのにどうして。そんな冷たいところに一人で立っているの。

「ルスラン」

　私の声に反応して、白銀の頭がゆらりと傾ぐ。さらさらと流れる髪の隙すき間まで、瞳が色を変えながら動き、私を映してぴたりと止まった。

　そうして、緩ゆるやかに。緩やかに笑えんで。

「月子」

　緩やかに泣くこの悲しい人が、私は、心の底から愛おしい。




　ゆらりと視界の端はしで何かが揺ゆれた。そっちに視線を向ける瞬間、合わさっていたルスランの瞳が凍りついたのが見えた。

　私の背後で炎が凍りつき、私の正面で氷が燃え上がった。

　両者から飛び散った破は片へんは、氷片であれ火花であれ、全てが燃えて、凍りつく。

　いまこの世界には、氷と炎しか存在しない。青い炎が、赤い氷が、燃え散り、凍り熔とけ、砕くだけ合うのに混ざり合うことは決してない。弾はじけて消える熱さに凍こごえる。凍えて燃える。

「お前は本当に世界の毒だな、ルスラン！」

　青い炎が壮そう絶ぜつな笑みを浮うかべて叫ぶ。

「リュスティナ以来生まれなかったその特異な体質を、お前が生まれてしまったが為ために協会は諦あきらめられなくなった！　お前のような人間を他ほかにも作れるのではないかと夢を見た！　世界もそうだ！　協会の支配から逃のがれられる国が現れるなど、誰だれも夢にすら思わなかったのに、お前が実現させてしまった！　これから先、世界は願うだろう！　レミアムのようになりたいと、誰にも支配されぬ世界で自由に生きたいと病のように蔓延はびこった願いは、どれだけの人間を殺すんだろうなぁ！　お前の見せた夢が、願いが、希望が、この先何百年も世界を焼き続けるんだ！　俺もそうだよ！　俺もお前に救いを見た！　俺も月光石に全てを与えられて救われたいと夢を得た！　もう俺は止まれない！　一度焼きついた夢は二度と忘れられない！　お前の犬も、お前が協会を崩ほう壊かいさせるなどと夢を見せるから、その夢に命を懸かける！　世界も、協会も、人も、歴史はお前が見せた夢を諦めきれずに殺し合う！　確かにお前は奇き跡せきだろう！　お前の存在は奇跡と呼ぶに相応ふさわしい！　だが、そのお前が見せた夢が、お前が叶かなえた夢が、自分にも届くかもしれないと只ただ人びとは死へとひた走り、世界は殺し合う！　お前はまさに災さい厄やくそのものだ！　人の形をした、史上最悪の禍わざわいだ！　人を、世界を、滅びへと導く、破は滅めつの王だ！」

　熱い。熱くて、寒い。寒くて熱くて、凍えてしまいそうだ。

　炎が降って、氷が舞まって。エインゼは笑い、ルスランは何も言い返さない。音を紡つむいでいないわけではない。けれど、髪の毛の先を氷と同化させ、肌はだを焼きながらひた進むだけだ。自分の身を守ろうとすらしていない。ただ、ただ、冷たい熱で塗ぬり潰した虚ろな瞳で、まっすぐにこっちへ向かっている。

　手を伸ばし、紡ぐ音は一つだけ。ずっとずっと、一つだけだ。

　エインゼは髪の毛の先を炎と同化させ、歌うように呪う。息を吸うように炎を散らせて無傷だ。痛くない、痛くないと、夢見る子どものように鮮あざやかな笑顔で炎と舞う。炎と舞いながら、呪いの言葉を撒まき散らす。その呪いで全身を傷だらけにしているのに、怯ひるむどころか痛がりもせず、ルスランは手を伸ばす。

「月子」

　何をやってるの、ルスラン。ルスランが自分の身を守ったって、私は死んだりしないし、泣いたりしないし、傷ついたりしない。ルスランが自分を守ってくれないほうがよっぽど悲しいし、泣いてしまうし、傷つくし、死んでしまいたくなる。ルスランの怖こわがり、臆おく病びよう者、泣き虫。

「月子」

　神が、いないのだ。ルスランにはもう、祈いのる先が無いのだ。両親を、自分を、守ってくれなかった神も、世界も、国も、人も、誰も信じられない。誰にも縋すがれないと幼い頃ころに悟さとってしまったこの人はもう、他に何も、あの頃から変わらない存在を持ってはいないのだ。

「月子」

　泣きたい。もう泣いているのかもしれないけど、泣いた傍そばから凍ってしまうから、燃えてしまうから、もうよく分からない。でも、分かることはある。

　炎も氷も、肌に触ふれればどちらも火傷やけどする。寒さも熱さで、熱さも寒さだ。

　でも私は、焼かれるなら、あの氷で焼かれたい。私を決して焼かない優やさしい氷で焼かれるなら、本ほん望もうだ。

　青と赤が弾けた瞬間、渾こん身しんの力で両りよう腕うでを振ふり回す。重たい鉄てつ枷かせは、私の力以上の勢いを出して回る。腕の筋が千切れそうな痛みが走り、私の身体からだは、数本の髪を残してエインゼの手から離はなれた。

　ゆっくりと、エインゼの瞳ひとみが私を見る。迷子の子どもみたいな顔で、今にも泣きだしそうな瞳で、エインゼの手が私を追う。

「いた、い」

「……ごめん」

　ぐしゃりと歪ゆがんだ顔に、一気に凍こおりつく炎に、震える声に、責めたてられる。

　縋り、責め、救いを求める手から、また一歩、下がる。よろめいたんじゃない。私は、私の意思で、目の前のこの人を見捨てた。もう一歩下がろうとした私の手が後ろから摑まれた。

　絶望と痛みと恐きよう怖ふに歪んだエインゼの姿が一気に遠くなる。

　目が回るほどに強く、けれど痛くないほどには柔やわらかく、私の腕を摑みとった人の温度を、私が間ま違ちがえるはずがない。

「ルスラン」

「月子」

　ほっと、心の底から安あん堵どした表情を浮かべた人をどんな形であっても守れるなら、私は、悲しいほどに哀あわれな人を見捨ててしまえる。そういう人間なのだと、はっきり分かった。

　だから、だから。

　私は、悪あく魔まと呼ばれるルスランの王おう妃ひに向いているのだろう。




　ルスランが私を強く抱だきこんだのと、エインゼの身体が傾いだのは同時だった。膝ひざをつく寸前に、まるで糸に繫つながれた操あやつり人形のような体勢でエインゼの動きが止まる。

「……ああやはり、首輪がある以上、死ぬことも出来ない」

「死にたいなら、殺してやる」

　ルスランが視線すら向けずに言い放つ。エインゼは、痛みに呻うめきながらも、声を上げて笑った。その髪かみの毛の先が妙みような光で揺らいでいる。見間違いかと凝こらした視界の中で、光がほろりと解けた。

　世界中に散っていた炎ほのおも崩くずれていく。同時に、氷も緩やかに解ほどけ始めた。

「破滅の王よ。お前が僕に植えつけた夢はいずれ、お前の悪夢になるだろう。それが、人の夢であり、人に夢を撒き散らすお前の業ごうに対する罰ばつだ。だから、お前の月は、僕が」

　ほろほろと光が崩れていく。最後まで言い切ることなく、人形のように動きを止めたエインゼの身体は崩れて、消えた。


[image: くぎり]



　しんっと静まり返った世界には、虫や鳥の声も聞こえない。風すら止やんでいるのか、草花でさえ静まり返っている。

　ルスランは何も言わない。動きもしない。動いたのは私が先だった。動いたというより、動かざるを得なくなったと言ったほうが正しい。私を抱だきしめるルスランの力が抜ぬけているのか、段々重たくなってきた。

「ル、ルスラン、重、わっ……!?」

　私の力じゃ支えきれないほどの重さが加わって、膝が折れる。そのまま後ろにひっくり返るかと思ったけれど、ルスランの腕はびくともしない。結局、膝をついたルスランに支えられて私も膝をついた。

「ルスラン、怪け我がはっ……治ってる？」

　視線だけでルスランの怪我の状態を確かく認にんするけれど、まるで早はや戻もどしのように火傷や傷が小さくなっていく。

　ごとりとやけに重たい音がして視線を向ければ、鉄枷が外れて両手が自由になっている。霜しもがおりた鉄枷は、私の手にあったときは全く冷たくなかったのに。

　苦しいくらいに深く抱きしめられて、身み動じろぎ一つ出来ない。まるで拘こう束そくだ。ぎゅうぎゅうと抱きしめられているから、私の顔がぺったり張り付いている位置にルスランの心臓があった。耳を寄せると、早はや鐘がねのような音と振しん動どうが伝わってくる。

「……ルスラン」

　そぉっと両手を動かすと、何な故ぜか私の頭と腰こしに回った腕の力が強くなった。逃にげたりしないのに、消えたりしないのに、本当に怖がりだ。驚おどろかせないようにゆっくりと動かした腕を、ルスランの背中に回す。ちょっと頑がん張ばって身体を伸のばして頭にも。

「ルスラン」

　さらさらの白銀色の髪が絡からまないように気をつけて、頭と背中を軽く撫なでる。とん、とんと、私の手のリズムに合わせて、ルスランの心臓の振動も緩ゆるやかになってきた。

「心配かけてごめん」

「……月子」

「怖がらせてごめん」

「……月子」

「来てくれて、ありがとう」

　心臓の鼓こ動どうは落ち着いてきたのに、私を抱かかえ込む腕の力は一向に緩まない。

「あのさ、中にロベリアがいて、怪我してるから早く診みてあげてほしいんだ。それと、私、家に連れん絡らくしなくちゃ。まだ日付変わってない？　もう明日あしたになっちゃった？　お母さんに遅おそくなるって言ってないのまずいよねぇ。責任者として一いつ緒しよに怒おこられてね？」

　つらつらと必要事じ項こうを連絡しているのに、私の雇やとい主は全く聞く耳を持とうとしない。報連相を徹てつ底ていしようとしているのに、これでは安心した雇こ用よう関係を築けないではないか。

　苦く笑しようしながら、大人しく抱き人形になってしばらくすると、ようやくルスランが腕の力を緩めてくれた。身体を動かせたことでようやくルスランの顔が見れた近い。びっくりするくらい近い。よく考えたら抱き合っていたのだから当たり前なのだけど、視界にはルスランの胸しか見えていなかったから全然意識していなかった近い。

「……あ、あのさ、ルスラン」

「……うん」

　これはもう、言ってしまうべきでは？

　怖いことも痛いこともあったから、ここいらで一つくらい嬉うれしいことがあってもいいと思うのだ。自分へのご褒ほう美びだ。色いろ恋こいに浮うかれた若わか気げの至り万ばん歳ざい。若気でもないと至れないよ万歳。

「わ、私、実はルスランに言いたいことがあって」

「俺もだよ」

　お互たがいの吐と息いきが触れてしまうほど近くにあるルスランの唇くちびるが、緩く微笑ほほえんだ。

「あの……じゃあ、一緒に言う？」

「……まあ、いいけどな」

「えーと……じゃあ…………一いつ拍ぱくずらすの無しだからね？」

「ああ」

「……やっぱ無しも無しも無しだからね？」

「分かったから」

　念には念を入れてみたけど、ふざけて一拍ずらしたりやっぱやめたの雰ふん囲い気きでもないから大だい丈じよう夫ぶ。の、はずだ。大丈夫じゃなかったら泣く。

「えーと……じゃあ」

　すぅっと息を吸う。近いから、ルスランも同じように息を整えたのが分かった。

「好きです付き合ってください」

「鏡台を壊こわして二度と会わないようにしよう」

　一拍ずらすことも無く、同じタイミングで言い切った私達は、一拍置いて、首を傾かしげた。頭の中でさっきの言葉を反はん芻すうして、ぐるりと回って、口から返事が出てきたタイミングもぴったり一いつ緒しよだった。

「[image: あ゛]？」

「は？」

　ちなみに、「[image: あ゛]？」が私で、「は？」がルスランだったけど、戦いのゴングが鳴り響ひびいたばかりのいま、そんなのは些さ細さいな問題である。

　私は、呆ぼう然ぜんと見つめてくるルスランの前に仁に王おう立だちになった。ポケットを探さぐり、目当ての物をむんずと摑つかみ出す。そして、怒いかりのままにルスランの胸に握にぎり拳こぶしと共に叩たたきつけた。拳を開いた私の手から、単語帳がぽとんと落ちる。

「話があります」

　すぅっと息を吸う。

「ルスラン・ヴォルドノ・トルプーギヴァ・アッターク・クスノナ・エルアリ・ルエマ・クアンロ・ハインワンド！」

　ルスランは一息でやり切った私と単語帳を交こう互ごに見て、ぽつりと言った。

「…………単語帳に書くまでしないと覚えられなかったのか。暗記苦手すぎだろ、お前……」

「ルスランの名前が長すぎなんだよ！」

　異議ありと叫さけんだ声の後に、はーいと控ひかえめな声が続く。ルスランと二人で顔を見合わせて声の出所を向くと、怪我をした手をおずおずと上げたロベリアが、なんともいえない目で私達を見ていた。

「正直どっちの言い分も一理ありますが、まずは城に戻ってからにしませんかね」

　疲つかれ切ったロベリアのもっともな提案を断る理由は、どこにもなかった。
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　私はしんっと静まり返った廊ろう下かをどすどすと歩き、一階の寝しん室しつの襖ふすまをすぱーんっと開けた。

「止むに止まれぬ事情があって遅くなって、ぎりぎり日帰り状態でごめんなさい！　以後気をつけます！」

「うわびっくりしたぁ！」

　娘むすめがバイト先からの帰宅門限を大おお幅はばに超こえたにもかかわらず、まあルスランのところだし、何があっても覚かく悟ごの上だって約束したしねの精神で普ふ通つうに寝ねていた両親は、布ふ団とんから飛び起きた。そして、あまりにあまりの惨さん状じようだった為ため、向こうでお風ふ呂ろに入ってきた私の姿を一いち瞥べつして、大おお欠伸あくびをした。

「あー、びっくりしたぁ……おかえりぃ……ご飯食べた？　まだだったら冷蔵庫に入ってるから、ルスランと食べなさい。ご飯は冷れい凍とうしてるからチンしなさいね。おやすみぃ……」

「もー、びっくりしたぁ……お父さん心臓止まっちゃう……ルスランに、お父さんさっき夢ででっかいシーラカンス釣つったって伝えといてね。おやすみぃー……」

　娘の門限破り渾こん身しんの謝罪に対し、両親は一いつ瞬しゆんで許しを与あたえ、布団に戻った。おやすみ三秒。さすが私の両親である。

　私は、微び妙みように納なつ得とくいかない気持ちで、夕飯とでっかいシーラカンスを釣った夢を見た報告を携たずさえ、自分の部屋に戻もどった。




　部屋に戻れば、既すでにルスランが来ていた。

　物もの珍めずらしげに視線を巡めぐらせていたルスランは、私が夕飯を抱えているのを見て立ち上がり、受け取ってくれた。

「お父さんとお母さん怒ってたか？　まだ起きてるようなら俺も謝りに」

「もう寝た。おやすみ三秒。これお母さんから夕飯と、お父さんからついさっきでっかいシーラカンスを釣ったっていう伝言」

「…………凄すごい夢で何よりだけど、何でいまそれ言った？」

「私に聞かないで頂けますか私が聞きたいっ」

　嘆なげきながら温め直した夕飯を並べていく。ちっちゃなちゃぶ台物置から出してくるの面めん倒どうだから、お盆ぼんだけで勘かん弁べんしてもらう。

　私もルスランもお風呂に入っている。私がお風呂に入っている間は、ルスランはまだ色んな処理をしていたのに、いつの間に入って着き替がえたのだろうと思いながら、手を合わせる。

「いただきます」

「……いただきます」

　黙もく々もくと夕飯を食べていく。

　あの後、いつの間にかナイフから抜ぬけ出していたロベリアと三人でお城まで戻ったら、マクシムさんが無事を喜んでくれた。が、一人で飛び出していったルスランにはちくりと嫌いや味みを言っていた。ルスランはちょっと驚おどろいた顔をしていたけど、一応謝ったので、今度はマクシムさんが盛大に驚いた顔をしていた。

『実は、王おう妃ひ様にあいつらの会議見せていいって折毛ー出して協力してくれたの、マクシム様なんだぜ。王妃様といる王様を見て、俺らはひたすら驚いてたけど、昔の王様を思い出すって一番喜んでたのもあの方だったりするし』

『折毛ーって、もしかしてＯＫのこと？』

　という会話がロベリアとあったのは、ルスランには内ない緒しよだ。

　今いま頃ごろロベリアも遅い夕ご飯を食べているのだろうかとぼんやり考える。両手を怪け我がしたのにどうやって食べているのだろうかと気づいたけれど、今いま更さらどうしようもない。優やさしい看護師さんがいることを祈いのろう。

　ルスランには、一いつ旦たん帰るから送ってほしいけど、絶対に鏡台壊さないでね壊したら末代まで祟たたってやると念を押してから日帰ったので、私達は今こうして無言で夕飯を食べているというわけだ。

　なんでこんな時にのんびりしているんだと思わないでもないけれど、日常生活は大事だ。『上司に怒られた日でも、学校で失敗した日でも、家で日常送れなきゃどこで送るのよ』と、昔からお母さんに口を酸すっぱくして言われているので、私達はどんな日でも日常を送るのだ。いつもと違ちがうことがあっていつもと違うことをしても、いつもと同じことだってする。

　それが家庭で、家族だ。

「ごちそうさまでした」

「ごちそうさまでした」

　食べ終わった食器を纏まとめて、流し台に持っていく。明日あした洗うから、今は浸つけとくだけだ。後始末を最後までしてないから、これはちょっといつもと違うこと。でも、いつもと違うことだってする。これも生活だ。

　部屋に戻ったら、床ゆかで胡坐あぐらをかいたルスランが俯うつむいていた。私の部屋にルスランがいる安定感と不思議な気持ちが交互に湧わき上がる。それを顔に出さないようにしてルスランの前に座り直す。

「何か言いたいことがあるならどうぞ。ルスラン・ヴォルドノ・トルプーギヴァ・アッターク・クスノナ・ルエマ・エルアリ・クアンロ・ハインワンド」

「…………初めまして、ルスラン・ヴォルドノ・トルプーギヴァ・アッターク・クスノナ・エルアリ・ルエマ・クアンロ・ハインワンドだ」

「…………どこ間違った？」

「順番」

　沈ちん黙もくが落ちる。もう正解にしといてよ。私、月子・春野でも全然気にしないし、いっそ月野春子でも正解にするから！　駄だ目め!?　駄目だよね!?　知ってる！

　こほんと咳せき払ばらいする。

「ルスラン」

「……何だ」

「好きです、付き合ってください」

　もう、一度言ってしまえば二度も三度も同じだ。まさか二度目の告白を、こんなチベットスナギツネみたいな目をして言う羽目になるとは思わなかったけど。まあ、生まれて初めての告白が、今生の別れとセットで言い合う羽目に陥おちいったことに比べれば、些細な問題である。

　私から二度の告白を受けた相手は、酷ひどく傷ついた顔をして俯いた。私のほうが傷つくよ！

　フラれても意地でも王妃バイトは続けてやると固く誓ちかい、黙だまってルスランの返事を待つ。俯いた、というより、項うな垂だれた、というほうが正しい姿で、ルスランは沈黙している。

　黙って待っていると、やがて小さく口を開いた。

「…………何で、俺なんだ」

「何でルスランじゃないと思ったの」

　呆あきれて答えたら、ルスランは顔を上げる。その困った顔に、私も困った。

　ルスランは、本当に困った顔で少し考えて、静かに息を吸った。

「俺はリュスティナ様の再来と呼ばれる体質だったから、協会は随ずい分ぶん昔から俺を協会に入れたがっていた。名目上は、黄き水ずい晶しようで制限できない魔ま術じゆつを扱あつかう子供をきっちり教育するというものだったらしい。両親には、子供はもう一人作れ、俺は協会が引き取って育てると。そうしなければ黄水晶の上納量を増やすとまで言っていたけれど、両親はずっと突つっぱねてくれていた。だけど、両親は死んだ。身体からだ中がねじ曲がり、ぐしゃぐしゃになって真っ赤になってた。…………誰だれだったかなぁ。誰かが、俺の所為せいだと言ったんだ。俺も、そう思ったよ。これは俺の所為だと。俺がこんな妙みような体質で生まれてさえこなければ、他ほかの皆みんなと同じように黄水晶がなければ魔術が使えない普通の体質であれば、両親は今も生きていたのだと思った。だから俺は、俺の所為だから、ちゃんと責任もって協会をレミアムから叩たたきだそうと思ったんだ。俺を殺したら、レミアムの黄水晶は新しい王の物、ひいては協会の物となる。一気に増えた暗殺者と、それを送り込んできた連中を随分と処しよ刑けい台に送ってきたし、この手でも殺したよ。それでな、月子。何も思わなかったんだよ。俺は両親が死んで以来、誰が死んでも誰を殺しても特に何も思わないんだ。なあ月子、知ってるか？　俺って、結構な化け物なんだ」

　なあ月子と呼んでおきながら、私の答えを求めてはいないらしいルスランは両手で顔を覆おおい、項垂れたまま話し続けた。

「……夢みたいだったよ。全部……お前との全すべてが、自分の願望だけで形作られた、夢の、ようで…………だから、お前だけは、俺は、本当は、お前だけは巻き込みたくなかった。あの日お前に縋すがったことを何度も後こう悔かいした。でも俺は……それでも、撤てつ回かいできないような、情けない男なんだ…………分かってるのか、月子。俺はこんな、酷く情けない、六つも年下のお前を自分の正気の理由にするような、どうしようもない男なんだぞ」

　顔を覆ったまま上げられないこの人が、何に脅おびえているのか、分かった。なんで分かったのかは分からないけど、すとんと落ちた。腑ふに落ちたというのはこういうときに使うんだろうなと、思う。

　呆れて身体中の力が抜ける。呆れきった私の溜ため息いきに、ルスランは息を止めた。その目の前までにじり寄り、膝ひざ立だちになる。

「知ってるよ」

　項垂れたままの身体を、上から包むように抱だきしめたら、大きな身体がびくりと跳はねた。怖こわがり、弱虫、意い気く地じなし。臆おく病びよう者の、優しい年上の幼おさな馴な染じみ。

「分かってるよ。ルスランが弱虫で怖がりで、どーしようもなく自分勝手で傲ごう慢まんだってことくらい、分かってるよ。何年一いつ緒しよにいると思ってるの」

「…………何年一緒にいれば、お前は俺の名前を覚えるんだ」

　それはそれ。これはこれ。ルスラン、実はそれ、かなり根に持ってる？

　咳払いして話を戻す。さらさらの髪かみに頰ほっぺたをぐりぐりつけたら、いつも通りいい匂においがした。……おかしいな。私もそっちでお風ふ呂ろ借りたから同じシャンプーのはずなのに、私こんないい匂いしないんだけど。

「私がルスランを好きになった理由も、原因も、ルスランが背負わなくていいんだよ。責任なんて取らなくていいんだよ。私がルスランを好きになったのは私だけのものだから、ルスランが頂ちよう戴だいって言っても絶対あげない。駄目だよ、ルスラン、これは私の。ルスランが抱かかえなきゃいけないのは、私を好きな人として見れるかどうかと、その結果だけだよ」

　傲慢な王様は、全部自分のものにしようとする。全部自分のせいにして、全部自分で抱えようとする。強欲、傲慢、誠実、自分勝手。

「私はあの晩、ルスランとどこに辿たどりついてもいいと思った。今でも、思ってる。分かってないのは、私の覚かく悟ごを甘く見てるのは、ルスランのほうだよ。……一緒に行くよ。どこまでだって、いつまでだって、一緒にいるよ。正気を失ったら戻もどしてあげる。間違ったなら教えてあげる。それでもそのまま行くって決めたなら、地じ獄ごくまで一緒にいってあげる」

「…………やめろ、月子」

「私の人生だもん。決めるのは私だよ。好きだよ、ルスラン。後は何が足りない？　私、ルスランを好きでいるのに、後は何の覚悟がいるの？」

「月子っ……」

　恋こいより先に愛してしまった人と一緒にいる為ための覚悟は、既すでに終えている。けれど、足りないというのならいくらだって足していく。

「あげる。ルスラン。私の全部あげる。明日も明後日あさつても、一年後も十年後もずっと、最さい期ごまで。私、最期までルスランとご飯食べる。ねえ、それじゃ足りない？　あと、何が足りない？　あなたといる為に、私はあと何の覚悟が足りないかな」

　小さく震ふるえる大きな身体に覆いかぶさって、答えを待つ。

　好きだよ。愛してるよ。足りないなら何度でも言ってあげる。足りてても、言ってあげる。ルスランがそうしてほしいなら何だって言ってあげる。そして全部本当だよって、ルスランが怖くなくなるまで言ってあげる。

　どれくらい時間が経たっただろう。ずっとずっと待って、やがてルスランは口を開いた。

「…………足りない」

「うん」

「死なないと、誓ってくれ……」

「うん」

「俺より先に死なないと、誓ってくれ」

　ずっと顔を覆っていた手が外れ、覆いかぶさっている私の背に回る。

「誓ってくれ……俺は周りの人間を殺す、死なせてしまう。そういう人間だ。だけど、だけど月子……俺にお前を失わせないと、誓ってくれ」

「誓い方が分かんないから、ルスランが教えてよ。ルスランとの誓い方も、必要な覚悟も、全部。私、覚えられるよ。暗記苦手だけど大だい丈じよう夫ぶ。覚悟の決め方なら、もう知ってるから」

　ようやく顔を上げた泣き虫の額に、ちょっとだけ躊躇ためらってからキスを落とす。たぶん赤くなっている私とは対照的に、ルスランは青あお褪ざめてすらいる。だけどこれがルスランの想おもいの形だから、仕方がない。だってこの人は、この無敵の王様は、本当はとても怖がりな人だから。

「…………好きだよ。俺も、お前が好きだよ」

「……うん…………私も、好き」

　人とはちょっと違ちがうかもしれないけど、私達はスタートが愛だったのだから、恋に移行するときはちょっと人とは違う勇気がいるのだ。

　愛の告白はさらりと出来る私達の恋の告白は、ちょっとしょっぱい水が二人分流れてしまう。息を潜ひそめるように、私達はお互たがいの中にこの感情を秘そめてきた。ずっと秘そめてきた感情に恋という名を与あたえたことで、既にしっかり根付いていた感情は、もうどうしようもないほど花開く。涙なみだで育った花の色も、種の形も、枯かれ方も、私達はまだ知らないけれど。

「ごめん、ごめん月子………………どうか、どうか俺と一緒に、地獄に堕おちてくれ」

　喜んで。

　そう言ったのに、この人はそれを聞く前に私の言葉を食べてしまったから、音になる前に飲みこまれた言葉は、ルスランの中でご飯になってしまった。
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　そこには、目が眩くらむほどの白が広がっていた。天てん井じようも壁かべも床ゆかも、机も椅い子すも全てが白い。一点の曇くもりもない真っ白な机と椅子は奇き妙みような丸みを帯び、柔やわらかいのではないかと錯さつ覚かくする。だが、触ふれてみれば鉄ほどの冷たさもなければ木ほどの温かみもない、無機質な硬かたさが返ってくるだけだ。初めてこの場を訪おとずれた人間がいるならば、何かがおかしいと思うだろう。この一面に広がる白い部屋の違い和わ感かんの正体は、すぐに知れた。

　影かげが無いのだ。物があり、傾けい斜しやがあればおのずと生まれるはずの影が無く、ただ白だけが広がっている部屋の中央に設置されている白い円えん卓たくを、十三人の人間が囲んでいる。頭から足に至るまで真っ白な服に身を包んだ人間達は、それぞれ等とう間かん隔かくの距きよ離りを開け、身み動じろぎ一つせずに座っていた。顔も全て白い布に覆われ、年ねん齢れいも性別すらも判別がつかない。

　その円卓の中心には、透とう明めいの枠わくが浮うかび、その中を無数の文字が流れていく。

「以上が、此こ度たびの顚てん末まつです」

　妙に反はん響きようする、硬こう質しつな声で一人が喋しやべる。

　文字が流れていく枠の横に新たな枠が現れ、その中に一人の少女が映っていた。
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「エインゼが上げてきた報告とおおむね一いつ致ちします」

「しかし、月光石が現れるとは思いもよりませんでした」

「出現だけならばめでたきことですが、よりにもよってレミアム王の手に渡わたったことは望ましくはないでしょう」

「レミアム王は月光石の存在を公表したのでしょうか」

「限られた人間しか知らない現状を維い持じするようです」

「ならば、混乱は避さけられましょう」

「月光石が現れたとなれば、世界は不必要に争いますのでそれは僥ぎよう倖こうでしょう」

「此度の結果、如何いか様ように判断致いたしましょう」

「宜よろしくはないでしょう」

「これ以上レミアムに戦力が偏かたよると崩くずれた世界の均きん衡こうを保つことが更さらに難しくなりましょう」

「レミアムの手た綱づなが切れた現状を、一刻も早く正さねばなりません」

「レミアムとレミアム王を弱体化せねば、世界の均衡が保てません」

　それまで身動ぎ一つせず、人形のように座っていた人間達が一いつ斉せいに喋りはじめる。しかし、身動ぎをしないのはそのままだ。人形のように座ったまま、全員同じ奇妙な声で言葉だけを紡つむいでいく。誰だれが誰か判別がつかない音だ。到とう底てい人の声には聞こえない音は、注意深く聞かないと言葉と捉とらえることすら難しい。

「如何いかが致しましょう」

　最初に音を発した人物が、円卓以外へと顔を向ける。影が無い故ゆえにその存在は認にん識しきしづらいが、そこには確かに白い階段が存在していた。長い階段の先には、白い帳とばりが下りている。

「月光石は協会が回収しましょう」

　白い帳の向こうから、年若い少年の声がした。それまで身動ぎ一つしなかった円卓の人物達は、一斉に階段へと身体からだを向ける。

　白い帳が僅わずかに揺ゆれたが、影がない布はただ空間がたわんだような奇妙な感覚を生み出す。けれど、少年の発する音は、この場で一番人間と判断できる声だった。

「出来るならば早さつ急きゆうにレミアムに手綱を付け直し、協会の管理下に戻もどすべきですが、レミアム王が健在ではそれも難しいでしょう。他ほかの国をすべて投入して総戦力を仕し掛かけてもいいですが、それでは世界の疲ひ弊へいが大き過ぎる。ならば今はせめて、レミアムを強化する要因を排はい除じよしていくべきです」

「然しかり」

　静かな少年の声に、円卓の人間達が一斉に声を揃そろえる。

「月光石が現れようが、現れまいが、我々がすべきことは何も変わりません。世界は清く平等に。我ら協会は、世界の調律者。争いの元であり命を繫つなぐ大切な糧かて、黄き水ずい晶しよう。我らは世界を均等に均ならし、黄水晶で争いが起こらぬよう、我々にできることをするのです。黄水晶も、力も、全すべて我らが調律し、世界へと配布します。そうして世界は美しく歌うのです。また、そうしなければ世界は穢けがれ、酷ひどく淀よどんで壊こわれてしまいます。そう、かつて協会が出来る前の世界がそうであったように。あの荒すさみ穢れきった世界での醜みにくい争いを、そうして流れた数多あまたの血の悲劇を繰くり返さない為ために、我々は存在するのです」

「然り」

「なればこそ、手綱が切れたレミアムは世界の毒となりましょう。毒を世界に垂れ流すレミアム王はいずれ除去すべきですが、今は月光石の回収を優先しましょう。あれは黄水晶同様、協会が管理すべきものです。協会が管理せねば世界に争いを齎もたらす禍わざわいの石となります」

「然り」

「けれど、協会が管理し正しく使用すれば、世界を救う救世の石となりましょう。月光石ならば、乾かわいた土地を永久に潤うるおすことも、世界中の病人全てを治すことも可能です。夜を昼に、雨を炎ほのおに、死すら超ちよう越えつする無限の力を生み出す月光石。その使い道も無限ですが、今の段階では机き上じようの空論。まずは回収しましょう。話は全てそれからです」

「然り」

　柔らかな物言いで告げられた少年の言葉に全て同意で答えた円卓の人物達は、少年へと向けていた身体を元へと戻した。

「ですが、あのレミアム王が大人しく渡すでしょうか」

「王おう妃ひの地位を与えてまで抱かかえ込んだのであれば、レミアム王も月光石を使用していたと見るべきでしょうか」

「月光石を使用していたのであれば月光石を回収すれば弱体化が望めましたが、月光石の力は界を越こえることはないはずですので、あれは王単体の力でしょう」

「王は月光石の力に気づいていなかったようです」

「では気づいた現在、何に使用するつもりでしょう」

「ただ情があるが故に王妃に据すえたとは考えられないでしょうか」

「それは有り得ないでしょう」

「あの王は、もう随ずい分ぶん前から正気との境を彷徨さまよっていましょう」

「力に飲まれた哀あわれな王が世界を飲み込む前に、我らが世界を整えねばなりません」

「そう、これは救済です」

「レミアム王に囚とらわれた、哀れな月光石の救出を最優先に行いましょう」

「そうしましょう」

「月光石の保護は、月光石、レミアム、世界、そしてレミアム王への救済となりましょう」

　ともすれば全て同じに聞こえる声が流れるように紡がれる。最後の言葉への同意が、同じ音で次々と重なっていく。幾いく重えにも重なった音は白い部屋に響ひびき渡り、ぶつりと途と絶だえた。
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　私は正社員になったわけだけど、まあ、特にこれといって何かが変わったわけじゃない。

　私が月光石だということは、秘密にされることになったとルスランから聞いた。大々的に発表したら大おお騒さわぎになるかららしい。物もの珍めずらしさや好こう奇き心しんだけでも収しゆう拾しゆうがつかないレベルになりそうなのに、一いつ攫かく千せん金きんや宝くじ一等賞、それか世界に一つだけのなんかすごい奴やつがのこのこ歩いているとなると、なんかもう全部が大おお事ごとになるらしいのだ。幸いというべきか、私が月光石だと知っているのは、ルスランとロベリアとマクシムさん、そしてエインゼしかいない。ルスランが言うには、恐おそらく協会には知られたそうだけど、声を大きくして月光石を渡せと言ってこないからには向こうも秘ひ匿とくするつもりなのだろうとのことだ。

　つまり私は、いつも通り魔ま力りよく０の日帰り王妃である。

「付き合いだしても、あんま変わんないもんだねぇ」

　次の日、土曜日だから朝から出勤した私は、窓まど枠わくに肘ひじを置いて溜ため息いきを吐ついた。その横で、大人しめのドレスを着た少女が、同じポーズで深い溜息を吐く。その両手には包帯が巻かれているのに、痛くないのだろうか。

「……別にさぁ、結けつ婚こんしてから恋こいが芽生えるのはいいと思うんだけどさ、相手の為に死んでもいい覚かく悟ごの後に芽生えさせるのやめてくれる？」

「順番なんてどうでもよくない？」

「俺も普ふ段だんならそういうほうだけど、この件に関してだけは異議を申し立てたい。恋れん愛あい結婚だと信じていたのに、愛結婚恋だった俺の戸と惑まどいを王妃様は知るべきだと思うし、語ご呂ろも悪すぎてこれはひどいとしか言えない」

「えぇー？」

　お城は、昨日襲しゆう撃げきがあったばかりなのにもういつも通りだ。あんな騒そう動どうがあったから魔力がないと開かない扉とびらも手動で開くようになってるかもと思ったけど、そんなことは全くなく、いつも通りしっかり開かなかった。悲しい。

　昨日の大騒動が噓うそみたいに、お城はつつがなく回っている。幾き何か学模様の天てん井じようはくるくると色を変えるし、相変わらず扉は開かないし、明かりはつかないし、椅い子すはこっち向いてすらくれないし、橋は出ないし、じゃがいもは異世界感溢あふれる名前だし、私は日が変わる前に帰る。

「ねえねえロベリア」

「あー？」

「水中庭園と空中庭園壊されちゃったけど、直るの？」

「あー……とりあえず空中水園ができてるそうだけど、行く？」

　なんだその、私との相あい性しよう０％みたいな庭園は。行くに決まってるじゃないか。

　ぴょんっと身体からだを起こし、伸のびをする。いざ、目指せ私との相性０％庭園。

　しずしずと歩きながら大おお欠伸あくびするロベリアに案内してもらって、新しい庭園を目指して歩き出す。平然と歩いているけれど、ドレスの裾すそからちらちらと見える包帯が気になった。

「ねえ、ロベリア」

「んー？」

「その怪け我がさ……魔術で治したりできないの？」

「治してもいいけど、あんま多用するとほんとの大怪我のときに耐たい性せいが出来て治りづらくなるから、治せるもんは身体の治ち癒ゆ力に頼たよったほうがいいんだよ。まあ、怪我を他者に移したり、入れ替かえたりとか、方法はいろいろあるんだけど、多少の怪我はほっとくのが定石かな。王様は勝手に治癒していくくらい魔力溢あふれてるけど、あれは例外中の例外だし。普ふ通つうは癒術って難しいもんで、術かけるほうも受けるほうも消しよう耗もうするから、最終手段ってとこ。王様なら他人もひょいっと治せるかもしんないけど、あの方他人を治したことあるのかなぁ」

「そうなんだ。痛そうだけど自分で治したほうがいいんだね。早く治るといいね」

「お、う？」

　快癒の御お守まもりでも買ってこようと予定を立てながら、それはそれ、これはこれとして自分のカーディガンを引っ張って溜息を吐く。目め敏ざとく気づいたロベリアが眉まゆを上げる。

「……何？　王妃様怪我したの？　昨日は無いって言ってただろ」

「あー、いや、大したもんじゃないんだけど、エインゼに嚙かみつかれたやつがさ、結構お風ふ呂ろ染しみてさぁ。痕あとになったらやだなぁと」

「嚙みつかれたって……あ」

「へ？」

　眉み間けんの皺しわをぎゅっと深くしたロベリアの眉が、今度はぱっと分かれた上に垂れた。急速に別れたロベリアの眉毛は喧けん嘩かでもしたのだろうか。仲直りしたほうがいいよ。やっぱり眉毛でも離り婚こんはしないほうがいいと思うんだ。末永くお付き合いしよう。仲良きことは美しきかな。

　何な故ぜか真っ白な顔色になったロベリアにぎょっとした瞬しゆん間かん、ぽんっと肩かたに重みが載のった。

「いっ、たぁ……」

　ちょうど傷痕があるほうだったから、突とつ如じよ走った痛みに思わず声を上げてしまった私の耳元に、大変聞き慣れた声が吹ふき込まれた。

「月子さん」

「ひゃい」

「お話があります」

「ひゃい」

　振ふり向けず、ロベリアを見たままふるふると首を振ると、ふるふるふるふるふるふると何倍もの速度と小刻みさで振り返された。護衛に見捨てられた私の悲しみは、学校のプールよりも浅く、ジャングルジムよりも低い。この恨うらみ、今日のおやつ三分の一献けん上じようで晴らしてやる。

　ばいばーいと青あお褪ざめた顔で手を振る護衛に見送られて、と思いたいけどどう考えても見捨てられた私は、痛くないほうの肩に手を回して引きずるように歩き出した幼おさな馴な染じみ兼けん遠とお縁えん兼家族兼上司兼夫兼恋人を見上げた。

「ル、ルスランさんルスランさん」

「何でしょう」

「自分で治したほうがいいって、聞きました」

「そうですか」

　ことさら丁てい寧ねいな物言いに、へらりと愛あい想そ笑いしてみたら、にこりと返ってきた。あ、これまずいやつ。長い付き合いの勘かんが盛大に警告音を発しているけど、対策は一向に出してこない。私の長い付き合いの勘、役立たず。

「月子さん月子さん」

「……何でしょう、ルスランさん」

「痛くないのと痛いの、どっちがいいですか」

「怖こわくないのがいいです！」

「エラー。選せん択たく肢しが存在しません」

「えぇー!?」

　このぽんこつ選択肢め！

　私の世界には壊こわれた家電は叩たたいて直すという禁断の最終手段が存在するので、斜ななめ四十五度の角度でチョップをくらわせれば新たな選択肢が生まれるかもしれない。

「月子、覚悟」

「それ、何でも許される魔法の言葉じゃないからね!?」

　思わず叫さけび返した私に、ルスランはぴたりと歩みを止めた。チョップのため素す振ぶりを始めようとしていた手が、がしりと摑つかまれる。

「月子」

「ひゃい」

「言っておくが、付き合う前から俺のお前への感情は振り切れているわけだが」

「はい？」

「正式にその権利を得た以上、俺は最大限に、寧むしろ天てん井じよう知しらずで行使していくつもりだ」

「ごめん、何の話？」

「だからお前、本当に覚悟しろよ」

「ごめん何の話!?」

　その日私は、日帰り王おう妃ひの名に恥はじぬ華か麗れいなる日帰りっぷりを発揮したけど、そんな私を責める人は誰だれもいなかった。

　あと、痕は全く残らず綺き麗れいに治ったのでその日のお風呂は全く染みなかったけど、いろいろとそれどころじゃなかった私は全然嬉うれしくなかったのである。










　あとがき




　こんにちは、守もり野の伊い音おんです。

　いつも応おう援えんしてくださる皆みな様さまのおかげで、『白はく銀ぎん王おうの日帰り王おう妃ひ』が本になりました。いつも本当にありがとうございます。

『白銀王の日帰り王妃』は、三秒で名前の決まった月子に対し、私の作品史上最も名前の長いルスランの名づけに苦労しました。ちなみに私は全部覚えられませんでした。月子は本当に頑がん張ばったと思います。えらい。

　私はキャラクターの細かい容姿についてはぼんやり派なので、それ同様にぼんやりーな説明で素す敵てきなイラストを描えがいてくださったイラストレーターの黒くろ野のユウ様には本当に頭が上がりません。イラストを頂くたびに、君はこんな顔をしてたんだね、どうぞよろしくと挨あい拶さつしています。

　最後になりましたが、担当様並びにこの本の制作に携たずさわってくださった全ての皆様、家族、そしていつも応援してくださる読者の皆様に、厚く御お礼れい申し上げます。

　ありがとうございました。


守野伊音　　


















『白銀王の日帰り王』電子版特別ショートストーリー










　諸事情により、今日も華麗にバイト先から日帰った私は、エインゼに嚙まれた歯形を消してくれた代わりに、私の心に深……くは別にないけど、地味に傷を残した張本人をじとりと見上げた。私の心に地味な傷を残した犯人であり、傷痕を治してくれた恩人は、しれっとした様子で立っている。

　私はこれにてバイト終了だけど、ルスランはこの後もお仕事続行だ。でもちょっとは休憩していくつもりのようで、襟元を崩して私の横に座り込んだ。悔しいけど格好いい。元がいい人は、太陽光でも蛍光灯でもＬＥＤでも魔石光でもなんでも格好いいから、きっと真っ暗闇でも格好いいのだろう。

　私は、この人と幼馴染であり家族である自分はすんなり受け入れられるのに、そこにぽんっと加わった恋人のカテゴリーにはなんとなくもじもじしてしまう。

「……あのさ、ルスラン」

「ん？」

「……学校で、彼氏できたって言っていい？」

　彼氏、と、自分で言って自分で照れた。うわ、これ、思っていた百倍恥ずかしい！　好きって言うより恥ずかしいってどういうことだ！

「いいぞ？」

　人生初体験の気恥ずかしさに悶えている私に対し、ルスランは普通だった。そりゃあ、ルスランは王様だし、色んな人の前で発言することにも、とんでもない数の人に見られることにすら慣れているくらいだから、今更こんなことで私が感じているような気恥ずかしさは感じないのだろう。それにしたってこの温度差である。

「むしろまだ言ってなかったのか、どんどん言え、高らかに宣言して回れ」

「嫌だよ!?」

　何言ってるんだこの王様。異世界の文化ってよく分からない。そもそも、そんな文化があるなんて初耳だ。誰かと付き合ったら祭りでもしそうな勢いだ。パレードとかやってたらどうしよう。別れたとき気まずすぎる。

　こっちでは自分から言うのはせいぜい友達くらいで、後は聞かれたら答えるだけだと思う。いや、私も初めてのことだからそんなに詳しくないけれど、高らかに宣言する人はあまりお目にかからない。全力で拒絶した私に、ルスランはむっとした顔をした。

「……浮気か？」

「なんで!?」

「彼氏持ちであることを隠す理由なんて他に考えられるか」

「恥ずかしいっていう乙女の気持ちがん無視である……いいよ、分かったよもう。お母さん達にもさらっと言っとくもん……」

「駄目だっ！」

「なんでぇー!?」

　突如跳ね上がったルスランの声に、こっちの音量も跳ね上がる。交際宣言高らかにして回る文化じゃないの!?　そんだけやっといて両親へは内緒なの!?　異世界の文化、ほんと分かんない。

　びっくりを重ねた私の前で、ルスランはふいっと視線を逸らした。

「お、お父さんとお母さんには…………俺から話すからもうちょっと待ってください月子さん」

「まさか頰を染めてお願いされるとは思いませんでした。……私からちょちょいって話すんじゃ駄目なの？」

「……駄目だ。お父さんとお母さんには……俺から、言う」

「……なんで」

　何故だか、そわそわというよりはもじもじしているルスランに、不思議な気分より不信感が湧きだす。だって、心なしか薄っすら頰も染まって見える。さっき私の乙女心をまったく理解せずぶった切った人とは思えない。

「……そういうところちゃんとしてないと、後々支障をきたすだろ」

「ルスラン……」

　不審さが一気に霧散する。私との事をそんなに真剣に考えてくれていたなんて。私は感動した。

「お父さんとお母さんからの信頼を失ったら、俺は泣く！」

「私の感動返して」

「信頼を失った結果、夕食がピーマンフルコースだったら号泣する」

「感動の返却期限が過ぎました。ただいまより延滞料金が発生します」

　私は激怒した。必ず、この緑菜拒否の王をどうにかしなければならぬと決意した。……まあ、それは措いておくとしても、私より私の両親に重きが置かれているのはどういうことなのだ。恥じらいまでセットになっていることに納得がいかない。ルスランはもっと、私に！　恥じらってほしい。

「じゃあ、俺は仕事に戻るけど、いいな月子。お父さん達には近いうちに俺からちゃんと報告するから、それまで待ってくれよ」

「へーい……」

　そりゃあ両親への報告も大事かもしれないけど、もうちょっとこう……私を理由とした赤面をしてほしいのである。私より、ピーマンフルコース回避のほうが重いってどういうことだ。

　いまいち納得いかないけれど、仕事に戻るというルスランを引き留めるわけにもいかない。この勝負、明日に持ち越しである……よく考えたら別に勝負ではなかった。おかしい。私とルスランはめでたくお付き合いを始めたはずなのに、かたやピーマンフルコース回避、かたや闘志がみなぎっているってどういうことなのだ。あれ？　私とルスランってお付き合い始めたんだよね？　私の妄想じゃないよね？

「月子」

「はいはい。何……」

　呼ばれて、振り向いた。いつも通りのごくごく当たり前な動作を行った私の額に、柔らかな熱が降る。

「──じゃあな」

　そう言うなり、さっさと鏡の向こうへ消えていった幼馴染の、恋人の、背中が見えなくなると同時にへたり座り込む。

　妄想じゃなかった。でも、どうしよう。どうしてくれるのだ。

「…………こんなに顔が真っ赤だったら、ルスランが報告する前に絶対ばれるじゃん」

　私は両手で頰を押さえ、べしゃりと床に突っ伏した。
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